
(堆積土) 木板等による撹乱が多い。堆積土は1 ・ 2 ・ 6層の三層が主体をなし、 1 ・ 2層

は黒褐色土で前者はシルトを混入し、 6層は土器片を含む黒色土である。隣接する31号竪穴

住居跡の堆積土にくらべ砂もしくは礫の混入が少ない。

(壁) やや外傾する立ち上がりで、検出面まで20c鵬へ30cmの高さをもつ。北壁東端で段状を

呈するが崩壊または木板撹乱によると推察される。南壁M.2カマド寄りに段状の張り出し部分

が認められる。

(床) 小礫混りの砂質地山土を床面としているが、生活面は黒色土や焼土が散在し汚れてい

る。

(柱穴) P,一P,の柱穴状ピットがある。それぞれの規模はP.の径18cmX18cm、深さ10cm、

P2 16cmX19cm、深さ19cm P3 24cmX27cm、深さ21cm P。 17cmX20cm、深さ10cm P5

21cmX25cm、深さ8cm P。 27cmX19cm、深さ10cm P, 20cmX24cm、深さ16cmあり、 Pl.

P。は方形、他は円もしくは楕円形のプランとみられる。堆積土は何れも黒色か黒褐色土で柱

痕は確認できない。配置的には、 PlへP.は対角線上に対になり、 Pl-P2、 P。-P。間は1.3m

と1.lm、 P,一P3、 P2-P。間は1.5m、 1.8mある。また、 P2・P4・P。は東壁および西壁の

ほぼ中点を結ぶ線上にあり、 1.8m・0.9mの間をもち、 P3・ P,・ P7は北壁と南壁の中点より

やや西寄りを結ぶ線上にあり、 1.lm・1.2mの間をもつ、以上の配列を基本に、更にその組合

せも考えられるが明確にし得ない。

(周溝) 認められない。

(カマド) 西壁の南端に胸lカマド 南壁西端に肌2カマドが位置する。 Nolカマドは、燃

焼部を若干掘りくぼめて構築した様相であるが明確ではない。左袖は遺存せず、右袖は、賄2

カマドに類似し壁を利用したものかと考えられるが確証はない。煙道は約60cm西にのびる幅35

cm、深さ15cmの溝状を呈し検出面から15cmの深さをもつ。

航2カマド 南壁西端壁外に燃焼部があり床面より約10cmの段差をもち高くなる。間口45

cm、奥行85cmが推定され、中央に須恵器杯をふせてあり支脚に転用した可能性もある。左袖は

壁に続け地山を削り出しその先端に黒褐色土とシルトによる構築部分を含み、右は地山壁であ

る。煙道は燃焼部から綬傾斜で上がり長さ約50cm、幅30cmへ50cm、深さ8cmほどで、先端にす

ぼみ煙出し部の変化はない。その道存状況から肌2カマドが新しいかと推察される。

(その他の施設) P8. P。のピットがある。 P8は48cmX53cm、深さ5cmの規模で焼土を堆積

土の主体とする。 P。は35cmX45cm、深さ10cmの黒褐色土と上に焼土を堆積土とするピットであ

る。位置と賄2カマドとの重複状況から、同lカマド期に属するものかとみられる。 P。の所属

は明らかでない。両ピットの性格は貯蔵穴の可能性がある。

M,2カマド東側の張り出し部は床面と10cm内外の段差をもつ、賄2カマド方向や左袖の削り

- 137
-



出し状況から、 ‰2カマド構築時の掘りこみと推定するが性格は不明である。

出土遺物 (第41図 第28表)

杯形土器4点(台付杯1)、須恵器蓋1点、饗形土器2点、鉄製品3、須恵器拓影図l点、計

11点の図示。

杯形土器Nol. 2はA類埠。No3はB類杯である。No.3の器種は本来的には猪口というべきも

のであろうが、分類区分上では杯として取り扱っている。

肌5は須恵器蓋である。 16.8cm径、ツマミを含めた器高は3.9cm。胎土・焼成共良質である。

蛮形土器肌6 ・ 7は、 2点共小型を呈する。 No6はロクロ成形。 ‰7は非ロクロの土師器で

第4I図 32号(しc33-2 )竪穴住居跡出土遺物
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ある。後者は木葉底。

鉄製品は床面より5片出土している。図示したのは、そのうちの3点である。詳細は下表を

参照されたい。

第28-1表 坤 形 土 器 一 覧

寒 写 

種 別 

切 調 調 
法 亜(帥) 

・I 
・● 

外 

備 考 
測 図 番 

興 奮 

魅 
整 枝 軽 部 

傾 角 度 
口’只 ;

i 

器
古 

号 ⊂コ ブラ し 法 位 
性 (a) (王 (b) 「巾 (d) β●) 

1 132 A 類 ヘ ラ 切 蜜∴調∴態 
:

■ 

12.5 7.4 4.1 L7 3.0 59 

2 133 A 類 ヘ ラ 切 無 調 整 / 13.8 8.8 3.4 1.6 4.1 52 

3 134 B 類 
調整のた め不明 木口利用の ナチ 

底 部 9.0 5.6 6.4 1.6 1.4 75.5 
底部外面に軽いナデ。内面口緑にカーボン付蹄。 (床面上) 

4 台付杯 ヘ ラ 切 / / 11.9 (轟窒) 7.2 4.4 (脚商) 0.5 

5 璧 
調整のた め不明 

回転へラ削り 体 上 部 (16.8) 

仁リマミ鐙) 2.5 3.9 (1マミ勘 宣,3 / (床面上) 

第28-2表 菱 形 土 器 一 覧

実 測 図 番 号 写 英 番 了テ 

種 別 

法∴∴∴∴瓜(伽) 外 面 調 整 内 面 調 整 

備 考 

口 径 底 径 嵩 高 助櫛推 口綾部 休 部 口縁部 休 部 

6 136 土師蓄 10.8 4.7 9.4 10.0 ロタロチデ 
ログロナチ 下端へラケズ リ 

ログロナデ ログロナデ (床面出土) 

7 137 土師器 (12.4) 6.5 11.9 10.6 ヨ コナデ ヘラケズリ ヨ コ ナデ ヘラ ナデ (西カマド焦土内) 

8 須恵器 拓影図。休部下端一底部片。平底。白橙色でやや軟質。内面、押庄痕(こナデ。(塔的土) 

第28-3表 鉄 製 品 一 覧

実 測 図 番 7テ 写 英 番 。 方 種 別 残 存 部 位 
追 存 状 態 

法 亜 

断 面 形 

備 考 

長さ(血巾 幅 (同町) 厚さ(m巾 重さ(9) 

9 138 角 釘 ほぼ完形品 不 良 84.0 5.0 5.0 4.0 方 形 (床面) 

10 刀 子 刃 部 片 
鏑の割に残 りよし 

39.50 10.50 5.0 3.55 楔 形 (床面) 

11 139 角 釘 頭部大矢 やや不良 108.0 
- 

6.0 12.20 長 方 形 (床面) 

140 刀 子 刃 部 片 やや不良 49.20 
ー - 

4.45 標 形 (床面) 

針 状 端 部 片 やや不良 56.80 
- - 

3.40 長 方 形 (床面) 

33号(」j21)竪穴住居跡 (第42図 第29表 写真図版22・ 65)

(重複 改築) 認められない。

(規模 平面形 方向)東西4m、南北3.5m、面積11.78m2でやや東西に長い方形である。

カマド方向軸はN-840-Eとなる。

(堆積土) 1層の黒色土、 3層の黒褐色土、 5層の黒色土が堆積土の主体をなし、 1層は混

入物がほとんどなく、 3層で粒状のシルトと炭を、 5層では焼土とシルトの混入と土器片を包
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1 1nYI汚イ..il 色,∴( 

つ 

:う 10YI膏を 薄色1 
・1 1nYlげで 色。∴十 

5 

ら I0YB写1.- 11薄 色 十 “ll包子ン′し卜混合 

l 10YB% 

8 1nYI〈労 色 ∴子 

0 10YI〈舞 薄亀 子 色十/)しト混合 特上さ、 僻′レ 

Iい 10YR劣 色上役十混合∴∴∴∴叛争 にですしi 

11 IOYR夕を 角I 

1? 5Y)〈劣概 Iしト l、色上根仁淀今 上諾 

13 5YRケ了 撮‖巴 十 残、 :暮細片、やわい 

阜 
主l 7.5YR劣 色Iシ′しト混合∴∴∴校合 

15 包子シ′しト混合i∴∴シ′しトで〇・ク`仕入、映 

l 7.5Y暗号∴中 書男色 十 1 

2(l ‡ 

2l) )Ol凪タイ 2種層よi=諾い 

3(l 7.5YIけま 

:=) 了.5YI〈杉 I古今∴∴∴3a層よI)シノント 多、増子少 
ilo 5\’R労暗木棚色他i や上 舗分母に心的色競口上もI) 

.(l) 岐十 〇l〔自高.とI)やや11)上 様臓少 
5n 了.SY部イ. ′= 潤色,十 

5b 

亘 シ′しト 

5YI汚舌騨 台木的色十 

8 了.5YRうそ i.葛\録 包 子 

9 ..1l(色トンIしト混合∴∴∴映甑少 

1 7.5Y暗号,思∴色 1 

2 10YRタイ 的 色 十 Iしト 囲い 

3 10YR舞∴唖的 色 十 Iし主用色十混合 -7∴口∴・ク邦吉㍉はる 

・l 了.5YR% 

2m

l 7.らYR% 時的色上 
? 10YI汚ぐ 

3 101照舞∴理事母包子 I、合し 

」 了.5YRタイ シIしト Iしト‾プロiク混入、や十時. I子 

:1 10YR労 Iしト 多、 ′理性1∴ 債多; 

亘 IOl’細く労 ○○ 色 上 Iしトーアロ ク.i 在 

了a IOYRタを 時的色上 ルト 

7l) 10YIりイ∴拭〉 色 上 Iしト 多端 

了で IOYRタを 華、薄色上 Iしト 伸上 ′争敬、校合も 

8a IOYRタを 根上‡ 

8b 

1a 】01’即イ 〇時的包子 在枇色位上博多蚊、校了}乙・ 

1b 健十母):二上‡ヶ月間シ′しト言最大 

】c 根上少なく生存する、簸含む 
3a 101’Rタを 

2ぐ )01’R舞 黒色上シIしト混合 2種層よI)明 

l YR手( 里的色白 .,ll色上峰士混合∴∴校、上狛十含む 
つ 

5YR労音 臼, 鮒色上 ブp ′ク状シルト合し・ 

3 SY;くタ了.り 小色トンルト混合 シ′しトの′トプロ ′ク合し・ 

」 OY部に∴理的包子 

5 

1 101’乱舞∴†用同色士 

2凪 10l’Rケ(.T音 色 上 

2b 10YRタを 華的色上 2凪層よI 叩 

3 健上申 上」団†にやわい 
4 10l’R弟∴理的包子 シIしト 

1 )OY部巧∴華的包子 /:rソする 

2種 !nYRタを とろ 

2b む隔よI)問い 

2e 

第42一- I図 33号(」i2I)竪穴住居跡
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含する。全般に単純な堆積を示すが一部木板等の撹乱がある。

(壁) 比較的良好な遺存であり、やや外傾し立ち上がり検出面までの高さは約30c調である。

北壁東半の一部がP2構築のため若干北に張り出し、東壁南半には壁内にテラス状に張り出す施

設がある。

(床) 地山シルト面をそのまま利用したほぼ平坦な床面を呈し、貼り床等は認められない。

(柱穴) P9. P10・P,lが柱穴と推察される。 P。は床面中央のやや西寄りに位置し、 30cmX

40cmの長方形の平面で深さ約40cmあり、径10cmほどの柱痕が認められる。 P,。は東壁中央に接

し、 20cmX25cmの楕円状平面形で深さ約35cm、 Pl,は西壁中央に接し、径約25cmの円形で深さ25

Cmほどである。これらのピットは、東壁と西壁のほぼ中点を結ぶ線上にあり、 P,。とP。の問は

2.4m、 P,とPl,間は1.2mとなる。

(周溝) 認められない。

(カマド) 東壁北半の中央に位置し、燃焼部は若干の落ちこみがある程度で、右袖はほとん

ど遺存せず、シルトと黒褐色土で構築した左袖のみ認められる。煙道は燃焼部からゆるやかに

立ち上がり煙出し部まで含め約80cmの長さで、幅35cm、深さ15cmほどの溝状で煙出し部でやや

落ちこむ。検出時に、煙道部にはかなり多量の焼土が露呈していた。

(その他の施設)多くのピットが床面で検出された。およその規模は、 P,径50c調の隅丸三

角形の深さ25cm、 P2 径80cmの円形で深さ40cm、 P3 径50cm-60cmの隅丸三角形の深さ15cm、

P,径55cmX70cmの楕円形で深さ35cm、 P,径55cmX80cm楕円形の深さ10cm、 P8 径40cmX

50cmの楕円形で深さ20cmとなる。大半は床面北東部分のカマド周辺に位置し、貯蔵穴的性格も

考えられる。なお、 P2とP。は重複しP。が新しい。

P5・ P。は、北壁の中点から床面中央に向う線上に乗り、南側のP5は床面のほぼ中央に位置

する。深さ9cmへ10cmと比較的浅いが間仕切り的施設も考えられる。 P5はP,と重複し、より新

しい。

東壁中央のやや南寄りに、幅50cmで壁内に50cmほどの台形のテラス状部分があり、床面と約

10cmの段差をもち上面は平坦である。この平坦部から約10cmの段差で壁の上端となる。構築土

は下に固いシルトと上にシルトと黒色土が攫拝状に混る暗褐色土を用いていており、出入り口

的施設も想定される。

出土遺物 (第42-2 ・ 3図 第29表)

蹄形土器10点(台付杯3点)、雲形土器8点(土師器6 ・須恵器2)、鉄製品3点、須恵器蓋

1点、合計22点の実測である。

台付杯は賄7・ 8・11の3点であるが、何れも須恵器である。小型のタイプ(肌7・ 8)と

大型のタイプ(胸,11)の二様がある。前者の切離しはへラ切に依る。賄llは不明である。
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第29-1表 土不 形 土 器 一 覧

案 写 

種 別 

切 調 調 
法 址(cm) 

・I ㌔ 

生 

備 考 
測 図 番 

典 番 

離 
盤 披 毅 郎 

傾 角 度 口∴径 底 径 器
首 

ナチ (二つ フナ 
し 法 位 士 (a) 

_

王 (b) れI∴∴∴白Il (d) (∂○) 

1 141 A 類 ヘ ラ 切 蜜∴掴∴惟 / 12.8 8.6 3.8 1.5 3.4 58 (P.十床面十カマド付近堆練土)’ 

2 142 A 賊 ヘ ラ 切 毎 調 整 / 13.7 8,2 4.2 1.7 3,3 55.5 底部外面に軽いナデ。(床面十カマド南脇) 

3 A 頼 へ ラ 切 蜜∴調∴樫 // (14.0) 9.4 4.9 1.5 2.9 63 底部外面に軽いナデ。(P)上十堆樹上) 

4 B 頬 
調整のた め不明 

回伝へラ削り 
休部下端 

ー底部 (13.6) 4.8 4.5 2.8 3.0 45 (カマド堆秋土) 

5 C 頼 ヘ ラ 切 手持へラ削り 
休部下端 

ー底部 (13.6) 7.8 4.3 l.7 3.2 56 (床面) 

6 B 類 
調幣のた 回転へラ削り 休部下端 

(18.8) 7.8 6.4 2.4 2.9 49.5 
内面に少膜のカーボン何者。木口利用のナデは庇 

め不明 木口利用のナチ ー底部 部のみ。(堆瀬上) 

7 台何杯 ヘ ラ 切 / / (11.6) 8.0 (脚経) 7.4 4.3 (脚璃) 0.4 / (堆瀬上) 
8 台付杯 へ ラ 切 / / (12.6) (9.4) (8.0) 4.1 0.5 

(床面十P8) 

9 143 蓋 
調整のた め不明 

回錐へラ剃り 
体 上 部 

18.0 

仁/マ沌) 3.2 4.5 仁/7ミ萄) 1.3 

/ 

/ (南柏付近十カマド付近堆諏土) 
10 C 頬 

調整のた め不明 
回転へラ削り 

休部下端 
ー底部 (16.8) (9.0) 6,9 1.9 2.4 60 (堆積土) 

1l 台付雄 不 明 / / ー (10.0) (10.0) 0.9 
(P2上) 

第29-2表 雲 形 土 器 一 覧

実 測 図 番 ナナ 写 英 番 アナ 

種 別 

法∴∴∴∴址(cm) 外 面 的∴盤 内 面 調 整 

備 考 

「]径 底∴径 嵩∴高 姑矧至 ‖綾部 休 部 口綾部 休 部 

12 土師器 (18.0) 
- ー ー 

ヨ コ ナデ ヘラケズリ ヨ コ ナデ ヘ ラ ナチ 井口グロ。反転復元。肩部右投。(床面) 

13 須恵善 (25,9) 
ー ー ー ログロナデ 叩目あり ロクロナチ ログロナデ 長胴。(北東隅堆積土) 

14 須恵器 (23,0) 
ー - ー ログロナチ ログロナチ ログロナチ ログロナデ 灰自・硬質。-部黄桓色。(ヒノト内) 

15 土師器 (21.0) 
- ー 

(20.0) ログロナデ 
ログロナチ 十へラケズil ログロナデ 一郎カキ日 カキ目 一一割へラナデ 

浅黄樋色。(ビ/ト内) 

16 土師器 (24.0) 
ー ー 

(2L5) ログロナチ 
ログロナデ 十へラケズi) 

ログロナチ 
ロクロナチ 一部カキ目 

幹瀬痕。(ピット内) 

17 土師器 (25.0) 
ー ー 

(21.5) ログロナデ 
叩目十 へラケズリ 

ログロナデ へ ラ ナデ 胎土粗。(床面) 

18 土師器 (20.5) 
ー ー 

17.4 

ヨコナチ 十刷毛目 刷毛日、下端 へラケズi) 

ヨ コ ナデ 刷 毛 目 非ログロ。(床面十カマド十堆禎土) 

19 土師器 (14,0) 
ー ー ー ログロナチ ログロナチ ログロナデ ログロナデ 内面一部黒変。(床面) 

第29-3表 鉄 製 品 一 覧

実 測 図 番 ナチ 写 英 番 号 稲 別 残 存 部 位 
遁 存 状 態 

浸 出 

断 面 形 

備 考 

長さ(軸晴J 龍音 ∴向山 厚さ(皿の 重さ(9) 

20 不 明 瑞∴∴∴部 やや不良 80.50 7.0 3.0 3.80 長 方 形 釘orNo21の可能性もありうる。(床面) 

21 紡錘車 
舶部分 一部欠失 

やや不良 a…35,0 
b…26.0 d…6.80 

c・・・3.0 7,35 d…方 形 板部分は不正方形。(3屈)成分分析試料 

22 不 明 端∴部 片 比較的良好 29.50 4.50 4,50 1.90 方 形 先端部曲がる。 

針 状 破 片 不 良 - ー - 
3.75 方 形 木片付着。(床面) 
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須恵器蓋は図示した肌9の他に、堆積土中から別個体の破片が出土している。 No9の口径は

18cm、ツマミを含めた高さは4.5cm位の大きさである。

他A・ B ・ C類、蛮形土器、鉄製品等については、第29表を参照されたい。なお、これらの

他に堆積土中から球胴形を呈す土師器片、床面からへラ切A類杯底部片、焼土ピット内からは

ロクロと非ロクロ成形の土師器体部片等が出土している。

34号(」j27)竪穴住居跡 (第43図 写真図版22)

(重複 改築) 認められない。

(規模 平面形 方向)東西3.45m、南北2.7m、面積7.96正、東西に長い長方形を呈し、カ

マド方向軸はN-890-Eである。

‖
‖
‖OS

3

十
彫

B

1 2m

Sし二13L80m

1 7.5YR%∴黒 磯)色 上 ンルト少量 
2 .らYR% 概略同色 上 ルト 多量に含み囲い 
3 .5YRケ了 黒 的 色 上 

4 7.与YIくタイ ‡飯昭的色.上 ルト 多量、叩く 2層に丸印以 

5 7.5YR易’時 子的∴色.‾上 シ/レト 衛柄質上混入 
6 シルト 5層よI月塙柄上多 

7 7.5YRタイ 忠 的 色.士 椴,十、校を含む 

8 5YR究 極略本袖!色上 根上 

9 7.5YR彩音 人里 的1巴∴上 

⑦木根羽こよる枇乱

第43-i図 34号(」j27)竪穴住居跡
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(堆積土)三大別できる。 1 ・ 3層の少量のシルトを含む黒褐色土、 2 ・ 4層の多量のシル

トを全般に含み固くしまりのある極暗褐色土、 5 ・ 6層の暗褐色シルトである。 1層は中央付

近に楕円状に広がり周囲に2 ・ 4層がある。また、 2 ・ 4層のほとんど同類の堆積土間に3層

が入り、これらは、あまり時間差のない堆積と考えられ、人為的な可能性もある。西壁北半か

ら北壁沿いの一部にみられる5 ・ 6層は壁の崩壊土と推察される。

(壁) 西壁の北半は崩壊している。外傾する立ち上がりで検出面までの高さは10cmへ15cmほ

どあり、一般に東側が低い。

(床) 地山シルト面を利用し中央へ向けやや低くなる。中央に80cmX85cm範囲の薄い焼土の

堆積があり、その下は約3cmの浅い落ちこみになる。

(柱穴) 認められない。

(周溝) 認められない。

(カマド) 東壁北端に約1.75m東にのびる溝状の掘りこみがあり、壁側のふくらみ部分が燃

焼部相当で他は煙道と煙出しとみられ、カマドと推察されるものがある。しかし、堆積土中に

は焼土、炭とも検出できず、北東隅にシルトと焼土をブロック状に含む黒褐色土をみるのみで、

果してカマドとして機能したものか疑問である。また、北東隅から北東にのびる短かい溝状部

分があり、調査時にはカマドの一つの考えたが、後の擾乱穴の可能性が強い。

(その他の施設) 床面中央の浅い落ちこみと薄い焼土の堆積が認められ、砲床炉的可能性も

あるが、落ちこみの底は火熱をうけたか否か明確でなく、断定はできない。

出土遺物 (第43- 2図)

出土遺物は少なく、実測点数はロクロ成形の土師器1点だけである。堆積土中からの出土。

推定口径22.8cm大。体部外面に斜位の叩目がある。この他には叩目のある休部片1、不明細片

若干ある程度。

喜≡
0 5 1 000

第43- 2図 34号(」j27)竪穴住居跡出土遺物
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35号(」j71)竪穴住居跡 (第44図 第30表 写真図版22・65)

(重複 改築) 認められない。

(規模 平面形 方向)東西5.1m、南北5.4m、面積21.6誼でやや歪んでいるが正方形に近

い形状を呈する。カマド方向軸はN-790-Eである。

(堆積土)主体は黒色土と黒褐色土の1 ・ 3層で床面直上に4層の黒褐色シルト質土があ

る○また、明るいシルト粒を混在する黒褐色シルト質の5層等が壁ぎわにみられ、壁崩壊土の

一部かと推察される。総じてレンズ状の堆積を示す。

(壁)比較的外傾する立ち上がりで検出面までの高さは40cm̃45cmである。北壁の中央郡

上半では、半円状に外に張り出したピットまたは棚状の施設があり、東壁南端では壁下半をえ

ぐり掘ったピットが構築され、四壁沿いには周溝を認める。なお、北壁東半には崩壊痕がある。

(床)掘り方技法による床面構築とみられるが、調査時における湧水がはげしく精査はしな

かった。

(柱穴) P3→P6の柱穴状ピットがある。 P3は径40cmX38cm、深さ30cmの円形、 P, 40cmX

50cm、深さ30cmの長方形 P5 45cmX40cm、深さ21cmの円形 P。 35cmX40cm、深さ25cmの円

形である。 P4. P5は南壁東端および西端から、それぞれ1.3mと1.9mにあり、両ピット間は

1.7mであるが、 P3-P。の相互関連は明確にできない。

(周溝) 四壁沿い全体に認められる。ただし南壁沿いは不整である。幅10cm→30cmで深さ10

Cm-15cmほどを計る。

(カマド)東壁南半の中央近くに位置する。燃焼部の掘り方壁土上面を火床とし、間口60cm

奥行100cmほどであり、中央に伏せた状況で完形の小型饗が検出され支脚に転用したものかと

推察され、両袖はシルトで構築されている。煙道はゆるやかに立ち上がり溝状に幅20c鵬へ30cm、

深さ7cmへ25cmで約80cm東にのび煙出しとなる。煙出しは径45cmX55cmの楕円状で検出面から

25cmの深さで底面は煙道底面より約15cmの段差で低い。

カマド内の堆積土は、両袖の内側に若干の焼土を認めるが、全般に顕著な焼土は認められず

黒褐色土とシルトの混合土が支配的である。

(その他の施設) Pl・P2がある。 Plはカマドの南に隣接し、東壁の下半をえぐって奥に40

Cmほど掘りこまれ、径130cmXllOcmの長方形状で深さ20cmで不三個体分を包含し貯蔵穴と推察

する。 P2は北壁の中央寄り南半に位置し、壁上半部を100cmX120cm、深さ23cm規模で壁外に掘

りこんだ半円状の振り出しであり下端が奥に入る浅い袋状を呈する。堆積土は竪穴住居跡堆積

土と共通し住居跡に伴うものと確証できる。棚様の貯蔵穴等の機能が考えられるが断定できな

い。
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第44-I図 35号(」j7i)竪穴住居跡
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出土遺物 (第44-2図 第30表)

杯形土器6点、蛮1点、鉄製品2点、砥石1点、計10点の実測。この他に、糸切痕を有す須

恵器台付杯片がピット内から、また堆積土中からは糸切底部の小型璽片等があるが、特に図示

していない。

杯形土器は、 Nol. 2.3. 5のA類、 No4.6のB類がある。 C類はl点もみられない。

A・B類中で切離しが判明するのは肌1 ・ 2 ・ 4 ・の3点で何れもへラ切に依る。他は調整・

剥離等で不明である。

璽形土器賄7はロクロ成形の小型聾。器高の割には口径が開いている。内面はロクロナデ痕

(一部へラナデ)を残しているが、外面は剥離部分が多い。体部下端から底面にかけてへラ削

臆! 
臆1 

ー 

ー 
- 

ー ー 
ー し__ 

\ 

\__ )〇°-‾‾ 

7 こ二二‾‾‾ 

軸墓∋ 9

日華
0 5 10cm

第44-2図 35号(」j7I)竪穴住居跡出土遺物
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第30表 鉄 製 品 一 覧

読 図 番 アナ 写 典 番 ナチ 

稲 ● 

残 存 部 位 過 存 状 態 

浸 出 

断 面 形 

備 考 

長さ(叩討 幅 (調巾 厚さ(血巾 重さ(9) 

8 針 状 頭部大矢 比較的良好 104.0 11.0 11.0 22.40 方 形 やや湾曲(床面) 

9 角 釘 ほぼ完成 比較的良好 104.50 b…6,0 b… 5.50 1l,60 方 形 折れた頭部が端部(こ付着。(床面) 

りがみられる。暗赤褐色を呈し、一部にカーボンが付着している。口径18.5cm、底径9・2c皿、器

高14.9cm、最大胴径16.6cm大。

鉄製品については第30表を参照されたい。

砥石はNolOの1点が出土している。 3.5×3.8cm大の方形に近い形をしており、厚さは1cm前

後である。携帯用砥石であろう。素材は斜長石流紋岩であり、灰白色を呈す。ただし、部分的

にタール状の付着物がみられる。

36号(Mc18)竪穴住居跡 (第45図 第31表 写真図版23・66)

(重複 改築)認められない。ただし、現代の用水路によって北壁部が破壊されている。

(規模 平面形 方向)東西3.4m、南北3.2m、面積9.44正のほぼ正方形に近い平面形でカ

マド方向軸はN-900-Eである。

(堆積土)三層に大別され、 l層の黒褐色シルト質粘質土は全域に厚く堆積し、土器片が多

く混入し、焼土粒や褐色土ブロックも少量含まれる。 2層も黒褐色のシルト質粘質土で全般

的にみると壁ぎわを除く中央部に堆積し、炭、焼土粒、土器片等を多く混入し人為的堆積の可

能性もある。 3層の黒褐土は壁ぎわに堆積する。

(壁)垂直に近い立ち上がりで検出面までの高さは約37cmであるが、北壁は現代の溝で上部

を破壊されたため約26cmの高さが遺存する。東壁中央寄りの北半で壁内へテラス状に張り出す

部分が認められる。

(床)全般的に平坦で囲いが、壁ぎわの部分はあまり固い面ではないo床面構築は掘り方技

法によって黒色土とシルトの攫拝土を用いている。

(柱穴) 認められない。

(周溝) 認められない。

(カマド)東壁の南端に位置し、燃焼部は掘り方に黒褐色土を壁土し、その上面を火床とす

る。火床面は約50cmX50cmで火熱で固く赤変焼土化し、竪穴住居跡床面とほぼ同じ高さである0

左袖は上部を削平されるが、シ)レト質土を用い構築したもので右袖は南壁東端に密着し褐色

シルトや暗褐色シルト質土を巻いて構築していて、内壁面は火熱による赤変焼土化が顕著であ

る。燃焼部奥壁から、幅25cm、深さ30cm、長さ150cmの溝状の煙道がのび、先端で急な上がりを
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l 10YIく雰 的色1 約、岐上位)●.・l 臆臆臆臆喜 
2a 10YRタ到 褐色1 1色士シlしト混合 
2b IOYR舞: 鳩色1 物、機工プロノク、機工母性l上 人男 
3種 )OYRタ1′′ ・色士シルト混合 鮎星人 
3b I ルト棋士 
4 

)OYR努I′ E-「 

色土シIしト混合 シIしトプロ メタ混 Il:囲い 

丁Sll

W13

0 1 2m

Sし二131.80m

l 了iら1’乱舞∴理工地色土 母上ン′しト混合 地主章:′金青旺 i 片倉も 
2 10l’I〈牙 特色土 ′しト仕上 一部火急で木化.坤 道夫持・ 
3 10YRタを 褐色土 ・カ lしト1仕・シ′しト健士プロク少放!言騰)i 
4 5l′R葬優 了赤褐色土 

.′I禽“ ン′しト質機上∴∴∴」・禅弓子多脆 

3 IOYR坪 色 土 シルト混入、しまり功し、 
6 5Ylく% 上場 土 生し_∴∴∴∴強健那鯵● 様の性土化 
7 10YI"イ∴褐 色 土 Iしト 蒋強質士少量湿る 
8 IOYR寿 暗褐色土 ′しト門士 シ′しトプロメタ混在 
9 10l’Rタイ II 

● 

1、 シルト残土 

10 

5YIl劣赤褐色土 〕 
根上 肌、、精通府部 

= 5Y部吃∴璃赤褐色土 規七時ンルト混合 ′ 

12 10YR匁 想褐色 
シルトプロ/ク混有 職」二しまI潤い力→トがの肌 

)3 ⊃YR多く タ、 

14 10Y尺夕子 暗褐色 
)つ

し シルト貨土∴∴∴∴錬士プロ/タ混入 

15 10YR雰馳褐色土 
3 

16 ②本 10YR舞踊褐色土 硯や(こよる嬬乱 

シ′しト鳳色⊥混合 シ′しトプロメタ、観点持合も 

第45-1図 36号(McI8)竪穴住居跡

もち煙出しとなる。

(その他の施設)カマド北に隣接し貯蔵穴があり、径50cm、深さ20cmで底面に土器の細片が

数片認められた。

東壁中央寄りの北半で壁から床面に張り出した半円形のテラス状部分があり、床面から緩

傾斜で約10c止がり50cm四方の黒色土とシルト泥土で構築した非常に固い面で出入り口等が

推察される。

出土遺物 (第45-2図 第31表)

杯形土器2点、蛮形土器5点、須恵器拓影図2点、鉄製品5点を図示している。この他には須
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恵器台付杯片、同蓋片、 B類片等が床面上に散見する。須恵器台付士不片の脚高は1.7cm、脚径12

cmの大型のものである。

杯形土器はA ・ C類各1点。 M.2は同lに比して体部の外反度が強く器高が高い。

変形土器は4点。 No.3 ・ 9は非ロクロ成形。 No3は肩部段が明瞭で巻上げ痕が残る。 No9

は調整技法不明の小型品。 No.4 ・ 5 ・ 6はロクロ成形。このうちNo,6は底部が丸底風になるの

が特徴。また、これらの3点は何れも口唇部の形が異なり、特に賄5は須恵器聾のそれに酷似

している。 No6の口唇は、外面的には同3の非ロクロ饗に類似しており、No4は短頸のもので、

口唇部に特に凹凸をもたない。

須恵器聾は拓影図の2点。 No7はカマド中の堆積土から、 No.8は住居跡内堆積土中からの出

土。胎土・技法からみて別個体のものである。

鉄製品は7点の出土であり、そのうちの5点を図示している。角釘様のものと、輝子がある

が、不明のものが多い。なお、横子については後掲の別項を参照されたい。

第31-1表 杯 形 土 器 一 覧

実 写 

種 別 

切 離 

調 調 
法 上も(cm) 

a 

㌔ 
外 傾 角 度 

備 考 

測 図 番 

典 蕃 続 投 離 部 口 径 底∴径 器∴高 
性 

口 フナ ○○ ナチ 
し 法 位 (a) (b) (d) (∂○) 

1 A 類 ヘ ラ 切 無 調 整 // (13.0) (7.6) 3.6 1.7 3.6 52.5 (稚拙土) 

2 1占 C 頬 ヘ ラ 切 【I暁へラ削り 休部下端 14.4 7.2 4.4 1.9 3.0 56.5 (堆舐土) 

第31-2表 菱 形 土 器 一 覧

実 測 図 番 了; 写 黄 昏 丁子 

純 別 

法 最(cm) 外 面 調 整 内 面 調 整 

備 考 

= 径 底 径 器∴高 最大胴径 日綾部 体∴郎 口綾部 休 部 

3 土師器 (22.3) 
ー ー 

(18.2) ヨ コ ナチ ヘラケズリ ヨ コ ナデ ヘ ラ ナデ 肩部石段。巻上げ。(煙道掘り方埋土中) 

4 土師器 (21.9) 
ー ー 

(20.5) ロクロナチ 
下

方 へラケズリ 

ログロナデ ログロナチ 彊顕。(カマド燃焼部) 

5 6 

二部重器 (23.8) 
ー ー ー ログロナチ 叩 目 ログロナチ ヘラナデ? 矩顔形の登か?(堆積土中) 

148 土師器 21.8 
- 

(33.0) (22.9) ログロナチ ヘラケズリ ログロナデ 
本l圧i川】のナ ナ 剛毛Iミ様) 

輩出ら丸底。(燃焼部堆韻土(上部)) 

7 須恵器 拓彫図。外面哨千回」。内面押庄浪士にヘラナデ。(カマド中推韻土) 

8 類悪罵 揃影図。外剛桁0冊(N。了より陣が小さい)。木口利用のナチあり。(住居跡内堆翫土中・・・No7近辺で出土) 

9 土師器 10.0 
一 ー 

(9,3) 磨 滅 麿∴∴∴減 磨 滅 蹄∴∴∴滅 反転復元。休部の善肉が厚い。(煙道掘り方埋土中) 
し 

37号(Me18)竪穴住居跡 (第46図 第32表 写真図版23・ 66)

(重複 改築) 認められない。

(規模 平面形 方向)東西2.4m、南北2.2m、面積4.5m2で、やや歪んでいるが、ほぼ正方

形に近い。カマド方向軸はN-52o-W、南北方向軸はほぼ真北に近い。

- 152
一





1l’ i)1’ く く 

l“い 色 i 

雪∃雪重畳 
∴\音 〈 111鴫∴色 i 

I 

∴lバ㌧I∴∴∴∴・ 

種 言\“ く● =\∴農音 l 

ユー 〈 色 I 映′レ農マヤ(ノ 

( 」\’ 言 場∴色 i 

1i 音11’ ●′ I置 l∵ i 〇、録i裏I 
1」 .い’ (李竃 

i! 言、1 生 I★ 場∴色 ( /Iトト..¶色 

= b\’ くlヽ∴鴫∴∴色 I /Iしト らなく二. し、(章i11i 
(∴ う\’ ●十 吐 く /Iトト.1青色 

1 !1’ 卑 /′しト 

)7 il’ ●1 生 I 

)嶋 ○†∴ 

I 
1’良.ヽi: :上る一基 

・▲-鶴〇二I 

第46「図 37号(Me18)竪穴住居跡

(堆積土)含有物の量の差異によって、 1層から6層までと7層と8層のグループになる。

すなわち、前者は6細分されているが、黒色または黒褐色土にシルト粒や焼土粒が少量含まれ

るもので大差なく、レンズ状の堆積を示し自然堆積と考えられる。後者の中で7層は黒褐色

土にブロック状のシルトと焼土を多量に混在し、他の層より土器の細片が多量に含まれており、

8層はシルト混入の灰褐色土である。 7 ・ 8層の一部は検出面まで遷しており一気に埋められ

た人為的壁土の可能性があり、特に7層では強い。

1層から6層が堆積する範囲は、南と西では壁に接し、東では東壁上端から約13c皿、北では

北壁上端から約30cmそれぞれ内側になり、外側が7層を主体にする面になる。したがって、 7

層は東および北側から埋め込まれたものと考えられる。

(壁)垂直に近い立ち上がりT.検出面までの高さは40cmへ50cmと比較的高い。

(床)北東と北西隅近くに掘り方がみられるが、他は地山シルトを床面としている。中央か

ら南西隅にピットが密集する。

(柱穴) 認められない。

(周溝) 認められない。
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(カマド)北西隅に位置する。燃焼部はシルト、黒色土を用いた側壁残痕があり、地山面を

火床としかなり焼け赤変しており、煙道は約60cmのくりぬきで天井部が崩落していた。

(その他の施設) 7ピットが床面に検出されたoそれぞれの径、深さは、 P1 40cmX40cm、

10cm P2 80cmXlOOcm、40cm P3 35cmX55cm、10cm P4 50cmX70cm、15cm P5 70cmX

70cm、30cm P6 60cmX70cm、20cm P7 55cmX60cm、20cmであり、円または楕円形を呈するo

p2・ P3・ P。は壁下まで掘り込まれており、先後関係の明らかなのは、 Pl・ P2よりP6が新、

p2よりP5が新、 P3よりP5が新であり、堆積土状況からは、 P2・P3.P4・P5等は上面を貼っ

た状況を呈している。これらのピットは貯蔵穴的性格が考えられる。

出土遺物 (第46-2図 第32表)

杯形4点(拓影図1)、蛮形土器3点、須恵器壷l点、鉄製品1点、計9点の実測。

杯形土器4点はA類のみ。 B ・ C類は堆積土中に細片がある程度である。また、須恵器の蓋

と台付杯の破片もみられるが、これも堆積土中からの出土。

襲形土器は肌5 ・ 6 ・ 7の3点。何れもロクロ成形のものである。このうち賄7は完形品で

あるが、接合前破片の出土状況は出土地点・層位等からみて一様ではない。口緑・体部破片の

多くは住居跡内の床面・堆積土に散在するが、底部周辺は煙道内にあり、更に口緑・体部の一

部が第39号(Me27)住居跡内ピット中或るいはカマド右袖内から出土しており、最終的に接合

されたものである。また、 No6の体部の一部にもMe27住出土の破片が接合されている。

‰8は堆積土下層からの出土。全体が灰黒色を呈す硬質の須恵器。頸部の大半を欠失してい

る長頸壷である。体部上方にロクロナデ、中位に叩目、下方に横位の回転へラ削りが施される。

第32-1表 墳 形 土 器 一 覧

実 測 図 番 

写 英 誌 

種 別 

切 離 

調 整 技 調 整 部 

浅 田(帥) 

笥 抗 
外 傾 角 度 

鰐 考 

口 径 底 径 嵩 高 

く二つ ブラ 号 し 法 位 (a) (b) (d) β○) 

1 151 A 頬 
調整のた め不明 

手指へラ削り 底 部 (13.8) 7.6 3.9 1.8 3.5 50.5 (堆積土) 

2 A 類 ヘ ラ 切 手持へラ削り 
・

… (13.4) 7.6 4.0 l.8 3.4 50.0 

3 

【A類 
ヘ ラ 切 手持へラ削り 休部擢邸 (14.2) (7.6) 4.0 1.9 3.6 54.0 (堆積土) 

4 A 類 回転糸切 無 調 整 / - 7.0 
ー ー 

(堆敵土)底部片。 

第32-2表 萎 形 土 器 一 覧

実 測 図 番 万 写 典 番 号 

種 別 

法 址(伽) 外 面 調 整 内 面 調 整 

備 考 

口 径 底 径 嵩 高 撮相律 口綾部 休 部 ロ縁部 休 部 

5 土師器 (22.0) 
ー ー ー ログロナデ ロクロナデ ログロナデ ログロナデ 反転復元。石英粒多い。黒変あり。(床面) 

6 土師器 (23.0) 
ー ー ー ログロナデ ヘラケズI) ログロナチ ログロナデ 外面に若干の煤。赤褐色。(床面十堆積土) 

7 152 土師器 
2L5 ※22,6 

10.0 31,2 

21.5 ※22.6 

ログロナデ ヘラケズリ ログロナデ ナデツケ 巻上げ痕。ロー休部(こ歪み。※は最大径。 
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第46-2図 37号(Mei8)竪穴住居跡出土遺物
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内面のナデ痕は木口を利用したものであり、ロクロの回転力を利用して調整しているが、方向

の不定な部分もある。

N。9は鉄製品。最長部8.7cm大の鉄鎖であり、 1層からの出土。

38号(Me21)竪穴住居跡 (第47図 第33表 写真図版24・66)

(重複 改築) 認められない。

(規模 平面形 方向)東西3m、南北2・7m、面積7・69m2の若干歪んだ方形であり、カマド

方向軸はN-83o-Wである。

(堆積土)削平が著しく堆積土の遺存は薄い。黒褐色シルト質土と極暗褐色シルトが入り混

る状況で全体的に炭と焼土およびシルトブロックが多く、堆積土のしまりは非常によい。

(壁)西壁中央で外へふくらむ、検出面までの高さは2cmへ8cmである。

(床)南東部に掘り方をみるが、全般的には地山シルトを床面としている。

(柱穴) 認められない。

(周溝) 認められない。

O 1 2m

SL=131.80m

∧- l 

Iう

C-D 7.5Ylな舞∴.i 褐 色! シルト質上 
2 5Y手l% 信木的色言 1盤上 

こう 7.5YRタを .i \的 色 臆1 規子を点状(こ含む 
4 7.らYI〈% 暗柵色.士 シルト 

5 7.5YR夕を 心,色 ∴1 

60 7.5YR舛
I \∴色∴) 

6b II 年 餓∵上を点状に少量含む 
7 的 色・十 シIしトを多量に含む 
8 7.5YIiX 包 丁 シルト 

9 7.5YRタ舌∴‡儀略的色十 壇上、反多量に含む 
10 7.5YRタを

′′ 杖を含む 

4 54 5

+s171

W17

1種 5YR%∴木綿)色 1 規士 
1b 7.5YR)后 色 士 鳩十 
2 7.5YRタイ .“ 色 士 根上点状(こ、撮、シルト弟子 
3 7.5YR劣 .I 袖i色 士 2勅よりシルト、使、矧口上多い 
4 7.5YR夕子∴: 色 二!’ 

5 ○○YR% 賞‡同色 臆li シルト 

6 7.5YR舞 接的枇色 
7 7.5YR妬 .i l薄 色 二l 上手恥は塊二上化 シルト混入 
8 7.5YRメイ∴: 色.∴」 

9 7.5Y乱舞音 : \博I色. 

第47- i図 38号(Me2i)竪穴住居跡
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b c a b

0 5 1 0cm

第47- 2図 38号(Me2i)竪穴住居跡出土遺物

(カマド)西壁南端に位置し、燃焼部は掘り方をもったものと推察され、右袖はシルトで構

築され、左は南壁東端を利用したものかと考えられる。煙道、煙出しは認められず、全体的に

削平が著しく不明確な点が多い。

(その他の施設)特に認められない。

出土遺物 (第47-2図 第33表)

出土遺物は少なく、実測点数はA類1点、鉄製品2点のみである。これらの他には、 A類の

破片が若干、須恵器蓋の破片1点、等が出土する程度。

出土遺物の詳細は下表をもって示す。

第33-1表 杯 形 土 器 一 覧

寒 写 

種 別 

切 調 調 
法 韮(c爪) 

・● 抗 

外 

備 考 
測 図 番 

英 誌 

艦 
盤 接 軽 部 

傾 角 

口’又 ●

● 

器∴高 
丁子 ⊂二) 了チ し 法 位 性 (a) _准 (b) 手回 (d) 

度 (∂○) 

1 155 A 類 ヘ ラ 切 毎∴抽∴鮮 /// (14.2) 7.8 4.6 L8 3.1 54.5 (床面直上) 

第33-2表 鉄 製 品 一 覧

実 測 図 番 ‾弓● 
写 英 語 。 弓“ 種 別 残 存 部 位 

遁 存 状 態 

法 亜 

断 面 形 

備 考 

長さ(m巾 龍∴1血巾 厚さ(m巾 重さ(9) 

2 156 刀 子 完 形 品 比較的良好 156.0 

a・・・10.0 b・‥13.20 ぐ‥・6.8 b‥・3.70 ぐ…4.0 

13355 ab…楔形 刃邸ゆるく湾曲。(床面) 

3 不 明 破 片? やや良好 a・‥38.0 
b…26.70 

d・・・9.0 e・・・2.20 f・‥11.0 

11.30 c‥・長方形 
有礼(5.伽爪径)木質を鉄で包む。刀等の 

c‥・24.50 止金臭か?(床面) 

39号(Me27)竪穴住居跡 (第48図 第34表 写真図版24・ 25・67)

(重複 改築) 認められない。

(規模 平面形
方向)東西3・5m、南北4.2m、面積12.54m2の東西にやや長い長方形を呈す

る。カマド方向軸はN-89。-Eである。

(堆積土)東半で木板等による擾乱が著しく複雑になるが、全般的には黒褐色土の単層であ
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1a 5Y鵡` 黒褐色土 シルト、焼土を含む 

1b 5Y博( II 焼土若干含む 

lc 7.5Y蹄(黒色二上 部那加こシルト少々、土器片若干含む 

2 了.5YR%陸暗褐色土 プロ/ク状をなし、1c剛こ含まれる 

3 10YR労 黒褐色士 シルトを含む 

4 7.5YRタイ 黒色土 

5 了.5YR者 黒色土 

6 5YR労∴黒褐色士 卵上のシルト、続土を含み固くしまっている 

7 5YR労 II 筏土、炭を含み土器あり 

8 
II り 焼土、炭を粒間こやや多く含む 

9 5YR者 II 焼土、炭を含む 

10 10YR労∴黒褐色土 黄褐色シルトを含む 

⑦木根等による胎乱

第48- I図 39号(Me27)竪穴住居跡

る。

(壁)東壁は撹乱により上端が破壊されており、西壁中央で崩壊部分がみられる。壁はやや

外傾して立ち、検出面まで約20cmの高さである。

(床)地山をそのまま利用したほぼ平坦な床面であるが、カマド付近に多量のシルトと焼土

を含んだ固い黒褐色土層があり貼り床とみられる。

(柱穴) 確証できるものは認められない。

(周溝) 認められない。

(カマド)東壁北半に位置し、カマド構築の掘り万上に燃焼部と袖が認められる。燃焼部は

間口70cm、奥行80cm規模で支脚石が認められ、両袖は石を芯材に用い黒褐色土とシルトを巻い

て構築している。燃焼部奥壁から若干上がって幅30cmへ45cm、深さ6 cmへ13cmで長さ50cmの溝

状の煙道があり、先端は撹乱されるが煙出しの区別はないものとみられる。
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(その他の施設)カマド南に隣接するPlは、 100cmXlOOcmの三角形状で深さ33cmあり、焼土、

炭を多量と土器片を含む黒褐色土を堆積土にもち、上面に貼り床がある。 P2は径60cmX70cm

深さ35cmのほぼ円形、焼土を含む黒褐色土の堆積土をもち遺物を包含する。北西寄りのP。は、

径60cmX90cm、深さ28cmの楕円形で、黒褐色土の堆積土をもち須恵器杯が検出された。 P。は径

35cmX35cm、深さ20cmの円形で黒褐色土の堆積土、 P5は径17cmX 17cm、深さ10cmの円形で黒色

土の堆積土、 P。は径40cmX45cm、深さ27cmの円形カマド右袖直下にあり、カマド構築以前に掘

られたものであり堆積土は黒褐色土である。

以上のピット中、 P,. P2・ P。は貯蔵穴様を呈するが、 P.は堆積土上が貼り床されており、

竪穴住居跡存続中の廃棄と推定されるし、カマド右袖下のP。の存在と関連してみると、カマド

を含め周辺の改造があったことも想定される。 P。・P5は柱穴状の小ピットであるが性格不明で

ある。

出土遺物 (第48-2 ・ 3図 第34表)

不形土器14点(台付杯5点)、須恵器蓋2点、聾形土器4点、鉄製品6点の実測。

出土遺物は多く、上記の他に外面に叩目のある土師器聾片多数、非ロクロの球胴片若干、須

恵器嚢体部片等が出土している。何れもカマド近辺に集中している例が多い。

勘まA. B ・ Cの各類がある。 B類が器形的に多様なあり方をみせており、 No8の蓋を含め

第34-1表 土不 形 土 器 一 覧

実 測 図 番 

写 英 誌 

種 別 

切 娃 

調 整 技 調 整 部 

法 亜(m) 

γb 先 
外 傾 角 度 

備 考 
口 径 底 径 器∴高 

号 ⊂コ ブラ し 法 位 
王 (a) 

_

士 (b) ● (d) βo) 

1 157 A 類 回転糸切 無 調 整 /// 11,5 6.6 3.9 1.7 2,9 58 (南壁際床面上) 

2 B 類 磨 滅 顕 著 
- 

(12.4) (4.0) 4.4 3.1 2.8 53 

3 B 類 粥翁た 木口利用の ナテ′ 休部擢郎 (19.2) (8.2) 5.6 2.3 3.4 45.5 休部下端は回転へラ削り。(カマド堆積土) 

4 158 B 類 磨 滅 顕 著 
ー 

(14,8) (8.6) 4.1 1.7 3.6 53 (床面上) 

5 .159 B 類 ヘ ラ 切 手持へラ削り 休部下端 11.0 6.8 6.7 1.6 1.6 69.5 磨滅顕著。(P。上)コソプ形。 

6 台付上不 ヘ ラ 切 /// /// (12.8) 7.4 (聖書) 5.0 (擦膏) / (カマド右) 
7 160 台付堵 ヘ ラ 切 回転へラ削り 底 部 17.0 

11.4 11.2 8.2 1.6 / (床面) 
8 161 竃 駕鄭㌍ 回乾へラ削り 体 上 部 18.0 - / // ツマミ大矢。B類的(カマド堆積土) 

9 162 台付皿 ヘ ラ 切 回乾へラ削り 底 部 16.8 
10.0 4.4 

/ / 口綿雪郭の形盤より蓋としての可能性もある。 10.6 1.2 仕儀職土) 

10 C 類 回転糸切 冥知手持 休部擢邸 (14.4) (7.0) 4.3 2.1 3.3 48 (P3内) 

11 差 
躍I盤のた め不明 

回伝へラ削り 体 上 部 (16.0) ー / / ツマミ欠失。ロ縁著しい歪み。(床面十堆積土) 
12 台付弥 粥 た 

回転へラ削り 休部モ靂部 (20.6) 瀧二2) 8.7 1.7 内面底部に軽いナデ。(カマド石綿直上十堆耕土) 

13 B 類 ヘ ラ 切 回乾へラ削り 休部下端 13.2 8.2 4.1 1.6 3.2 58 完形品。内面全面に漆付着。(カマド右袖前床面) 

14 A 類 ヘ ラ 切 無 調∴盤 /// 13.4 6.8 5.0 2.0 2.7 52 籍諒余部こ漆付着。口腺著しい歪みo(カマド右 

15 A 類 ヘ ラ 切 無 調 整 :一/ 
ー 

(7.6) 
ー ー ー 

内面及び断面に漆付着。 

16 台付杯 底部大矢 回乾へラ削り 休部下端 ー 
糧:8) 1.6 (堆積土) 
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第48-3図 39号(Me27)竪穴住居跡出土遺物

て黄橙へにぷい橙色を呈している。台付杯は須恵器に限られるが、小型・大型・皿型の三様が

ある。また、蝿13・14・15の3点の即ま、内面に漆が付着している。紙質上に塗貼しているも

のもあるが、赤外線照射した結果に依れば特に文字等は記されていない。

蜜形土器は賄17・ 18・ 19・ 20の4点。遺構内全体をみればロクロ成形の土師器が多いが、図

示したうちの蝿17・18・20は非ロクロ、賄19はロクロ成形に依るものである。非ロクロの聾は

カマド周辺に集中している。

鉄製品は10点の出土。そのうち6点を図示している。鉄鎖・釘・鍍状製品等があるが、不明

のものも多い。図示した6点は何れも床面またはピット内出土である。
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第34-2表 菱 形 土 器 一 覧

実 測 図 番 ナナ 写 典 轟 く二l 方 

種 別 

法∴∴∴∴亜(伽) 外 面 調 整 内 面 調 整 

備 考 

口 径 廃 絶 嵩 高 競畑径 口綾部 休 部 口綾部 休 部 

古 土師器 21.4 
ー ー 

21.0 ヨ コ ナ デ ヘラケズリ ヨ コ ナチ ヘ ラ ナデ 肩部敦不明瞭。(カマド右袖十燃焼部) 

18 土師器 8.3 (6,1) 8.9 (8.7) コ コ ナデ ヘラケズI) ヨ コ ナチ へ ラ ナデ 木築庭。巻上げ。(カマド左袖) 

19 土師器 13.2 6.9 13.4 13.5 ログロナデ 
木「1利用 のカキ目 

ロクロナデ 
木[】利用 のカキ目 

回転糸切。(床面十堆禎土) 

20 土師器 
ー 

8.2 
- ー 一 ヘラケズリ - ヘ ラ ナデ 井口グロ。(カマド焚口十焼土内) 

第34-3表 鉄 製 品 一 覧

実 測 図 番 ナチ 写 典 掃 く二つ 7チ 
種 別 

残 存 部 位 

遮 存 状 態 

法 址 

断 面 形 

備 考 

長さ(m巾 幅 (m討 厚さ(爪巾 重さ(9) 

21 163 鉄 鎖 完 形 品 比較的良好 163.0 

8・‥6 b・‥4 c・‥9 30 80 80 a・‥4.10 b・‥5.10 c・‥9.90 

11,50 

昔:勢鍾彩 c・・・円形 鍛身長(14.0)m 茎部に木質が残る。鍛身が小さめ。(床面) 

22 164 針 ほぼ完形品 やや不良 86.20 
a・・・2 ぐ…2 70 0 a…2.70 ぐ…2.10 

1.40 円形に近い (床面) 

23 鉄 鎖 ほぼ完形品 やや不良 64.70 
a… 9,0 a… 9.20 

8.0 
a…円 形 鍛身以外木質が覆う。 

b・・・7.8 b… 8.0 b…不正形 鍛身長…(21.0)肌(床面) 

24 165 鉄 鎖 完 形 品 やや不良 91.80 
a・・・8.70 い・・5.0 a…4.0 b…4.80 

4.87 
a…紡錘形 b‥"方形 

鍛身長…(14.0)m(床面) 

25 167 不 明 端部欠失? 比較的良好 
直線こして 214.0 

a・・・6.0 b・‥8.0 c‥・3.2 a・‥6.0 b・‥3.0 c・‥5.0 

12.50 
a…方形 bc・・・長方形 

全体が立体的によじれている。(床面) 

26 166 鎖状製品 完 形 品 比申如勺良好 
長径・・39.70 短径・・24.柳 

7.30 4.30 8.47 長 方 形 (住居内P,) 

角 釘 端 部 
やや不良 

49.0 
ー ー 

2.60 方 形 (床面) 

不 明 破 片 不 良 48.0 
ー - 

3.80 (床面) 

不 明 破 片? やや不良 24.10 6.20 
ー 

0,80 偏 平 (床面) 

不 明 破 片 不 良 
ー 一 - 

1.60 方 形 小片。(l屑) 

40号(Me62)竪穴住居跡 (第49図 第35表 写真図版25・67)

(重複 改築) 認められない。

(規模 平面形 方向)東西3.5m、南北3.5m、面積9.6正のほぼ正方形の平面形を呈し、カ

マド方向軸はN-179o-Eである。

(堆積土) 堆積土の主体は黒褐色土で、混入物やシルトの混入比率によって1層から5層に

細分され、シルトの混入比率は下層ほど高くなる。各層ともレンズ状の堆積を示し、壁ぎわに

6層・ 7層の黒色土と黒褐色土が認められる。

(壁) 垂直に近い立ち上がりで、検出面までの高さは床面から40cm、周溝底面からは50cmで

ある。北壁中央に床面と水平に奥に掘りこまれた細い横穴がある。

(床) 全面掘り方をもち黒褐色土とシルトの混合土で床面を構築しておりほぼ平坦である。

床面構築土からの遺物は認められない。
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(柱穴) 柱穴と確証できるものは認められない。

(周溝) カマド部分とそれに近接する西壁南半を除く壁沿いに認められ、東壁中央で一部切

れるのみである。周溝幅は10cm-20cm、深さは10cm内外を計る。

(カマド) 南壁西端に位置し堂外に張り出して施設されている。燃焼部と煙道の一部も含む

掘り方をもち、下はシルトと黒褐色混合土を埋土し、燃焼部火床と両壁はシルトを巻いて構築

して、この部分は火熱で赤変焼土化している。燃焼部は焚口から奥へ上がり傾斜した火床面を

呈し、中央には縦位に施設した石に聾を伏せた支脚が認められる。煙道は火床面との段差を

もたず先端に上がる傾斜で、幅30cmへ40cm、深さ10cm̃20cmで長さ50cmほどで溝状にのび、先

1 7.5YR劣 蹄的褐色」 シルト諾干 

2 7.5YRタを 黒褐色ふ ′i 土誌片少蒜 

3 
I† 中 2層よI)囲い 

4 
II II 2帥二期似、鞍手†干 

5 7.5YR舞 暗褐色 シルト混入多、枝、成上プロノク少 

6 7.5YR舛∴理∴色 二 

7 7.5YR%!申褐色 シルト混入、非’猷二やおい 

8 7.5Y町%∴暗褐色二 ルト小色臆 混合粗でやわい 

9 
II 〃 シ′レト爪包」 毘合密で固くしまる、深場築上 

1 7.5YR劣飯靖赤褐色十 

2 
I II 1層よI)やや的し、 

3 待YR% 音暗褐色土 華色士シIしト混合 

4 
中 り 黒色十億十混合土器片、I親告二 

5 7.5YR労∴黒褐色土 黒色十シルト混合臨場入 

1 7.5YRタを 拙色- シルト若干 

2 7.5YR%iβ 枇色臆 !色事シルト混合∴性- .プロ ノク、巌浩子 

3 5YRライ 赤褐色. ルト質凍土 僕育 千 

4 5YRケ(僑 部砧的色臆 爪色事使丁シルト混合 音碇土ブロック夢前に混ろ 

5 5YR% 赤褐色: 規土 塊土ブロック多最 

6 5YRタを 擁褐 色」 焼士 

7 5Y尺% 昭赤褐色」 借上 

8 7.5YR舛∴爪∴色 二l 機工、様、需干 

9 7.5YR%∴黒褐色」 シルト、根上ブロック、I細と入 

10 7.5YRク(瑠褐色土 黒色士シルト混合 A-B、C-Dの9桐と同じ 

第49- i図 40号(Me62)竪穴住居跡
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端で細まり煙出しとの区別は認められない。

(その他の施設)カマドに東隣するP,は貯蔵穴とみられ、径40cmX60cm、深さ35cmの規模で、

焼土とシルト混りの極暗褐色土が堆積土の主体で土器破片を包含する。西南隅のP2は径30cmX

35cm、深さ10cmあり、焼土ブロックを多量に含む極暗赤褐色の堆積土をもつ、性格は不明。

前述した北壁中央を床面と同レベルで奥に掘りこんだ横穴があり、径10cmで奥行40cmで、奥

に若干ふくらむ袋状を呈する、性格は不明である。
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第49-2図 40号(Me62)竪穴住居跡出土遺物
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出土遺物 (第49-2図 第35表)

杯形土器3点、須恵器蓋l点、土師器蛮1点、鉄製品2点、須恵器拓影図1、計8点の図示。

他に破片として、非ロクロ成形の土師器変体部、須恵器の長胴片等が出土している。

蹄形土器はA類のみ出土。 B ・ C類は破片すら見られない。 A類は何れも硬質のものでいわ

ゆるくすべ焼成の杯である。 3点ともへラ切調整で計測値も大差ない。

須恵器蓋No4は堆積土内からの出土。口径14.8cm、器高2.6cm大である。ツマミ部は中央が凹

型を呈し、天井部に相当する部分には回転へラ削りが施される。

蛮形土器の‰5は反転復元に依るものである。本道構内のカマド部出土片と9号(Mi68)円

形土嬢出土の破片とが接合されている。推定口径約22cm、外面体部には叩目とへラ削りが施さ

れる。内面はへラナデがあるかもしれないが、単位不明。 No6は堆積土内出土。外面に叩目、

内面に押圧痕と木口利用のナデがある。

鉄製品は2点。鉄鎖(肌7)と針状(肌8)の製品である。計測値等については35鵜2表を

参照されたい。

第35-1表 杯 形 土 器 一 覧

案 写 

種 別 

切 調 調 
法 亜(伽) 

・● 先 

外 

備 考 
測 図 番 

典 番 

離 
盤 接 悠 部 

傾 角 麿 口 径 廃 絶 器∴高 
号 号 し 法 位 

士 (a) 王 (b) I可 (d) :饗. (∂○) 

1 A 頬 ヘ ラ 切 無∴調∴整 / 13.8 7.6 4,4 1.8 3.1 50 (床面上) 

2 168 A 類 ヘ ラ 切 寧∴調∴挫 / 13.4 7.6 3.8 1.8 3.5 51.5 完形品。磨滅気味。(床面) 

3 A 類 ヘ ラ 切 無 調 整 / 13.6 7.8 3,8 1.7 3.6 55 (床面) 

4 萱 
調整のた 

め 
回転へラ削り 

体上部と内 面の一部 
(14.8) 

仁/マミ俺) 3.0 2.6 liノアミ癖) 0.7 / (推軸土) 

第35-2表 鉄 製 品 一 覧

実 測 図 番 号 写 典 番 。 ブラ 種 別 残 存 部 位 
過 存 状 態 

浸 出 

断 面 形 

備 考 

良さ(爪巾 幅 (m巾 厚さ(皿巾 重さ(9) 

7 169 鉄 鎖 完 形 晶 
鏑の別に残 りよし 

114.30 
a…9.10 ぐ…5.30 a…4.30 c・・・3.50 

8.28 
a・・・紡錘形 b…長方形 

鍛身長…13.5(18.0)爪m(床面) 

8 170 針 ほぼ完形品 
鍋の割に残 りよし 

73.20 b… 2.20 b… 2.20 1.0 円形に近い 頭部有孔と思かれる。縫針か? 

41号(Mi27)竪立住居跡 (第50図 第36表 写真図版25・67)

(重複 改築) 認められない。

(規模 平面形 方向)東西3.9m、南北3.3m、面積11.16誼で若干東西に長い方形である。

カマド方向軸はN-7o-Eである。

(堆積土) 4層・ 5層の黒色土および黒褐色土を主体とし、壁ぎわに、 6層→9層の細砂や

シルトを混入する流れこみの黒褐色土または暗褐色土がみられる。以上の堆積土に対し、 1層
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-



1 10YR矛∴黒 色士 米粒大シルト若干 

2 7.5YR% :J .t榔色土 シルト鰹士粒、炭岩十 

3 10YR% 薄i色 士 シルト 

4a 5Y事l矛.牛 .!祁色士 全体に燈 上あI)、4b層より多 

4b 10YIiタイ∴: 甲同色士 全体に純 上混る 

5 5YIのろ 赤的色士 伎上 

6 5YR舞的木棚色二上 シル上質娘士 

7 5YR% II シルト 筏はている 

8 7.5YR% 褐色ゴ 

9 10YR% 褐色」 色土シルト混合 シルト泣、炊土地多、上面火線 

10 10YRタを 褐色土 色土シルト混合・規土若干 

11 5YR%明赤的色ユ ルト 上面火然 

1乙1 7.5YR舞∴蹄的色」 色」 ルト混合 外面火総 

12b り 色」 ルト混合12a栂よりシルト多 

13 7.5YR米∴薄音 色 二 ルト 

14 10YR%∴黒的色ニ 枇.状焼土多量 

Sし二131,80m

1 10YR劣 黒的色上 帝ソポソの部分あI)、帰乱詳しい 
2 II II 径5剛0天シルト 多;高二含む 

3 了.5YR% ′′ 細砂多 轟 

4 10YR労∴思 色 土 

5 10YRタを 褐 色 土 シルト粒若干 
6 ′′ I′ 約秒多通、シルト拉若干 
7 10YR%∴黒褐色土 6層と期似するもシルト枇多 
8 ′′ II 径2c 大のシルト粒多 
9 10YR%∴瑠褐色土 約秒 十手 

第50- I図 4I号(Mi27)竪穴住居跡

の黒褐色土は竪穴住居跡埋没後に攫乱されたボソボソしたもので 2層としたものはシルト粒

を多量に含む黒褐色土で、当初、本来の堆積土後で1層と関連するものとみたが、むしろ、 6

層へ8層等に相当するとみる方が妥当と推察する。

(壁) 東壁は外傾が強く、他は比較的直に近い立ち上がりを示す。検出面までの壁高は25cm

へ30c鵬である。

(床) 全体に掘り方をもち、シルトと黒褐色土の混合土を用い床面構築をしており、固くし

まったほぼ平坦な床面である。カマド前方には焼土の広がりがみられた。

(柱穴) Pl.P3・P,の柱穴状小ピットを認めるが、対状になるPlとP3に柱穴の可能性もあ

る。 Plは径15cmの円形で深さ15cm黒褐色の堆積土、 P3は一辺15cmの方形で深さ15cm黒褐色の堆

積土をもつ、いずれも柱痕は認められず、両ピット間は2.35mである。
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(周溝) 認められない。

(カマド)北壁の東端に位置し、カマド構築部分を一旦掘りこんで黒褐色土とシルトを埋め、

燃焼部と袖をつくっている。火床面は平坦で間口35cm、奥行50cmほどで煙道は火床面から先

端に向けて約30cmの長さで上がり、先端で若干の落ちこみをもち煙出しとなる。平面的には煙

道と煙出しの区別は判然とせず、全長70cm、幅20cm̃30cmの溝状で先細りの平面形を呈し、深

さは10cm̃30cmを計る。

(その他の施設)カマド左袖に隣接するP2は、貯蔵穴かと推察される。径30cmX40cm、深さ18

Cmの楕円形のピットで、堆積土は黒褐色土に焼土粒を含み、遺物の出土はない。

出土遺物 (第50葛2図 第36表)

印形土器3点、須恵器蓋1点、筒形土器2点、計6点の実測。他に破片としては堆積土中か

ら非ロクロ土師器球胴片、回転糸切痕を残すB類底部片等が出土している。球胴片は外面に刷

第36表 杯 形 土 器 一 覧

寒 写 

種 別 切 離 し 

調 調 
浸 出(m) 

・● 先 

外 

備 考 

測 図 番 

英 誌 整 枝 盤 部 

傾 角 度 β○) 

口 径 底 径 器
奇 

号 【二つ 了テ 法 位 王 (a) 

_

土 (b) Il= (d) 

1 171 A 頬 ヘ ラ 切 無 調 整 / 14.2 7,8 3.9 1.8 3,6 50 (堆積土) 

2 A 類 ヘ ラ 切 無 調 整 / 11.1 7,2 3,2 1.5 3,5 58.5 (床面直上) 

3 藍 不 明 / (13.0) 
一 ー 

口緑一体部片。(床面直上十推租土) 

4 A 頬 底部欠失 手持へラ削り 休部下端 (14.0) 
ー ー 

(床面直上) 

固

0 5 10cm

第50-2図 4I号(Mi27)竪穴住居跡出土遺物
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毛目とへラ削り調整がみられる。

‰3の蓋は、堆積土と床面近くの破片が接合されたものである。

特異な遺物としてはNo5 ・ 6の2点がある。反転復元に依る実測であるが、器種としては他

例をみないため、便宜上“筒形土器〃 と仮称した。何れも酸化焔焼成に依るものでカマド近

辺の床面付近からの出土である。 No.5は二次火熱を受けたと思われる痕跡がある。口唇の一部

に剥離した部分がある。輪積みに依るもので外面に縦方向のへラ削り、内面にはへラナデが加

えられる。 No6は口唇部が内側に入る器形であるが、成形技法・胎土・色調については‰5と

ほぼ同様である。下端は接着面の欠落部分に相当し、人工的な割れ口を呈す。

42号(NhO6)竪穴住居跡 (第51図 第37表 写真図版26・68)

(重複 改築) 竪穴住居跡中央部が南北に走る現代の溝によって切られる。

(規模 平面形 方向)東西3.1m、南北3.1m、面積8.41I正あり、ややゆがんでいるがほぼ正

方形に近い。カマド方向軸はN-100030’-Eである。

(堆積土) 基本的には二大別される。すなわち、 2層の黒色土で壁ぎわ床面近くを除き全体

l 灼色シ号ト“プロ ′ク混入、用水路理工 
2a 10YRライ 

2b 

3 7.5YRタi川的包子 ′しトで 

4 iOYl汚舌 ルトで i上 

5 

6 包丁シ′しト混合 時購枚士 

1 10YR労音 :華色上 俵多痛に合し 
2 10YRタイ 

3 10YRタを.1i 褐色葛1 

4 101’Rタ′笹; 的色I シ′しト門上 的色、暗褐色シIしト混合 
5 5YR)右京 脚色I 崇上 火桝で6即が亀子化 
6 

第5i- I図 42号(NhO6)竪穴住居跡
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に広がり、 4層の黒褐色粘質シルト質土で床面周囲の壁ぎわに認められる。

(壁)垂直に近い立ち上がりで検出面までの高さは30cmである。

(床)全体に掘り方をもつ、床面は多少の凹凸はあるがほぼ平坦で固い。床面中央には火熱

によって赤変した部分を認めたが、地床炉か否かは断定できない。

(柱穴) 認められない。

(カマド)東壁の北端寄りにあり、燃焼部は半円状に望外に張り出し、約50cmX50cmの掘り

方培土上を火床とし、中央に支脚石が認められた。燃焼部焚口付近にいく分焼けた部分を認め

たが、側壁はほとんど焼けていない。煙道は燃焼部奥壁からくりぬき、わずかに下がり煙出し

へ続く。煙出し底面は煙道より若干落ちこむ。なお、煙道は長さ35cm、径20cm、煙出しは20cmX

30cmの楕円形で深さ30cmを計る。

出土遺物 (第51-2図 第37表)

A類杯1点、饗形土器2点の実測。何れも床面からの出土である。出土遺物は少なく、これ

らの他に床面から非ロクロの土師器蜜体部片若干、黄橙色軟質のB類片が1点みられる程度。

また、堆積土上層からは、推定口径7cm大、脚径3cmほどの猪口が出土している。これは有田

系統の産と思われる磁器で明治時代のものと推測される。 (図はOPにあり)

第5ト2図 42号(NhO6)竪穴住居跡出土遺物
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第37-1表 土不 形 土 器 一 覧

寒 写 

種 別 

切 調 調 
法 癒(m) 

・● 先 

外 

備 考 

測 図 番 

典 番 

離 
密 接 軽 部 

傾 角 度 口 径 底 径 嵩 高 

し" 了テ 号 し 法 位 (a) (b) (d) (00) 

l 172 A 類 ヘ ラ 切 経 調 整 /// 13.5 8.0 4.2 1.7 3.2 50.5 完形品。内外面に少蛙のカーボン付糖。(床面) 

第36-2表 萎 形 土 器 一 覧

実 測 図 番 号 写 典 番 し) 了テ 

種 別 

法∴∴∴∴丑(00) 外 面 調 整 内 面 調 整 

備 考 

口 径 底 径 器∴詩 披相律 口綾部 休 部 口綾部 休 部 

2 173 土師器 (17.4) 9.7 18.8 (17.6) ヨ コ ナデ 刷 毛 目 ヨコナテトラナデ 
i 

木葉底。黒斑あり。頚部(こ洗練入る。(床面) 

3 174 土師器 19.3 9.5 21.2 16-.4 ヨ コ ナチ ヘラケズ1) 刷 毛 日 刷 毛 目 底部外面木口利用のナデ。ロ緑やや内湾。(床面) 

43号(Nj21)竪穴住居跡 (第52図 写真図版27)

(重複 改築) 認められない。

(規模 平面形 方向)東西4.3m、南北3・Om、面積12・4柵の東西に長い長方形である。カ

マド方向軸はN-1970-Eである。

(堆積土)全面もしくは壁ぎわを除いた面には、 1層の暗褐色土、 2層の黒褐色土、 3層の

暗褐色土が主体に堆積し、 l層・ 3層は黒褐色土にシルトが混在するo壁ぎわには流れこみ状

の4層があり、黒褐色土とシルトが混合した暗褐色土である○全般に比較的単純なレンズ状の

堆積を示す。

(壁)垂直に近く立ち上がるが、南壁中央近くでPlに関連する張り出し部分があり、この部

分の壁は大きく外傾する。床面から検出面までの高さは40cm̃50cmを計る。

(床)壁沿いに床面構築の掘り方を認めたが、他は地山シルト面をそのまま利用した固くて

ほぼ平坦な床面である。

(柱穴) 認められない。

(周溝) 認められない。

(カマド)南壁東端に位置し、袖の一部かとみられる地山の削り出しが壁内に入る様相もあ

るが、むしろ、燃焼部は壁外に掘りこまれたとみたいo燃焼部は間口50cm、奥行60cmで火床面

は約10cmほど掘りこんだ上で埋土した上面でかなり焼けた様相を示し、床面とほぼ同レベル

である。燃焼部奥壁から若干立ち上がってくりぬきの煙道が認められ、煙出し部も含め約90cm

の長さと、 20cmの径を計る。

(その他の施設)貯蔵穴様ピットとしてPlへP4がある。各ピットの径と深さは、P1 50cmX

60cmの20cm P2 60cmX80cmの8cm P3 50cmX70cmの20cm P4 60cmX70cmの20cmでPl

はほぼ中央に、 P,とP3は南壁沿いに位置し、 Plの南半が壁外に張り出し、 P4が壁下半の奥へ

- 172
-



Sしこ131.80m

A- 1 

B C-D 
原色土シルト肌合 瞳少の鍵土湿、ンルト能含む 

2 7.§YR,1 瓜 樽 色 

3 7.らYR雰∴鱒)∴色 ルトI鴫色土 

4● ルト原色土 場合 

4b 

5 ルト凧色」 

6 10YR雰 

Pl ‡義士 

7 

8 10YR名で∴鱒b∴∴色.∴∴」 

9 

10 10YR,(l観∴∴色 土 

l) 10YRX∴持す∴空し∴土 

12 

13 10YR少( 貫∴鳩∴色 土 

P● ‡重土 
14 押’続くこ闘い 

I5 

16 

E- l F 7.らYRX’書も∴∴色 土 

2 やねらかい II 

3 

4 1層とⅢ偶 

1 職工章と含む 

2き 7.5YRX 復 色 土 一〇ト tl工 

2b 八〇ト11」 

2c ルト償」 
3種 

3b 

3ぐ 

4 

5 7.!YR労音 I購 調∴色 土 

6 

7 

8 

9 7.5YR労 鴨 場 色 土 脆性′)I)固く しまる 

K-」 M-N 

l 鍵土 償少量含む 
2 7.5YR井 部 樽 色 土 

3 7.5YR,1Iれ∴∴色 土 

4 

5 

第52- I図 43号(Nj2I)竪穴住居跡

掘りこんでいる。 PlとP2では廃棄後壁土し、上面を貼って床面としている。

出入り口的施設と想定されるものにPlがある。すなわち、 Plの壁土は、シルトまたは黒褐色

土とシルトの混土を主体に互層状に埋められ、非常に固くしまっており上面が貼られており、

壁の上端から床面にゆるかなスロープ状を呈することなど、貯蔵穴を出入り口に転用したか、

当初からそのような用途をもつ施設であった可能性も想定されるが現状では断定はできない。
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第52-2図 43号(Nj2i) ・ 44号(Ob30). 45号(Oc27)竪穴住居跡出土遺物
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炉様施設として、床面北半の中央よりやや西寄りに位置し、焼土の中央に立石をもつ施設が

あるo径100cmX130cmほどの範囲で床面を若干掘りくぼめ、 10cm̃15cmほどの壁土をし立石を

施設しており、立石の周囲に50cmX60cmの範囲で5cmほどの厚さの焼土が広がる。焼土上面は

床面より10cmほど高い。なお、石囲い等は認められない。

出土遺物 (第52- 2図)

土器類は、叩目を有す土師器璽片が若干ある程度。図示したのは両輝石安山岩を素材とする

石製品3点である。同1は3面に使用痕のある砥石である。三角形を呈す断面の各角には、鋭

利な鉄製品の刃部を研磨したと思われる痕跡が残る。 No3は肌lの小型品とも思えるが、平坦

面を使用した形跡は特に観察されない。単なる自然石かもしれないが、同1と同じ材質でしか

も断面が三角形を呈すことから、類似の遺物として掲示したものである。博.2は、陽物石製品

の類いと思われる。

仙号(Ob30)竪穴住居跡 (第52-2 ・ 53図 写真図版27・68)

(重複 改築) 認められない。

(規模 平面形 方向)東西1.8m、南北4.4m、面積6.72証で南北に細長い長方形を呈する。

カマド方向軸はN-800-Wである。

(堆積土) 二層に大別される。すなわち、 1層の黒褐色土と2層の黒色土であり、後者に炭

を多量に含む。堆積状況は東壁と西壁側から中央に流れこむ様相をもつ。南半は撹乱のため本

来の堆積土は不明であるとともに、南端では現代の水路の影響でグライ化層がみられる。

(壁) 東壁の南半と南壁は撹乱でほとんど破壊されており、床面でその範囲を確認できた。

遺存部分の壁は、やや外傾する立ち上がりで、検出面までの高さは約20cmである。

(床) 南半が若干低くなるが、面的には著しい凹凸はない地山を利用した床面である。北半

東壁沿いに細い材の炭化物の広がりが認められたが、火熱による赤変面はない。

(柱穴) 認められない。

(周溝) 認められない。

(カマド) 西壁中央に位置し、燃焼部の奥壁が堂外に張り出しているが、煙道、煙出しは認

られなく、遺存状況が悪く全体構造は明瞭でない。

(その他の施設) 認められない。

出土遺物 (第52- 2図)

杯形土器3点、饗形土器2点、鉄製品1点、計6点の実測である。ただし、胸2は遺構検出

段階にあって本竪穴住居跡のやや北側から発見されたもので本来的な共伴を意味するもので

はない。
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O 1 2m

Sし二131.80m

lo 10Y虹彩∴∴打出紅色上∴塊士、l芙着二子 

1b II ′′ I′ 摸合も 

2a 10Y即.7/1 黒 色,上 様多弓 雑士i十手含む 

2b 10YR夕子 ′I ′′ 枚一上、侯弟子、シルト混入 

2c 10Y則.7/1 ′′ ′′ 債多量、雑一上プロ ′ク含む 

⑦村民部こよる枇乱

1(宣 10Y部イ∴∴順∴色 士 僕、娘士含む 

1b 10YR】 /1
II II り II 

1c II II II 

2 5YRタイ !薄 色臆 l 規士.I黒色.二l 混合 I犬舎 

3 了.5YR \∴色 ! シ′しト甲 自居合 侯多 規: 含む 

.1 2.5YR% Iポイ的色臆l 規上 様含乙・、I高石 

5 7.5YRクを l的色.」 

第53図 44号(Ob30)竪穴住居跡

饗の博4はロクロ成形。推定口径16.1cm。内面にはカキ目痕が残る。外面の凹凸はあまり目

立たず、僅かにロクロナデ痕がみられる。 No5は堆積土中からの出土。ロクロ成形であるが内

面の作りはかなり雑であり、輪積痕上にへラに依るナデツケがあるが、凹凸を消しきれないで

いる。外面の体部には横位の叩目があり、その上にへラ削りが加えられる。反転復元に依る計

測では口径が21.Ocm位に推測される。

鉄製品は賄6の1点。全長13.7cm。錆の付着は比較的少ないが一方の端部が欠失している。

角釘と推察される。床面出土である。

他に破片として、堆積土中から土師器木葉底部片、ロクロと非ロクロの土師器体部片等が出

土している。非ロクロ片は、外面に刷毛目かへラ削りのものが大半である。また、最上層には

近世の陶磁器細片がみられる。
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45号(Oc27)竪穴住居跡 (第52-2、 54図 写真図版28)

(重複 改築) カマド廃棄後に炉が構築されたものとみられる。

(規模 平面形 方向) 東西3.1m、南北5.3m、面積15.60m2の南北に長くややゆがんだ長

方形である。カマド方向軸はN-97○○Eである。

(堆積土) 削平が著しく、わずかに遺存する堆積土は黒色土に炭極少と焼土を含む1層と黒

色土に多量の炭を含む2層を主体とする。

(壁) 削平のためほとんど遺存せず南壁で痕跡を残すのみで、検出面まで10cmほどの高さで

ある。

12

.巾 A

1 隊竃少:義士年寄 

乙 IOYR舛∴∴n一一一・ 

3 =魅と類i鼠 

4 10Y私費∴重し 調I色.土 職工、廉を倉o 

S 

6 義士 虞を含む 

7 置 場 亀 子! 

8 義士 SSと績鎮 

9 

IO {椅I二〇億 

ll 

)Z 

O l 2m

Sしこ131.80m

第54図 45号(○○27)竪穴住居跡
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(床)削平のため遺構検出面が床面という状況である。北半で掘り方をみるが、南半は地山

面利用の床で、全般に平坦である。

(柱穴) 認められない。

(周溝) 認められない。

(カマド)東壁北半の中央に位置する。削平のため全貌は明瞭でないが、燃焼部掘り方と煙

道の痕跡が認められた。なお、焼土の堆積状況から、後述する炉様の施設より古いと推察される。

(その他の施設) 北半の中央でカマドの西側に、炉様の施設が認められる。径約50cmで南開

きの馬蹄形の掘りこみの中央に立石が認められ、馬蹄形面は黄褐色シルト質土を貼って構築し

たもので立石を中心に焼土の広がりをもつが、石周辺は強く焼けた焼土である。カマド使用

時の焼土が、本施設使用時の焼上下で認められることからカマドより新しく構築されたものと

推察できる。

出土遺物 (第52- 2図)

出土遺物は少なく、図示したのは臨lの土師器聾とNo.2の鉄製品のみである。肌lは中央焼

土内からの出土で、反転復元に依る実測である。叩目を有する非ロクロ成形の聾である。口綾

部は歪み、内面には巻上げの痕跡をそのまま残している。部分的にはへラ先で巻き上げの接着

面を横方向にナデツケしているが、かなり雑で器肉の厚さが一定しない。外面の頸部近くにあっ

ては縦位の叩目があり、更に横位のそれが重なる。従って部分的に格子目を呈している。下方

は、へラ削りで器面調整をしたと思われるが、単位は確定しない。

No.2の鉄製品は住居跡内ピットからの出土。最大幅3.7×3.Ocm大の板状三角形を呈すが、器

種は不明。

その他破片としては、床面中央焼土内より、刷毛目調整を主とした土師器蛮片、横位の叩目

を有す土師器片等が散見される。なお、杯形土器類は、各類共出土していない。

46号-1 (Oi33-1) ・46号-2 (Oi33-2)竪穴住居跡

(第55図 第38表 写真図版28・29・68)

(重複 改築) 46号-1竪穴住居跡としたものを拡張し46号-2竪穴住居跡としており、本

来同一住居跡となすべきものであり」指して記述する。

(規模 平面形 方向) 46号-1住は、東西4.7m、南北5.7m、面積24.3宙、南北に長い長方

形を呈し、カマド方向軸はN-1900-Eである。ただし、後述するように拡張以前にカマドを移

築した可能性もあり、その場合の新規カマド方向軸は、 46号-2住と同じになる。

46号-2住は、東西6.3m、南北7.1m、面積41.89宙、東壁がやや外にふくらむ歪んだ長方形

であり、カマド方向軸はN-107。-Eである。
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(堆積土)黒褐色土を主体とする堆積土で混入物による差異は認められないがほぼ類似す

る。その中で南東寄りに堆積する4層は全般に焼土粒を含み、カマド周辺の堆積土の特徴を

もつ、壁ぎわに流入する6層は黄褐色シルトブロックを混在する。 1層へ6層は人為性はみら

れず自然堆積土であるが、 8層へ11層は、拡張の46号-2任期の貼り床土の可能性がある。 8

層はシルトが混り若干固さをもつものの顕著な人為性を認めないが、 9層のシルトと10層、 11

層を包括し、 46号-1住の床面と拡張面との段差を埋めた貼り土と推察される。

多量に検出した炉壁片の分布は、東壁南端寄りに位置する博2カマド本体付近に最も密集し、

そこから北西方向に3・5mへ4m 、幅0・8mへ1・中の帯状の範囲に分布するが、これを包含す

る層は、詳細な記録がなく明らかにできないが、炉壁片分布範囲の一部が1。層の焼土ブロック

と炉壁片を含む黒褐色土が相当すると推察されるし、この分布範囲には焼土と灰の散在が確認

されている。炉壁片の検出はレベル的にみて、一部は検出面上で確認でき、検出面下約10cmの

幅の中に大半の上面レベルが包括され、深いもので20cm下が若干あり、それがカマド本体付近

密集部分の北および南側に分布する炉壁片である。

(壁)垂直に近い立い上がりで検出面までの壁高は高い部分で30cm内外、 46号-2住拡張

部では10cm-20cmを計る。拡張部の壁は46号- 2住の北壁および西壁と平行せず、東壁の大半

は共通するが拡張部は西に屈折する○すなわち、46号- 1住プランの南北方向に対し、46号-2

住プランの南北方向はやや西に傾く状況を呈する。

(床) 46号-1住では全体に掘り方をもち、黒色土とシルトの混合土を用いほぼ平坦な床面

を構築しているが、 46号-2住は、拡張部の大半は地山シルトをそのまま床面とし、北東隅お

よび北西隅に浅い掘り方を認めた。46号- 1住床面と拡張床面とには約10cmの段差を認めるが、

北壁東半部では小さくなりほとんど感じられない。段差の大きな部分、つまり、 46号-1住プ

ランの西半相当には、東に低くなる状況に斜めに貼り土をし段差を埋めたと推察され、したがっ

て、 46号-2住の床は、拡張部の大半は地山シルト、 46号-1住と共通する部分西半では貼り

床、東半は旧住居跡の床面と一部に後述する粘土の貼り土を用い、西側から東側に低く傾斜す

るが面的には凹凸のない床であったものと推察する。

しかし、貼り土とした断面A-B・ C-Dの9層へ11層はともかく、 8層は人為性が顕著で

なく,調査時に面的に観察しなかった不備もあって、貼り土として断定する積極的要素を若干

欠くが、層の入り方と他の堆積土よりシルトを混入し固さを認めることから、前述のような状

況を推察したが、本来段差が存在したものであったことも完全に否定し得ない。

一方、 46号鵜1住の束半床面に部分的に焼土混りの固い灰白色粘土が認められ、塊状ではな

く5cm内外の厚さで広がりをもつもので46号-2住の貼り土の可能性もあるが断定できない。

(柱穴) PlへP22の柱穴状ピットを検出した。 46号-1住に伴なうものは、位置と状況から
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第55- I図 46号-2(OI33-2)竪穴住居跡炉片分布平面図

次の各ピットと推察される。すなわち、 P,。・P,2・Pl。・P2O・Pl。・P15・P16・P22・P17.

P2.で、 P,。.P12・Pl。・P2。は、それぞれ北壁と南壁の中点近くに位置し、 P10とP12・P19と

P2。が隣接しその間0.7mと0.8mを計り、 P,。とP,。. P12とP20が対になって、 5.7mと5.9m

の間を計り住居跡北壁中点から南壁中点へと南北軸に平行する。この4本の柱穴は内側に傾き

P,2とP2。は特に顕著である。

Pl,̃P.。.P22の相関も考えられるが明確でない。すなわち、 P,。とP22は後述する間仕切り

様の溝と関連した囲い的施設等である。なお、 P14とP22は3m、 P14-P15-P16は0.8m-0.85

m、 P.。から間仕切り様溝上端まで0.85mの間を計り、 4点を結ぶとほぼ正方形に近い。 P17と

P21はカマド施設張り出し部の両隅に位置し対状をなし、カマド施設部と関連するものと推察

される。

46号-2住に伴なう柱穴はP,へP。、 P。が明瞭である。 P,・ P3は住居跡平面の対角線上に

乗り、 P。・ P。は若干東にずれる。各壁上端からの測定値は、 Plで南壁から2m西壁からl.8

m、 P2 西壁から1.5m北壁から1.6m、 P3 北壁からl.65m東壁から1.8m、 P。東壁から

1.45m南壁から2.8mを計り、 P,-P2-P3-P。-Pl間は、 3.3m-2.9m-3.3m-3.05mを

計る。
’

P,・P8は北壁に接し相互の間は2m、これにほぼ平行し46号- 1住北壁上端にP9-P11があ

り、 1.8mの問を計る。 P,・P。.P8・P。は対状になり、それぞれ1m、 1.2mの間をもつ。
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これら4本の東西方向は、 P,へP。の東西方向とほぼ平行になる。また、検出柱穴の中では最も

柱痕を明瞭に残している。

P,8は、いずれの住居跡に伴なうか不明であるが、 P,7とP,9と相関させたとき、

P,,-P,8-P,。の間が、各1.45mとなり柱穴を結ぶ延長線が拡張南壁線上にほぼ乗ってくるこ

とから、拡張時の南壁関連も推察され、とするならP17・P,9は重複した使用も考えられるが確

証なく断定できない。

(周溝) 46号-2住の拡張部分北半にのみ認められ、幅、深さとも15cm内外である。

(カマド)肌lカマドは商壁東端を若干外へ角状に張り出させ施設したものと推察されるが、

現状は煙道と煙出しのみ遺存する。煙道は幅25cm、深さ10cm内外の溝状で長さ80cmあり先端に

楕円状の煙出しをもつ、煙出し底面は煙道より15cm落ちる。このカマドは、遺存状況から‰2

カマドより古く46号一l住に伴うものである。

No2カマドは東壁南端に位置し、二枚の火床面を認めるものである。すなわち、断面D-D’

の15層はカマド構築掘り方埴土で、その上に敷かれたシルトの焼土化が14。層の瓦礫状および

14。層の焼土層で1次の火床面であり、 1次火床面上に白灰粘土とシルトを敷き2次火床面とし

ており、火熱のため赤褐色化した白灰粘土が13層、シルトは12。層、 12。層で特に12。層は瓦礫状

を呈する。

2次火床面構築に当って全面改築したものか否かは明瞭に把握できない。現存の袖は粘土と

シルトを主体に用い内から外へ貼りつけており、右側壁には石を、左側壁には炉壁片の転用と

石を使用している。 2次火床面は間口60cm、奥行100cm内外あり、右側壁寄りに支脚使用の伏せ

た蜜がある。煙道は火床から緩傾斜で先端に高くなる幅25cm、深さ15cmへ20cmで110cmの長さ

をもつ溝状で先端での煙出しとの区別はない。

なお、側壁転用の炉壁は燃焼部にも破片を多量に検出し、カマドを基点に北西方向に何らか

の作用で押し流された様相を呈することから、燃焼部の上部にも転用した可能性もある。

肌2カマドはNolカマドより新規で、 46号-2住に伴なうものとみるが、 1次火床期につい

ては拡張前の46号- 1任期にNolカマドから移築されたとする可能性は否定できない。

(その他の施設) 46号- 1住に伴ない間仕切り様の溝を検出。北壁に平行し幅15cmへ20c鵬、

深さ5cm内外で長さ3mあり、北壁から溝南側の上端まで約l.2mある。明確な性格は不明であ

るが、前述のPl。・ P22柱穴等との相関があり得るならば間仕切りとも推察できる。

P23へP32のピットは、拡張床面に所在するP3,. P32と施設順において柱穴P。より新しい

P2。は、 46号-2住に属するが、他のピットについては、検出面の把握が不備であったこと、共

通の床面の可能性とから、いずれの住居跡に属するか判然とし得なく遺憾である。

ただ、拡張部分のピットを除き、堆積土に焼土をもつものが多く、特にP2。・ P27・ P2。は量
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的に多い。 P27は上面を貼っておりP23とP2。も可能性が強く人為的埋土の可能性があり、他

にP2。も-気に焼土を埋めたものとみられる。また、P2。は底をシルトで貼っており特徴的である。

形態的には、隣接するP27とP2。が口径に対し底径が広く袋状を呈し、 P23は円筒状に近い。

他は半円もしくは皿状である。これらピットの性格は特定できないが貯蔵穴他の用途が想定さ

れ、炉壁と直接関連づけられるピットはない。

出土遺物・46-2号住 (第55-3 ・ 5図蝿l ・12・32)

出土遺物は、第46号-1 (Oi33-1)住の方に集中しており、本遺構からの出土はA類(賄l)、

須恵器蓋(賄12)、砥石(M.32)の3点を図示しているだけである。他に破片として、刷毛目と

へラ削りを中心とする土師器体部片とロクロ成形細片が若干みられる程度である。

Nolは床面出土。口径13.8cm、底径6.8cm、器高4.4cm、へラ切無調整の杯。 No12は堆積土中

からの出土。暗灰黄色を呈す硬質な蓋である。口径11.2cm。 Nol ・12共第46-1号住の壁近く

に存在していた。 No32は床面出土の砥石。素材は石質細粒凝灰岩。 4面に使用痕があるが、多

く使われたのは1面である。

出土遺物・46-1号住 (第55-3 ・ 4 ・ 5図 第38表)

出土遺物は多く、その大半が所期のカマド近くに集中している。住居跡内堆積土上面は46号

-2 (Oi33-2)住の床面レベルと同位であるが、以下の各層にも遺物は混入する。特に新期カ

マド周辺にあっては、少なくとも3段に渡る分布が確認される。

第50-2 ・ 4図中の肌2 ・ 12・32は既述の46号-2住のものであるが、他は本遺構出土であ

る。杯形土器14点、璽形土器10点、須恵器拓影図1点、土錘1点、鉄製品2点、砥石2点の他、

第50-4図に示した遺物がある。

杯形土器はA'.B.C各類がセットして出土する。 A類9点、 B類3点、 C類2点の内訳で

あり、 A類は概して体部が直線的に起上る例が多い。一方のB ・ C類は体部或るいは底部付近

でやや膨らみを持つのが普通であるが、口緑付近は外反乃至は外傾と一定しない。

蛮形土器は土師器10点と須恵器拓影図1点を図示している。 No17・ 20・23・ 25・ 26は所期カ

マド周辺からの出土でいるが、この他には体部に×印を有す土師器片も1点みられる。また、

底部外面仕上げの特異な例としては、 No25・26の2点が挙げられよう。賄25は刷毛目、肌26は

木葉痕上にへラ削りが加えられる。

鉄製品は4点の出土であるが図示したのは2点、何れも器種不明である。各々についての法

墨筆は38-3表の通りである。

砥石は。 31 ・ 33の2点である。 No31は緑色凝灰岩、賄33は斜長石流紋岩を素材とする。前者

は側面が台形状を呈し3面が使用されている。また後者は歪みのある四角柱で、 4面が使用さ

れている。何れも床面出土である。
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肌34は覇の羽口片である。推定内径4.5cm以上の大型であり、一方の端部表面に溶鉄津が多量

に付着している。住居跡内の堆積土上面からの出土であるが、 46号-2住の床面レベルにほぼ

第38-1表 杯 形 土 器 一 覧

実 測 図 番 

写 興 奮 

種 別 

切 維 

調 整 披 調 整 部 

法∴∴∴亜(帥) 

・● 先 外 傾 角 備 考 
′叉 

●

′叉 
回

で「 

巧’ 号 し 法 位 口像 (a) ● (b) 巷間 (d) 度 (∂○) 

2 176 A 類 ヘ ラ 切 無 調 整 / 13.0 8.2 4.4 1.6 3.0 58.5 B類的色調(7.5YRブイにぷい極)(床面) 

3 177 A 類 ヘ ラ 切 寮 調 整 // 13.6 7.2 3.9 1.9 3.5 50.5 (堆禎土) 

4 178 B 頬 ヘ ラ 切 手持へラ削り 
休部下端 

ー底部 
13.2 7.4 4.9 l.8 2.7 58.5 硬貨。(堆積土) 

5 B 類 ヘ ラ 切 無 調 整 / (12.8) 8,0 4.2 1.6 3.0 59 磨滅。(堆親士) 

6 A 類 ヘ ラ 切 無 調∴盤 / (13.8) 6.4 3.6 2.2 3.8 44 底部に軽いナデ。(堆積土) 

7 A 頬 ヘ ラ 切 無 調 整 (13.8) (7,6) 3,4 1.8 4.1 48 筋力マド左袖左十筋力マド付近堆舐土) 

8 179 A 類 ヘ ラ 切 褒 詞∴整 / (14,8) 8.4 3.8 1.8 3.9 50 (斬カマド) 

9 A 類 ヘ ラ 切 無 調 整 / (13.8) 7.6 4.6 L8 3.0 55.5 (堆積土) 

10 A 類 ヘ ラ 切 無 調 整 / (14.4) (8.6) 4.0 L7 3.6 52.5 (堆積土) 

11 B 類 磨 滅 
ー 

(13,8) (7.6) 3.8 1,8 3.6 50 (斬カマド左納内) 

13 A 類 ヘ ラ 切 無 調 整 / (14.2) (8.2) 3.8 1.7 3.7 52 (堆積土) 

14 C 類 磨 滅 回転へラ削り 休部下端 (13.8) (8.4) 4.4 1,6 3,1 57.5 (堆闘士) 

15 C 頼 回転糸切 回錨へラ削り 底部外周 (15.0) 8.4 3,8 l.8 3.9 5L5 磨滅のため休部調整不明。(堆頼土) 

16 A 頼 ヘ ラ 切 無 調 整 / (14.8) (8.2) 3.8 L8 3.9 50 (堆積士) 

第38-2表 菱 形 土 器 一 覧

実 測 図 番 方 写 典 番 方 

・

● 

法∴∴∴∴址(cm) 外 面 調 整 内 面 調 整 

備 考 

口 径 底 径 嵩 高 最知維 口綾部 休 部 口緑部 俸∴帥 

17 土師器 (22.3) 
ー ー ー 

ヨ コ ナデ ヘラケズI) ヨ コナデ ヘラケズリ 井口グロ。肩部石段。反転復元。(カマド‰2十床面 

18 土師器 (22.3) 
ー - ー ログロナデ 

木口利用 のナデ 
ロクロナデ ヘ ラ ナデ 反転復元。外面刷毛目標。(掘り方埋土中) 

19 土師蓄 (20.1) ー ー ー ログロナデ 
横位の叩目 +へラケズIl 

ログロナチ ヘ ラ ナデ 反転復元。(堆積土) 

20 土師嵩 (20.1) ー ー ー ログロナデ ログロナチ ログロナチ ログロナデ 反転復元。朱塗あるか?(ガマド‰2十床面) 

21 土師器 (22.9) 
ー ー ー ログロナデ ログロナデ ロタロナデ ログロナデ 反転復元。一部黒変あり。(粗細事出土) 

22 土師嵩 (22.0) 
ー ー ー ログロナチ ログロナチ ログロナチ ロタロナチ 反転復元。(ピソトNo4堆積土) 

23 180 土師器 14.8 7.3 13,3 13.7 ログロナデ ヘラケズIノ ロクロナデ ログロナデ 
底面へラケズIノ。休部下端ケズリ部分器肉 薄い。(カマドNo2焼土中) 

24 土師器 21.0 
ー ー ー ログロナデ 

叩目十 へラケズリ 
ログロナデ カキ目十ナチ (推瀬上) 

25 土師器 ー 
8.4 

ー ー ー 刷 毛 目 
ー 

ヘ ラ 非ログロ。‡鍋み。底部外面(こも刷毛目。 

のナデツケ (カマドNo2) 

26 土師誌 ー 
8.5 

ー ー ー ヘラケズII ー 木口利用 井口クロ。底部外面木葉痕上にへラケズリ。 
の ナ デ (カマド‰2) 

27 須恵嵩 拓影図。外面平行ロ帽。内面押圧痕あり。 
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第38-3表 鉄 製 品 一 覧

実 測 図 番 号 写 典 番 。 アナ 種 別 残 存 部 位 過 存 状 態 

波 並 

断 面 形 

備 考 

長さ(同山 幅 (cm) 厚さ(n巾 重さ(9) 

29 不 明 破 片 ? 不 良 77.50 9.50 1l.0 11.90 筋∴円 形 枠状。 

30 針 状 端∴部 片 やや不良 48.50 6.0 5.80 4.60 方 形 (堆積土) 

不 明 破 片 やや不良 28.70 
ー ー 

0.90 方 形 細い枠状片。(堆積土) 

不 明 破 片 不 良 
ー - ー 

計 21.0 

ー 醤細不明。(堆積土) 

同位である。

皿35以下は、炉壁の一部と思われる。個体数は確定しないが、図示したものの他にも多量の

破片が出土している。カマドの袖部に比較的大き目の破片が備えつけられたようにあったり、

カマド燃焼部を中心とした範囲に散在していたものである。層位的には本遺構の堆積土上面に

当たるが、この場合も46号-2住の床面レベルにほぼ近い。また、量的には少ないが鉄津も同

位に存在する。 「製鉄遺構」に関わる遺物であろうが、ここでは特に触れない。各々についての

様子は、賄35の断面図に示した様に、内側ガラス質の溶鉄津が付着しており、外側に向かって

漸移的に粘土質部分が多くなる。外壁部分は明橙色或るいは赤褐色を呈し、スサが入っている。

この部分は火熱の影響をあまり受けない部分である。また溶銑澤部分の表面には、部分的に突

き刺さったような感じで木炭らしさ痕跡がみられる場合もある。なお、肌35は上方に行くに従

い口が狭くなるようであり、肌36が炉の先端部となる可能性が考えられる。

また、 M.43は溶銑津の付着する面が他の遺物と異なり、反り方向が逆になっている。従って、

円形のプランを呈す部分とハート形を呈す部分とがあったことを示唆する。

47号(Pd15)竪穴住居跡 (第56図 第39表 写真図版29・30・68・69)

(重複 改築) 認められない。

(規模 平面形 方向)東西2.9m、南北2.8m、面積3.4m2のほぼ正方形の平面形をもち、カ

マド方向軸はN-109。-Eである。

(堆積土) 二大別できる。すなわち、 1層から3層は黒褐色土からなり、 4層・ 5層は黒色

土とシルトの混合する黒褐色土となる。前者ではl層を除き、シルト、焼土、炭が混入し、特

に、 2a層では多量の炭が認められた。後者も前者同様の混入物をみるが、竪穴住居跡東半に東

壁から流れこむ様に堆積する5層では、焼土、炭、シルトの混入が極めて多量である。

(壁) 南壁でやや外傾するが、他は垂直に近い立ち上がりを呈し、検出面までの壁高は35cm

へ40cmである。

(床) 地山をそのまま利用するほぼ平坦な床面である。床面には炭が非常に多く検出されて
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l 乙● 

10Y鼠絡 I葛l●色土 

2b IOY種名∴∴∴賀∴録 乙〇着より/Iしト タ 

2` 

3 

●● )しトつ器色」 

●b loY尺舛 ル ル ルトI私色」 

l` ′しト意e」 .1鴬ぐト 

ゝ● lししき色」 

らb @)▲ 10YR書く∴∴∴録∴機 能i書くこよるi検出し 

ンルト鳥色」 

第56-I図 47号(PdI5)竪穴住居跡

おり、北東隅では茅状植物の炭化物が床面より若干浮いて認められ、状況から推測して床面敷

設用の材より、上部材の落下したものと考えられる○なお、床面上での焼土は認められない。

(柱穴)南壁の西半中央近くに柱穴状ピットがある○上端から一部を削りこんで壁に密着し、

径20cmの円形で深さ17c皿であるo他にピットは確認されず柱穴としての確証はない。

(周溝) 認められない。

(カマド)東壁の南端に位置し、カマド構築の掘り方等は認められず、燃焼部は壁外に半円

状に張り出し火床面は間口35cm、奥行30cmであるo煙道は火床面から約20cm上がった燃焼部奥

壁から、径10cmへ20cmのくりぬきで約60cmのび先端が楕円状の煙出しとなる。

燃焼部、煙道部とも火熱の痕跡がみられず、遺物も検出されない。ただ、煙道の堆積土には

若干の炭と焼土粒が混入している。

(その他の施設) 認められない。

(小結)床面に炭化物が多量に検出されたことが顕著な特徴で北東隅の茅状の炭化物の状

況、堆積土中に炭と焼土を含み、特に、 5層に多いこと等を総合するとき、焼失家屋である可
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第56-2図 47号(Pd15)竪穴住居跡出土遺物
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能性も推察される。

出土遺物 (第56-2図 第39表)

蹄形土器8点、整形土器5点、鉄製品1点、羽口片2点の計16点の実測。他に堆積土内より、

ロクロ・非ロクロ成形土師器聾片、 A・ B ・ C各類片等が出土している。聾は大・小の両様が

みられ、非ロクロ片は刷毛目十へラ削り調整が多く、ロクロ成形片の多くは外面にへラ刷りが

施される。 A類片中にはへラ切片が2点あり、休部片と共に硬質のもので占められる。

図示した杯形土器中で回転糸切痕を有すのはA類に限られており、しかも再調整はみられな

い。また、特に肌4については、底部外面に「本」の墨書が記されている。他のB・C類とさ

れた5点は外面に何らかの再調整を有しており、切離しはへラ切または不明である。 No2の底

部外面には、刻字らしさものがみられ、 「甲」と読める。

聾形土器は相対的に非ロクロ成形のものが多い。また、球胴を呈する器形が目立つようであ

る。 NolO・ 13を除き、他は反転復元に依る実測である。

鉄製品M.14は、最長部12cm残存の鉄錬。堆積土内からの出土で、断面は方形に近い。

第39-1表 杯 形 土 器 一 覧

案 写 

種 別 

切 調 調 
法 亜(m) 

・I 先 

外 

備 考 
測 図 番 

英 番 

離 
整 接 整 部 

傾 角 店 口’ス 虞’ス 巻
舌 

I二つ フナ 7テ し 法 位 像 (a) 蜃性 (b) 「亘I (d) 叉 β○) 

上 181 B 類 ヘ ラ 切 回伝へラ削り 
休部下端 

ー底部 11.1 6.0 4.5 1.9 2.5 55 底部調整は外周のみ。(堆禎土) 

2 182 B 頬 へ ラ 切 回伝へラ削り 
体部下璃 

ー底部 
12,8 8.0 3.8 1.6 3.4 58 

底部調緩外周のみ。底部外面に刻字(?)「甲」有。 (床面士) 

3 B 類 
調鰹のた め不明 

手持へラ削り 
休部下端 

ー底部 
14.7 8.6 5.6 1.7 2.6 58,5 外面に多址のカーテン付着。(床面) 

4 A 類 回転糸切 無 調 整 / (12.8) 6.6 3.7 1.9 3.5 50.5 底部外面に迅雷「本」(床面) 

5 A 類 回転糸切 無∴調∴盤 / (12.6) (7.6) 4.1 L7 3.1 58 (惟謙土) 

6 183 C 類 ヘ ラ 切 手持へラ削り 
体部下瑠 

ー底部 (14.6) 7.8 4.3 1,9 3.4 51 (堆積土) 

7 C 類 
調整のた め不明 

回伝へラ削り 
休部下端 

ー底部 (13.0) (6.2) 4.1 2.1 3.2 50 

8 A 類 回転糸切 無∴調∴整 / - 6.4 
- 

底部片。切緩しを2度試みた痕跡あり。 

第39-2表 雲 形 土 器 一 覧

実 測 図 番 号 写 典 番 フナ 

種 別 

法∴∴∴∴拡(cm) 外 面 調 整 内 面 調 整 

備 考 

口 径 底 径 嵩 高 観相推 ロ綾部 休 部 口綾部 休 部 

9 土師器 ー ー ー ー 
ヨ コナデ 刷 毛 目 ヨ コ ナデ ヘラ ナチ 反転復元。捌同形。口唇部久夫。(堆積土) 

10 土師嵩 ー 
9.0 

ー ー ー ヘラケズリ ー ヘラ ナデ 体‾棚一底部片。底部外面へラ先に依るナデ。 

11 土師嵩 (1l.0) 
ー ー 

(12.1) ログロナデ ログロナデ ログロナデ ログロナチ 反転復元。(堆積土) 

12 土師嵩 (19.0) 
ー ー ー 

ヨ コ ナデ ヘ ラ ナデ ヨ コ ナデ ヘ ラ ナデ 非ログロ。給紙み。(堆積土) 

13 184 土師巻 13.4 5.8 14,9 16.5 ヨ コ ナデ ヘラケズリ ヨ コナデ ヘ ラ ナデ 底部外面へラケズリ。嵩肉薄手。(床面) 
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これらの他に、床面から羽口の破片が出土している。 No15は一方の端に溶鉄津が付着してい

る小片である。 No16は、約兆が49号(Pf18)竪穴住居跡出土の破片であり、残る部分は本道構

内出土片である。一方の端部外面には溶鉄津が付着しており、内径が4cm以上もある。

また、植物遺体としては、東壁付近より茅が出土している。一定の方向性を持って堆積して

おり、屋根材に関わるものかもしれないが、断定はできない。

48号(Pe33)竪穴住居跡 (第57図 第40表 写真図版30)

(重複 改築) 10号(Pf33)溝が竪穴住居跡南半を東西に切っているが床面までは達してい

ない。

(規模 平面形 方向)東西3.1m、南北3.4m、面積9.28証の若干南北に長い方形を呈してい

る。カマド方向軸はN-1070-Eである。

(堆積土) 削平が著しく堆積土は比較的薄い遺在であり、焼土、炭、シルト等を含んだ黒褐

色土を主体とする。

l 2● 

7.!Y11打 鼠 色! /Iトト 寄l二 

2b 

2ぐ 

3 7、らY議鶴“ 音調音 色,l 一章音しく購′レ 

4 

5 

6 
/ルトl比人 

7 /Iしト種子 

8 農I青重工 

Sし二132.00m

l 徽章1これI二 

2 !青書書 

3 l章i ●∴∴∴∴/Iしトふ:し 

4 農工 

5 す,iYR労i蘭,●色 l置1 .農小高(良人 

6 7 7.!YR巧)mI●音色,1 7.らY乱打∴∴∴〃∴〃 

第57-I図 48号(Pe33)竪穴住居跡
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(壁) 削平のため遺存は良好ではない。床面から検出面までの高さは5cm̃10cmである。

(床) 全面掘り方があり、その掘り方底面は壁沿いで凹凸を認めるが、他は著しい凹凸がな

く、他例に比較して特徴的である。床構築土はシルトと黒色土の泥土を用い、床面はほぼ平坦

である。

(柱穴) 認められない。

(周溝)北半壁沿いに認められ、北壁東端寄りと西端寄りに一部切れる部分がある。幅10cm、

深さ10cm内外を計る。

(カマド) 東壁中央に位置する。掘り方をもつ構築法で、燃焼部は間口50cm、奥行50cmほど

で火床面は若干のくぼみをもち、中央には支脚石が認められた。左袖と10号溝に破壊され一部

のみ遺存する右袖があり、シルトと黒色土の泥土を用い構築している。煙道は燃焼部火床から

若干上がり、幅20cmへ40cmの深さ5cmで長さ40cmの先細りの溝状を呈す。煙出し部との区別は

明瞭でない。

(その他の施設) P,へP5の貯蔵穴様ピットを認めるが、用途は必ずしも明確ではない。それ

ぞれの径と深さは、 P, 43cmX53cm、 25cm P2 70cmX72cm、 30cm P3 50cmX52cm、 14cm

P。 50cmX55cm、 13cm P5 47cmX50cm、 20cmを計る。堆積土の主体は、 Pl.P2・P5は黒褐

色土で、 P3とP。は暗赤褐色または極暗褐色の焼土で炭と蛮片を少量含む。

出土遺物 (第57-2図 第40表)

杯形土器1点、雲形土器3点、砥石1点、鉄製品3点、計8点の実測。他に破片としては、

第40-1表 菱 形 土 器 一 覧

実 測 図 番 プチ 

写 英 誌 。 了デ 

種 別 

法 盤(m) 外 面 調 整 内 面 調 整 

備 考 

口 径 底 径 嵩 高 最知推 口綾部 休 部 ロ綾部 体∴部 

2 土師器 ー 
7.8 

ー ー ー 
ロクロナチ 下端へラケズ リ 

ー ログロナデ 回転糸切。手持へラ削り。(床面) 

3 土師器 (18.4) 
ー ー 

(21.4) 

ヨコナデ 十刷毛目 
刷 毛 目 ヨ コナデ ヘラナデ? 非ログロ。反転復元。球胴形。(床面) 

4 土師器 (11,9) (5.5) 10.9 

肩部 (10.3) 

ログロナデ ヘラケズl) ロタロナチ ロクロナデ 反転復元。内面黒変。(堆紙上十ピソト) 

第40-2表 鉄 製 品 一 覧

実 測 図 番 章二章 了テ 写 輿 番 田 了テ 種 別 残 存 部 位 
追 存 状 態 

法 亜 

断 面 形 

備 考 

長さ(血巾 幅 (m巾 厚さ(Ⅲ) 重さ(9) 

6 錫状製品 完 形 品 比較的良好 
長篠〇・32仰 短径…18.10 

10.90 4.50 3.85 長 方 形 楷円形。(床面) 

7 角 釘 完 形 品 比較的良好 25.50 4.50 3.70 0.90 長 方 形 小型。(床面) 

8 鉄 鎖 茎部片? 比較的良好 49.0 
a…7.0 b…10.0 a…4.80 b…10.20 

4.10 

a…長方形 b…円形 
%位を木質が榎う。(床面) 

刀 子 刃の先端部 やや不良 29.80 7.90 7.90 l.10 薄い楔形 (床面) 

不 明 破 片? 不 良 - ー - 
1.90 

- 
棒状。(床面) 
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第57- 2図 48号(Pe33)竪穴住居跡出土遺物

非ロクロの土師器蛮片とB類の底部片があるだけである。

賄lは橙色を呈す胎土の悪いB類。反転復元に依る。住居跡内ピットからの出土であり、体

部下端にへラ削りが施される。底部は欠失しているため切離しは不明である。

聾形土器と鉄製品については40表を参照されたい。なお、鉄製品は床面から5点出土してい

るが、図示したのはそのうちの3点(賄6・7・8)だけである。

胸5は砥石。素材は斜長石流紋岩。カマド袖部北側からの出土。有孔のもので4面が使用さ

れている。携帯用であろう。使用面上の一部に黒褐色の付着物が観察される。

- 196
-



49号(Pf18)竪穴住居跡 (第58図 第41表 写真図版30)

(重複 改築)竪穴住居跡のほぼ中央を10号(Pf33)溝に東西方向に切られている。

(規模 平面形 方向)東西2.8m、南北3.6m、面積8.5m2の非常に歪んだ南北に長い長方形

である。カマド方向軸はN鵜19○○Eである。

(堆積土)二大別できる。黒色土に炭、焼土、シルトブロック等を含む1層、黒色土シルト

の混合土の2層とで堆積土のほぼ全体をしめる。堆積状況は必ずしも整ったものではなく10

号溝等との関連で撹乱もある。

(壁)竪穴住居跡上面がかなり削平されており壁の遺存状況は悪く、南壁束半はほとんど遺

存しない。現況での立ち上がりは大きく外傾していて、特に東壁南半で著しく、本来的なもの

ではなく崩壊によるものと推察される。遺存部での検出面までの壁高は10cmへ15cmである。

(床)主に南半で顕著な掘り方をもち、シルトと黒色土の混合土で床面を構築し、北側では

地山をそのまま利用していて、全般的にほぼ平坦である。

(柱穴) 認められない。

(周溝) 認められない。

④木板等による樅乱

∧-B C-D

I鼠 10YR上イ黒 色 士 娘士、板紙少 

1b II II II シルト“プロ・ノク、焼」∴侯少冊 

2 10YRタを川的色工 男色.士シルト混合 炭少茄 

3 10YRタイ思 色 ユ 

4 10YR夕を思褐色ニ1 思色.士シルト混合 規土龍少 

5 10YRろ召肌 色:l シルト、娘二上混入 

6 10YR杉黒的色:1 黒色二上シルト混合 書見土混入 

7 II II II 黒色士シルト混合 
8 IOYR劣IIII 黒色土シルト混合I木棚袋士 

Sし二132.00cm

第58-I図 49号(PfI8)竪穴住居跡
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(カマド)北壁のほぼ中央に位置し、カマド構築の掘り方は認められず、左袖は黒色土とシ

ルトの攫拝土を用い構築し、中に2ケの石を芯材として認めた。右袖はわずかに残痕がみられ

るのみで燃焼部の一部に焼土をみるが、破壊が著しく全貌は明瞭でない。煙道と煙出しは認

められない。

(その他の施設)カマド西隣りにP,とP2を検出した。 Plは径55cmX67cm、深さ18cm、 P2は

40cmX53cm、深さ2lcmT.堆積土はいずれも黒褐色土を主体に土器片を包含する。両者は重複

し、 P2が新しい。どちらも、貯蔵穴と推察される。

出土遺物 (第58-2図 第41表)

図示した遺物は襲形土器3点と韓の羽口1点である。杯形土器は、 C類の底部片とA類の口

綾部細片が各々1点だけ床面から出土している。他に破片としては、カマド付近に非ロクロの

球胴片(土師器)、床面から木葉底部片・ロクロ成形土師器蜜片が若干出土している。

蛮形土器の3点は何れも床面出土の非ロクロ土師器。完形品は無く、反転復元に依る実測で

ある。 3点共口緑部と頸部一肩部の様相が異なるものである。

肌4は床面出土の羽口片。外面と端部に溶銑澤が付着する。推定外径は7cm強位と思われる。

内側はやや赤熱化した粘土であり、磨滅している。なお、同様の羽口片がもう1点出土してい

るが、 47号(Pd15)住出土の羽口片と接合したため、図版は47号住で載示している。やはり端

華≡≡零≡〇一㌢

三三

0 5 10cm

/,′′く寺
第58- 2図 49号(Pfi8)竪穴住居跡出土遺物
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第41表 菱 形 土 器 一 覧

籠 ′子 写 楽 栴 ‾′喜子 

種 別 
法∴∴∴∴彊(cm) 外 面 調 整 内 面 調 整 

備 考 
口 径 底 径 器∴高 最知推 口縁部 休 部 口綾部 休 部 

1 土師器 (22.0) 
ー ー ー 

曹手早‡ 刷毛ト】十 へラナスリ ヨコナテ. 十刷毛田 幅広の刷毛目 へラケズリの単位不明。(床面) 

2 土師器 (18.0) 
ー ー ー ヨコナデ 刷 毛 目 ヨ コ ナデ ヘ ラナデ 肩部石段。(床面十カマド左側柚) 

3 土師器 (16.0) 
- - - 

ヨ コ ナデ ヘラケズリ ヨ コ ナチ ヘラナデ? 肩部無段。幹頼み。(床面) 

部外面に溶銑津が付着したものである。

50号(Pg33)竪穴住居跡 (第59図 第42表 写真図版31 ・69)

(重複 改築) 認められない。

(規模 平面形 方向)東西2.7m、南北2.7m、面積6.25m2で正方形に近いがやや歪んで

いる。カマド方向軸はN-115。30’-Eである。

(堆積土)比較的大きなシルトブロックを全般に含む黒色土および黒褐色土が堆積土の主体

であり、シルトの混入量の多少によって細分され、混入するブロックは径2cmへ8cm大のもの

である。

l● ンルトlきタ重 

ib 

2 

3 

4 

5 

6 

7 )OYR矛 ′, ′・ 

8 

9 loYR井筒褐色土 

)o 10Y鼠費.購l●色土 

)l 10Y鼠舛 ′′ ・l 

I2 )OYRすく持続e.ユニ 

Sし二132.00m

1 

2 )OYRタでI購 色 

3 

4 競土 I美儀少 

5 

第59-I図 50号(Pg33)竪穴住居跡
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(壁) 垂直に近い立ち上がりであるが、西壁上端の一部は撹乱で破壊されている。検出面ま

での高さは25cmへ30cmを計る。

(床) 全面掘り方をもち、黒色土とシルトの泥土で床面を構築し、ほぼ平坦である。

(柱穴) 認められない。

(周溝) 認められない。

(カマド) 東壁のほぼ中央に位置し、燃焼部は掘り方をもち黒色土混りのシルトを壁土して

上面を火床面として、間口は40cm、奥行5cmを計り、両袖はシルトと黒褐色土で構築する。煙

道は燃焼部から若干の立ち上がりで約60cmの長さでほぼ水平にのびる溝状で、幅15cm、深さ5

cmであり、煙出し部の区別はない。

(その他の施設) 貯蔵穴と推察されるP.. P2があり、南東隅のPlは径60cmX70cm、深さ5

cmでシルトを若干含む黒褐色の堆積土をもつ、遺物の出土はない。中央に検出されたP2は、径

90cmX90cm、深さ15cm、ブロック状のシルトが多量に混入する黒褐色土を堆積土とする。

出土遺物 (第59-2図 第42表)

杯形土器2点、鉄製品4点、輔の羽口2点、計8点の実測。他にカマド部を中心として非ロ

クロの土師器饗片が少数出土している。明らかにロクロ成形と思われる例はみられない。襲片

は球胴と長胴の二様があるようである。また、やはりカマド近くで炉壁の破片が数点出土して

圃
′/’くロ

a b国 0 。o

3

0 5

第59- 2図 50号(Pg33)竪穴住居跡出土遺物
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いる。これは第46号-2 (Oi33-2)住出土のそれと全く同類のものであり、内側に溶鉄澤が付

着している。ただし、同-の個体であるか否かは判断出来ない。

杯形土器・鉄製品については下表を以って説明に替える。なお、鉄製品は9点出土している

が図示したのはそのうちの4点(‰3・4・5・6)である。

No7・ 8は韻の羽口片である。No.7は堆積土中からの出土。推定内径3cm弱、厚さ1.8cm。No8

は床面出土。推定内径3cm弱、厚さ2.1cm。既述の炉壁片と共に、本遺構が「鉄」に関わる生産

遺構として何らかの役割を果していたであろう可能性を示唆するものである。なお、覇の羽口

片はもう1点出土しているが、 54号(Qe18)竪穴住居跡出土の羽口片と接合したため、図版及

び詳細は54号住居跡の項を参照されたい。

第42-1表‡不 形 土 器 一 覧

寒 写 

種 別 

切 調 調 
法∴∴∴址(cm) 

1b 先 

外 

備 考 

測 図 番 

爽 番 

態 
盤 技 総 帥 

傾 角 店 口 径 
● 

器
盲 

○○ 了テ 号 し 法 位 
竃 (a) 

_

士 (b) 「.可 (d) :く. (00) 

1 A 類 
調整のた め不明 

手持へラ削り 
休部下端 

ー底部 (14.2) (8.0) 4.5 1.8 3.2 54.5 (カマド左袖) 

2 C 頬 
調整のた め不明 

回転へラ削り 
休部下端 

ー底部 
13.6 7.4 4.5 1.8 3.0 54.5 (床面直上) 

第42-2表 鉄 製 品 一 覧

実 測 図 番 了テ 写 典 番 。 7う 種 別 残 存 部 位 
過 存 状 態 

浸 出 

断 面 形 

備 考 

長さ(m巾 幅 (肌巾 厚さ(m高 重さ(9) 

3 186 鉄 鎖 一部欠失 やや不良 75.20 

a‥・8.0 b・・・4.80 c‥・2.80 a・・・4.20 b・・・4.90 c・・・2.80 

4.90 
a…傭∴平 bc…方形 

末端部曲がる。(他山直上) 

4 187 不 明 
3破片が合 体 

やや不良 64.0 
ー ー 

話 7.90 

ー 詳細実測図参照。(柚直上) 

5 188 刀 子 茎∴∴∴帥 
鍋の割に残 りよし 

73.0 
a…8.0 b・・・11.2 a・‥3,10 b…3.0 

5.40 長 方 形 蕃元やや湾曲。(堆舐土) 

6 189 刀 子 刃 部 
鍋の制に減 りよし 

95.60 a…9,80 b…7.20 

a…4.0 b…2.80 
6.60 楔 形 (堆積土) 

刀 子 刃部2破片 やや不良 一 12.50 - 
話 0.90 

薄い楔形 同一個体。(他山直上) 

不 明 破 片 やや不良 23.50 
ー ー 

0.65 方 形 (他山直上) 

針 状 破 片 不 良 80.0 
ー ー 

6.70 方 形 (堆頼土) 

刀 子 刃∴郎 片 やや不良 26.0 
12.90 - 

l.75 薄い楔形 (他山直上) 

不 明 破 片 やや不良 14.70 
- 一 

0.15 方 形 小破片。(堆積土) 

51号(Pi27)竪穴住居跡 (第60図 第43表 写真図版3l・69)

(重複 改築) 認められない。

(規模 平面形 方向)東西3.8m、南北2.8m、面積9.62m2の、東西に長い長方形を呈する。

カマド方向軸はN-94。-Eである。

(堆積土) 主体は黒色土および黒色土とシルトの泥土である。すなわち、 1層の黒色土であ

-
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ー1a G 3‾ ‾3 3‾

1 7.5l′Rタ( 色 上 鉦的色合 

2 10YIi杉 枇色」 黒色トンルト混合 …分間にシIしト小プロ ′ク、地物包含 

3 了.5YRI.7/l黒色 臆1 

4底 10YRタイ 男的色 ‾1 シルト混入 

4b 中 † 
′′ 性士、I苅∵千 

5 7.5l’R%
I′ シルト黒色士混合 部分的にシルトブロック、昧部築上 

1a 7.5l’R労∴黒∴色 上 地物も含、部分的に筑十持 

1b ′′ 妃土柱、償包含 

2 5YR%∴略本的色士 シルト特上 根上′」、ブロックもI) 

3 5YR% ′, 根上∴∴∴∴煤含む 

4 10l’Rブタ 黒褐色土 根上、侯弟子 

⑦木批判こよる俺乱

舞60- I図 5I号(Pi27)竪穴住居跡

り、東半に広がり一部床面まで達し、 2層は黒色土とシルトの泥土で部分的に黄褐色シルトの

ブロックを含み西半検出面から東へ斜めに入り床面まで達する。壁ぎわにシルト混入の黒褐色

土の4層がある。 2層に対するl層の入り方に垂直に近い部分があり、しかも堆積土中から出

土した約95片の土器片中、約70片が1層からの出土であることも含め、 2層堆積後に何らかの

目的で掘りこんだ可能性と、 l層・ 2層とも人為的な可能性も考えられる。

(壁) 垂直に近い立ち上がりで、検出面までの高さは25cmである。

(床) 全面に掘り方をもち、黒色土とシルトの混合土を用いて構築した平坦な床面であり、

貼り床等は認められない。

(柱穴)床面の中央から若干西寄りに柱穴状のP2が検出された。径25cmの円形で深さ17cmの

ピットで、粒状のシルトを若干含む黒色土の堆積土で柱痕は認められない。柱穴としての確証

はない。

-
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(周溝) 認められない。

(カマド) 東壁の北寄りに位置する。燃焼部は壁外に張り出し、掘り方をもち、底および側

壁と奥壁に黒褐色土を貼って構築しており、間口50cm、奥行50cmで、煙道、煙出しは認められ

ない。

(その他の施設)カマドの右前にPlが検出された。径35cmX50cmで7cmの深さを計り、黒色

土と焼土を堆積土にもつ、確証はないが貯蔵穴的な性格も考えられる。

出土遺物 (第60-2図 第42表)

巧形土器(C類) 1点、蛮形土器2点、鉄製品3点、砥石3点、計9点の実測。他に土師器

饗の破片が多く出土しているが、総じて非ロクロ成形のものが目立つ。杯形土器は‰1の他に

はB・C類の細片が各1点ずつある程度でA類は出土していない。須恵器の聾も見当らない。

また、鉄製品は床面を中心として5点出土しているが、図示したのは3点だけである。なお、

鉄製品・砥石については下表を参照して頂くこととし、ここでは肌l ・ 2 ・ 3の土器について

のみ詳細を記す。

賄lはカマド内出土のC類杯。反転復元に依る実測である。推定口径16cm位で底部が欠失し

ている。数片の接合による遺物であり、内黒部分と非内黒部分とがある。この範囲は各々の破

片に依って区別されるが、より燃焼部に近い出土をみせる破片が非内黒である。外面のロクロ

ナデ痕は明瞭であり、内面のへラミガキは丁寧である。

NQ2は丸底の球胴聾。口径26cm、器高22.5cm、頸径21cm、最大胴径22.9cm大である。内外面

第43-1表 鉄 製 品 一 覧

実 測 図 番 万● 写 実 番 。 7デ 種 別 残 存 部 位 

過 存 状 態 

法 亜 

断 面 形 

備 考 

良さ(m巾 幅 (鵬巾 厚さ(叩) 重さ(9) 

4 鎖状製品 一部欠失 比較的良好 48.50 6.50 3,30 4.30 長 方 形 (1層) 

5 角 釘 完 形 品 比較的良好 30.50 5.50 5.90 1.25 方 形 小型。(掘り方埋土) 

6 190 刀 子 ほぼ完形品 比較的良好 162.70 
b〇・・15.50 d…5.10 b…4.90 d・・・3.20 

16.40 
b・・・傑形 d…技方形 刃部が折れて重なっている。墾部(こ木質残 存。(床) 

針 状 破 片 不 良 49.0 
ー ー 

2.40 方 形 (床面) 

不 明 破 片 不 良 30.30 
一 ー 

0,75 長 方 形 小破片(床面) 

第43-2表 砥 石 覧

実 測 図 番 【二⊃ 万 写 輿 番 号 

法 亜(調・9) 

使用面 の赦 

色 調 材 質 産地・地質年代 備 考 

(a) 長さ (b) 幅 (c) 厚さ 重 さ 

7 16 112.0 68.20 50.70 360.80 4 灰黄褐(10YR・%) 霹親安山岩 岩手火山群起源。菌根田 付近。第四系 一見軽石樵。(床面) 

8 17 101.0 39.0 29.50 198.0 5 灰 白(10YR・牙) 斜長石流紋岩 雫石盆地西南部。中斬続 付着物あり。(堆積土) 

9 18 65.0 65.50 54,50 299.30 3 明相原(7.5YR・%) 輝石安山岩 岩手火山群起源。第四系 一部片 
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第60-2図 5I号(Pi27)竪穴住居跡出土遺物
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の口緑部をヨコナデし、外面休部には縦位の刷毛目が施される。内面の調整は磨滅のため不明

である。また外面の底部周辺には煤が付着しており、赤褐色化した火熱痕がある。

賄3は、土師器整体部片の拓影図である。外面に縦位の叩目を施している。

52号(Pj18)竪穴住居跡 (第61図 写真図版31)

(重複 改築) 10号(Pj21)竪穴によって本竪穴住居跡の西壁が切られている。

(規模 平面形 方向)東西2・3mの×3・1m、面積は約6・猫を計り、やや歪んだ南北に長い

長方形が推察される。カマド方向軸はN-100○○Eである。

(堆積土)大別すると、黒褐色土、黒色土からなる。黒褐色土と暗褐色土は、黒色土とシル

トの混合土で更に、シルトのブロックを全般に含んでいる。堆積状況は各層が交互に入りこ

んでおり、東側と西側から流れこんだ様相を呈しており、 5層・ 6層を除く各層は人為的な可

o l」3b
Sし二132.00m

1 7.5Y部考∴小言的∴色∴士 :男色士シルト混合 音墳士、シ′しト章:′、故(I∴下部しまりよい 

2 10YRタ( 黒色十シルト混合 シ′しトが多い 

3 IOYRケ( 色 士 

4 10YR牙 冨 事馬∴色 上 黒色トン斤卜混合 祥5ぐm天のシ′しトフ′ロ ′ク混II“ 

5 10YR労 色 士 櫨工∵プロ ノク含む 

6 

7 根上 
8 2.5YRタイ 赤 的∴色 上 

9 7.5YRタイ,i 色 事 開く しまI)包含的なし 

iOa 7.5YRタを 灼∴色∴士 パサバサしシIしト音′を少取合も 

Ob IOa描よI)シ′しト‡:′争 

11 10YR免 ‾ふい褐色1i. 黒色士シルト混合 2-5ぐれ天シルトプロ ′ク多請 

12 10YRタイ 色∴ 〇十 非鮪にやわい、健士プロ ′ク小龍 

I3a 10YRメイ ㈹∴色∴上 黒色上シIしト混合 ンルトの大プロ ′クなし 

13b 
I 黒色士シルト混合 シ′しトの大プロっクあI) 

14 10l’R労∴黒∴やと∴士 部分的(こシルトを含む 

15 黒色上シルト混合 婦怖質十多 

1 シルト質し∴∴∴∴昭有高上、シルト甲∴l賞を合し- 
2 10YR舞∴歓)∴色 1 

3 2.らYR)舌 ÷ 鳩∴色 

4 2.5YR,了に し音赤褐色‾ 件あり 
5 2.5YRタを 技士 
6 7.5YR%II 褐∴色

臆 

7 10YRタ了に い折的色臆 シルト 火線をうけていろ やわい 
8 7.5YR労 色 囲く しまI) 

9 10YRタを 褐∴色 二 

I′ シルト少競合し 

②水根や(こよる騰乱 

第61図IO号(Pj2I)・52号(PjI8)竪穴住居跡

一 205一



能性がある。

(壁)北壁と東壁は外傾し、南壁は直に近い立ち上がりを示す。検出面までの壁高は20cmへ25

cmを計る。

(床) 北西部分を除き掘り方が認められ、黒色土とシルトの混合土で構築したほぼ平坦な床

面を呈する。床面中央には、 30cmX40cmの範囲で焼土があり床面も火熱によって赤変している。

(柱穴) P2とP3は東西中軸線上に乗り、それぞれ東壁と西壁に近接する。 P2は径25cmの円

形で深さ23cm、堆積土は黒色土とシルトである。 P3は径25cmX30cmの楕円形で深さ10cm、堆積

土はP2と類似する。いずれも柱痕は認められない。その位置と、対応して2.15mの問をもつ状

況から柱穴と推察する。

(周溝) 認められない。

(カマド) 東壁の中央やや北寄りに位置し、堂内に径60cmX90cmの掘り方をもって燃焼部を

構築しているが、袖は遺存せず、煙道、煙出しは認められない。

(その他の施設)南東隅近くにPlが検出され、径25cmX40cm、深さ20cmの規模で、暗褐色土

を堆積土とし蛮片を包含するが、性格は不明である。

床面中央に焼土と火熱痕を認めるが、砲床炉としての施設か否かは明確ではない。

出土遺物

何れも破片のみの出土であり、図示出来るものはない。破片は土師器の蛮片でほぼ占められ、

杯形土器は僅かに回転糸切痕を有すB類底部片が1点みられる程度。また、他の器種や須恵器・

鉄製品等は出土していない。

土師器饗は底部に回転系切痕(底径7.4cm)を残すロクロ成形片と、外面にへラ削りや刷毛目

を有する非ロクロ成形片に大別される。またロクロ使用の有無は判別されない例もあるが、長

胴形と小型の嚢の二様があるようである。

53号(QeO9)竪穴住居跡 (第62図 第44表 写真図版32・69)

(重複 改築) 認められず。

(規模 平面形 方向) 東西3.7m、南北3.5m、面積11.54正のほぼ正方形に近い平面形を呈

して・おり、カマド方向軸はN-85o-Eである。

(堆積土) 1層から3層の黒色土および黒褐色土は、ほぼ全域に近い広がりをもち堆積土の

主体をなし、それぞれシルトを含むが、下層になるにしたがって量が多くなるとともに、炭、

焼土も含まれる。遺物はカマド前のみで他はほとんどみられない。四壁ぎわでは黒色土とシル

ト泥土の極暗褐色土4層がある。

(壁) ほぼ垂直に近い立ち上がりをもち、検出面までの高ざは40cmほどを計る。
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トB

7a 7b

Sし二132.00m

1 了.5YR労∴華音 色 十 .・でしょI)あり 

2 り I ルト、俵若干、輔でやわい 
3 7.5YRチタ. 色臆 ルト多量、僕、性士若干 
嶋 7.̃l’R劣飯β 褐色臆 黒色士 ルト 昆合 

5 7.5YR労 黒褐色1 瓜包子 ルト 場合 地物色合 

6 10YR労∴∬1色・l ルト、樹†予審でしまI)あI) 

78 了.5YRタを,Iハ褐色」 ルト原色士混合 蓑、浪士、遺物少吊、やわい 

7b 中 I ルト !色」 .混合 a層よI)シルト最少 

8 7.5YR% β 従 色士 シルト `色l 葛 毘合 ルト吊多 

9 7.5YR杉.i, 色十 ルト混入、俵、焼吊十干 

10 7.5YR舞′ 臼 博色臆 規士、般混入 

=a 5YR%∴鴫赤褐色土 俣多端、性士、シIしト若一十密二・やか、 

=b リ ノ† 

11a層よI)簸少轟を 

12 5YR% I′ 使丁 炭含み、固くしまる 

13 了.5YR劣 恥褐色士 黒色士シルト混合 校多了I上∴固くしまる 

14 5YR多く綴昭,木的包十 シルト煙十混合∴∴鞍着手 

15 7.5YR労∴忠言的包丁 黒色トンル同と合 時評築上 

④水根勘こよる栂乱

第62- i図 53号(QeO9)竪穴住居跡

(床) 全面の約3分の1ほどに相当する西壁寄り部分では地山シルトをそのまま床面とし、

他は掘り方をもち黒色土とシルトの泥土を用いて床面を構築している。

(柱穴) 認められない。

(周溝) 認められない。

(カマド) 東壁のほぼ中央に位置する。燃焼部は壁外に掘り込み施設しており、間口60c血、

奥行40cm程度で地山面が火床となっている。煙道は、火床から若干の段差で高くなり、ゆるや

かな傾斜で煙出し方向に上がる様相を呈し、幅15cmへ35cm、深さ20cmへ25cmで長さ75cmほどの

溝状である。煙出しの径は25cmX35脚で楕円状で、検出面からの深さ30cmほどで、底面は煙道

底面より低くなる。なお、カマド前面には若干の掘りくぼみがありその上面に焼土の広がりが

認められた。
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第62-2図 53号(OeO9)竪穴住居跡出土遺物

(その他の施設) 認められない。

出土遺物 (第62-2図 第44表)

出土遺物の総量は少ないが、杯形土器2点(A類)、須恵器蓋1点、鉄製品1点、計4点の実

測。他に床面から土師器球胴片、カマド内から刷毛目を有す土師器片等が出土しているが、聾

形土器で明らかにロクロ成形と思われる例は無い。

杯形土器については下表の通りである。賄3は須恵器蓋でカマド内からの出土。反転復元に

依るもので、推定径16.2cm位である。回転へラ削りに依って器面を整えている。

賄4は堆積土内出土の鉄製品。刀子と思われる。刃部が欠損しており、残存長は9.1cm位しか

ない。刃部の断面は楔形、茎部のそれは一回り小さい長方形を呈している。

第44表 杯 形 土 器 一 覧

案 写 

種 別 

切 調 調 
法∴∴∴毘(伽) 

・● 抗 

外 

備 考 

測 図 番 

共 益 

艦 し 

整 枝 総 帥 

傾 角 度 (∂○) 

口 径 底∴径 器
育 

号 
`二つ 亨 

法 位 土 (a) 士 (b) 恒) (d) 

1 191 A 類 ヘ ラ 切 華∴珊∴樫 / 12.9 8.0 3.6 L6 3.6 52.5 完形品。内外面カーボン何者。(カマド付近床面) 

2 A 頬 ヘ ラ 切 無 調 整 / (13.8) 8.0 3,9 1.7 3.5 53 (南壁際床面) 

3 登 
調整のた め不明 

国語へラ削り 体 上 部 16.2 
ー 

体一口綾部片。(カマド内) 

54号(Qe18)竪穴住居跡 (第63図 第45表 写真図版32・33・69)

(重複 改築) 認められない。

(規模 平面形 方向) 東西4m、南北4.5m、面積15.17宙のやや南北に長い方形を呈する。

カマド方向軸はN-88o-Eとなる。

(堆積土) 東半部分に木板等による撹乱が多い。全般に黒色土および黒褐色土を主体とする

堆積土にシルト粒を含む。中で6層はシルト多量と小礫、焼土等を含む極暗褐色土である。堆

積状況はレンズ状を呈し自然堆積と推察される。
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(壁) カマド以北の東壁が若干に張り出す。立ち上がりは垂直に近く、検出面までの高さは

40c問へ50cmを計る。

(床) 全面に掘り方をもち、シルトと黒色土の混合土を用いて床面構築をしており、凹凸を

l 7.5Y鴎で∴凧∴色 上 合し・ 

2 7.5Y郎舌 黒褐色士 
3 7.SYR雰’爪 色∴士 

4 I 

5 当 り 

6 7.5YR雰膝暗褐色十 シルト 多蹄、小鍵、職工含む 
7 7.5YR労∴耶褐色士 

8 I 互 複士、シルト少農散在 
9a 7.5YR名標的褐色士 シIしト爪色二自此合 
9b い り シルト爪色士混合 9a聯よ-)シルト多 
10 7.5YR労∴押褐色士 ンル卜占I. れ: 

11 7.5YRタで極暗褐色土 /ルト“プロ ク、龍土少照 
12a 7.5Y妙で 肌 色∴土 
12b II 12a屑よI)シルト的多 
13 7.5YR者∴珊褐色士 押色士シIしト混合 
14 7.5Y頓.恥褐色土 凧色士シルト混合 シルトプロ メタ状に含む 
15 7.5Y剛堵∴縄)色 土 シルト 暗部横土合も 
16 7.らY頓 鼎褐色土 ルト雪了 

17 I II 

4屑よI) 

18 7.5YR労儒暗褐色士 昭一奇貨十.シル上プロ・′ク状に含む 

1 7.5YRタ` 褐 色∴十 

2 7.5YR牙∴暗褐色士 

3 5YRタイ璃赤褐色士 健土∴∴侯、シルト、晴雄土倉も 
4 7.5YR労 脚色十 
5 7.5YR舛 色 二子 

6 7.5YR舞 褐色士 シルト、複十“プロっク合し・ 
7 7.5YR労 色∴士 宮城の撫士シルト含む 
8 7.5Y陣,壬矯 褐色土 
9 7.5YRタイ 色 土 章′状の伎」∴ シル.トを含みやわい 
IO 5YR労i耶 こ褐色土 機上 ′ト喫、シルト含む 
11 7.5YR舛 色 土 

12 7.5YR労 褐色土 
13 7.5YR夕を ′ シlしト、性士多量 
14 7.5YR,{ 暗褐色士 

第63- I図 54号(Oei8)竪穴住居跡
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みるが顕著なものではなく、貼り床等は認められない。

(柱穴) 柱穴状ピットとして、南壁沿いにP。・P5が北壁沿いにP。がある。それぞれの径と

深さは、 P, 25cmX20cm、 16cm、 P5 25cmX25cm、 10cm P。 20cmX25cm、 8cmを計る。位

置的にはP4・P5は南壁中央をはさんで1m問に対に壁に接してあり、 P5・P。は、それぞれ南

壁と北壁の東半中央に相対してある。

(周溝) 認められない。

(カマド) 東壁の南半中央に位置する。カマド構築の掘り方は認められず、燃焼部火床はほ

ぼ平坦で奥壁近くに支脚石があり杯が伏せた状況で検出された。袖はシルトを主体にした構築

土を用いている。火床から約15cmの段差で上がり煙道となり、幅25cm、長さ85cmほどの溝状で

東にのびる。深さは燃焼部奥壁から50cm地点までは約30cm、以東は煙出しに向け高くなる傾斜

をもつ。煙出しは径35cmX45cmの楕円形で検出面から40cm、煙道底面から30cmを計る。

(その他の施設) ほぼ同規模のPl・P2・P3がある。それぞれの径と深さは、 P1 50cmX60

cm、 10cm P2 50cmX45cm、 12cm P3 55cmX55cm、 15cm、堆積土はいずれも、黒褐色土に焼

土と炭を含んでいる。性格は明確でないが貯蔵穴の可能性もある。

P,. P8.P9は、前3ピットより大型になり、それぞれの径と深さは、 P, 120cmX180cm、

20cm P8 115cmXαCm、30cm P。 140cmXαCm、15cmを計り、シルト混りの黒褐色土を堆積

土とする。重複関係にあり、 P7が最も新しく、 P8とP。の先後関係は明瞭でなく、性格等は不

明である。

出土遺物 (第63-2 ・ 3図 第45表)

出土遺物は多く、組成も多様である。杯形土器12点(台付杯1)、襲形土器3点、須恵器壷1

点、鉄製品2点、砥石3点、韻の羽口2点、須恵器拓影図1点、計24点を図示している。他に

破片として土師質の蓋片、へラ切のA類底部片、須恵器嚢休部片多数等がカマドや床面近くか

ら出土している。

杯形土器はA..B. C各類が出土しているが、圧倒的にA類が多い。切離しはNo8のB類と

NolOのA類が回転糸切、 No7のA類とNollのC類は不明、他はへラ切に依る。 No12は脚径10.5

cm、脚高1.1cm大の須恵器台付巧の破片である。付高台で脚部と休部との接着面に亀裂が入っ

ている。底部外面には回転へラ削りが施され、本来の切離しは不明である。

蛮形土器はロクロ成形の賄13・14、井口クロで球胴を呈すと思われる賄15の3点を図示。 No15

の下部に相当する破片はカマド内に相当量あるが接合されない。

同16は須恵器長頸壷。肩部の一部と頸部上方から口縁にかけての部分が欠失している。頸径

6.1cm、最大胴径18.2cm、脚径9.8cm大。体部中央よりやや下位に斜位の叩目が残る。叩目のあ

る部分から底部直近までは、回転へラ削りが施される。脚部は付高台に依るもので端部が外
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第63- 3図 54号(QeI8)竪穴住居跡出土遺物

側に向かって突出する。底部には同心円状のナデが入るが、中央部は指或るいは布で軽く押し

ている。灰黒色を呈す硬質な焼成であり、断面の胎土は若干赤味がかる。

航20・ 21の2点は鞘の羽口である。一方の端部外面には溶銑澤が付着しており、両者とも内

径が2cm以下である。 No21は当遺構出土片であるが、 No20は約半分が50号(Pg33)竪穴住居跡

出土、残りが当遺構出土の破片を接合したものである。また航20は、炉壁の下部に取り付けら

れたものと思われ、羽口下に密着する溶銑津の下側表面には細かい砂粒が多量に付着している。

これらの他には多量の鉄津が堆積土の各層から床面にかけて散在しているが、大きいもので
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第45-1表 蹄 形 土 器 一 覧

実 測 図 番 

写 英 語 

種 別 切 艦 し 

調 整 枝 調 整 部 

法∴∴∴址(m) 

・● a有 

外 傾 角 度 βo) 

備 考 
口

′叉 底’叉 
くl

-青“ 

号 く二つ 了テ 法 位 俊 (a) 唐絵 (b) 器∴高 (d) 

1 A 頬 ヘ ラ 切 褒 調 整 / 13.7 8.0 4.3 1.7 3.2 56 完形品。(床面) 

2 192 A 類 ヘ ラ 切 無 調 整 12.8 9.0 4.0 l.4 3.2 59,5 底部付近B頬的色調(7.5YR労浅黄極)(床面) 

3 193 A 頼 ヘ ラ 切 手持へラ削り 
休部下端 

ー底部 
13.6 7.8 4.5 1.7 3.0 56 内面にカーボン若干付着。(堆租土) 

4 A 類 ヘ ラ 切 毎 調 整 / (12.2) 7.0 3.6 1.7 3.4 54 磨滅顕著。(堆積土) 

5 194 A 頬 ヘ ラ 切 無 調 整 / 14.5 8.4 4.9 1.7 3.0 59.5 底部中央B頬的色調(2,5Y舞(こぶい黄)-〈堆執土) 

6 A 類 ヘ ラ 切 無 調 整 / (13.6) 7.0 4.7 l.9 2.9 54.5 (床面直上) 

7 195 A 類 
調整のた め不明 

手持へラ削り 休部擢帥 (14.6) 8.6 4.1 1.7 3.6 53 (床面) 

8 B 類 回転糸切 無 調 整 / (13.8) 7.0 4.7 2.0 2.9 54 磨滅鍋著。(堆積土) 

9 A 類 ヘ ラ 切 祭 調 整 / (13.2) (6.6) 3.8 2.0 3.5 49 内外面にカーボン付帝。(床面) 

10 A 類 回転糸切 毎 調 整 / (13.6) 7.0 3.9 1.9 3.5 49.5 (床面十雄視土) 

11 C 類 
調整のた め不明 

手持へラ削り 
・

… 13.3 7.0 4,5 1.9 3.0 55.5 磨滅。(カマド内) 

12 台付不 
調整のた め不明 

回転へラ削り 底 部 
ー 

10.1 (聞役) 10.5 (脚商) 1.6 
底部片。(P了) 

第45-2表 菱 形 土 器 一 覧

実 測 図 汚 す了 写 典 番 ′子 

種 別 

法 虻(帥) 外 面 調 整 内 面 調 整 

::

i 

口 径 底 径 嵩 高 餓畑経 口綾部 休 部 □綾部 休 部 

13 土師器 (23.0) 
ー ー - ログロナデ 美ラケズ尊 ログロナデ 一部へラナデ 反転復元。浅黄橙色。(カマド十㌢ノト内) 

14 土師器 (15.0) 
- ー ー ログロナデ ログロナデ ログロナデ ログロナチ 小型ログロ謹。(東側ビノト内出土) 

15 土師器 (18.9) 
- - ー 

ヨ コ ナデ 刷 毛 目 ヨ コ ナデ 不 明 反転復元。球胴形。(Q,掘り方堆積土) 

17 須恵蓄 拓影図。休部片。外面脚立の叩目、内面青海渡文を施す。(堆積土) 

第45-3表 鉄 製 品 一 覧

実 測 図 番 【二二) こち● 写 興 奮 。 7テ 種 別 
残 存 部 位 

過 存 状 態 

法 亜 

断 面 形 

備 考 

長さ(m巾 幅 (血巾 厚さ(m巾 重さ(9) 

18 不 明 破 片? やや不良 46.0 
a・・・6.10 b…10.20 a…4,0 b…7.0 

4.25 a…方 形 (堆積土) 

19 針 状 ほぼ完成品 比較的良好 173,50 
a…7.20 b…6.20 a…9.0 b・・7.0 

25.20 方 形 (堆韻土) 

第45-4表 砥 石 覧

実 測 図 番 7デ 写 兵 書 。 了テ 

法 丑(脚・9) 

使用面 の赦 

色 調 材 質 産地・地質年代 鰭 考 

(a) 長さ (b) 幅 (c) 厚さ 重 さ 

22 19 81.0 42.20 26.0 55.20 4 灰 白(2.5Y・牙) 範細粒凝灰岩 
雫石盆地南部(御所)。 上部中斬統 三角形。軟質。(床面直上) 

23 20 54.90 29.0 7.80 24.50 6 にぷい黄梶(10YR・易) 石質細粒凝灰岩 雫石盆地西・南部。中新統 孔の作りかけ。 

24 21 33.50 23.90 6.20 12.0 4 暗灰費(2.5Y・%) 粗粒玄武岩 雫石盆地西・南部。中新鋭 薄手。 
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16×11cm位、しかも片面が丸味を持つ皿状を呈するものである。この種の形態を有す鉄津は、

凸状に丸味を持つ側に砂や細石が付着しているのが一般的である。また、炉壁の細片も若干み

l 10YRケ(,男 色 上 

2 
I I シルト)丁子と龍的含む 

3 

4 10YRケ了
′′ 粒状のシルト含む 

5a l’II
I 

5b † 中 .プロ ′ク叛のシIしト含む 

6● 中 子 シルト、通約含む 

7 

8 10YR労
′′ シルト 著千倉も 

9 10YRタイ
′I シルト 毘入 

10 10YR% 靖褐色‾I シルト 璃鮪士 星人 

11 5YR労.映柚色臆l シルト着手含む 

12 5YR労 I 根上、シルト苦手、遺物含む 

1 技士肌色一事場合∴∴猿、シルト着手 

2 7.5YR舞 爪薄色士 シルト、砂多情 

3 性士シルト混合 貼床か 

4 5YR舞据赤褐色子, シルト若干と規十混入 

1 5YR労∴黒的包丁 館士、シルト着手 

2 5YRタイ摺. 赤褐色十 像士 シルト、使、鴫椅質: .含む 

3 5YR労. 褐色士 部分的に根上多吊にう 入 

4 5YRタイ II 性士、シルト粒叛くこ混入 

5 5YR労族瑠赤褐色十 規士 輝見入 

6 5YRタ(. 褐色士 燦」 .苦手混入 

7 5YR舞 . 赤的包丁 黒色十シルト混合 焼」 ー混入 

8 ルト ガマド構築士 

9 10YRタ(黒 色∴士 ルト師事 II 根上混入 

1 5YRライ 黒褐 色士 A-BC-Dの11屑と同じ 

2 5YR舛 ′′ IIII12屈と同じ 

3 5YR%∴暗亦褐色士 技士 跡尾大、使需干、遺物含む 

4 7.5YRタイ 褐 色 士 砂 

5 5YR労 晴赤褐色士 筑十 秒賞土多掃、簸清子、遺物含む 

6 5YR労∴黒的包丁 焼土、シルト含む 

7 51’R労
II 規土、シルト‡明知こ含む 

8 5Y串汚i詣赤褐色十 捜土 俵、シルト若千、秒揮二目直物含む 

第64- I図 55号(Og24)竪穴住居跡
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られる。

砥石は小型のもの3点o賄22は床面、他は堆積土からの出土である。

55号(Qg24)竪穴住居跡 (第64図 第46表 写真図版33 ・ 70)

(重複 改築) 認められない。

(規模 平面形 方向)東西3・8m、南北4・1m、面積11・55m2のほぼ正方形の平面形を呈する。

カマド方向軸はN-8。-Eである。

(堆積土)ほぼ黒色土による堆積土でシルトの混入量による若干の差はあるが大きな差異

は認められなくレンズ状の堆積である。

(壁)東壁でやや外傾するが、他はほぼ垂直に近い立ち上がりである。検出面までの高さは

40cmへ45c皿を計る。

(床)掘り方は認められず、地山シルトをそのまま床面としており、竪穴住居跡の北東部の

ピット壁土上面等には、シルト混りの黒色土筆による贈りがみられる。

(柱穴) 認められない。

(周溝)北壁のカマド以東と東壁北半のピット施設部分を除き認められた。幅25cm、深さ10

Cm内外を計り西壁中央で切れる部分がある。

(カマド)北壁の東半中央に施設され、カマド構築のための掘り方は特になく、燃焼部火床

は若干くぼむ程度で間口40c鵬、奥行50cmほどで袖はシルトを用いている。燃焼部火床から

若干上がって煙道となり、幅30cmへ50cm、深さ17cmへ30cm、長さ100cmの溝状で北にのび煙出し

となる。煙出しは径33cmの円筒状で底面は煙道より若干の段差で低い。

(その他の施設) Pl-P6が検出された。それぞれの径と深さは以下の通りである。 P。 70

CmX60cm、 16cm P2 60cmX92cm、 23cm P3 80cmX113cm、 18cm P4 45cmX50cm、 15cm

P5 84cmX120cm、 20cm P6 40cmX50cm、 11cmを計り、堆積土は、焼土に黒褐色土や炭を混

入する暗赤褐色土を主体に、いずれも土器を包含している。重複はP2とP3、 P。とP5、 P5とP。

とがあり、それぞれで新しいのはP3・P。・P6であり、更にPlも含めた各ピットは、 P。を除き

上面が薄く貼られている。これらのピットは貯蔵穴の可能性があり、特にPl-P3は強い。

出土遺物 (第64-2図 第46表)

杯形土器2点、饗形土器1点、計3点の実測o他に外面に叩目を有す土師器体部片、非ロク

ロ片等が多数出土しているo非ロクロ成形の体部片は外面をへラ削り、内面にへラナデするも

のが多く、ロクロ成形片よりは相対数が多い。

杯形土器A ・ B類については46表を参照されたい。

肌3の土師器嚢は堆積土中出土。反転復元図であるが推定口径は23cm位。内外面の口綾部を

-
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0 5 10cm

第64-2図 55号(Og24)竪穴住居跡出土遺物

第46表 坤 形 土 器 一 覧

実 測 図 番 

写 真 

離 別 

切 

調 整 調 整 

法∴∴∴最(ぐ爪) 

・● 坑 外 傾 角 備 考 
番 

離 
技 郎 口 径 底 径 器∴高 度 

(二つ 了テ く二二⊃ ナチ 
し 法 位 (a) 「b) (d) (∂○) 

1 197 A 頼 回転糸切 無 調 整 13.2 7,4 4.2 1.8 3.1 53 (床面十P、堆積土) 

2 B 類 底部残存′ト 
ー 

(13.4) (6.0) 4.2 2.2 3.2 48.5 (P2准租土) 

ヨコナデ、外面体部にへラ削りを加えている。肩部段は明瞭ではないが、洗練様の境界がある。

56号(RhO6)竪穴住居跡 (第65図 第47表 写真図版33・34・70・71)

(重複 改築)カマドの移築があり、旧カマドの肌lと新カマドの賄2がいずれも東壁南半

にあって、 ‰1の北隣りに‰2カマドが構築されている。

(規模 平面形 方向)東西6m、南北6.3m、面積33.06宙のほぼ正方形の平面を呈する。カ

マド方向軸はN-900-Eである。

(堆積土)黒褐色シル上質土および黒色土が主体で1層から4層に分けられるが、東西断

面ではレンズ状を示し、南北断面では2層の黒色土がl層の黒褐色シルト質土を覆う状況を示

しており、 1層と2層はあまり時間差のない堆積と推察されるが、攫拝もなく混入物等からも

人為的な様相はない。

(壁) ほぼ垂直に近い立ち上がりで検出面までの高さは30cmへ35c鵬を計る。

(床)全面掘り方をもち、黒色土とシルトをたたきこみ固めて床面を構築しており、厚さは

壁近くで約20cm、中央では5cmほどで床下砂質シルト面は凹凸が顕著である。

(柱穴) P,へP。が柱穴である。 P,とP。は竪穴住居跡の北半で平面対角線上に乗り、 Plは

西壁および北壁上端から、それぞれ1.5mと1.8mあり、 P。は東壁および北壁上端から、それ

ぞれ1.5mとl.8mを計る位置にある。 P2・ P。は南壁に接し、 P2は西端からP3は東端から、

それぞれ1.5mの位置にあり、 P,とP。、 P2とP3間は3mを、 P.とP2、 P3t’p。間は4.2mを

計り対称をなしている。
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柱穴規模は、径、深さの順に、 P, 40cmX50cm、40cm P2 35cmX35cm、54cm P。 35cmX

40cm、 54cm P4 45cmX60cm、 48cmを計り、平均径は42.1cmの円もしくは楕円の平面形で深

さの平均は49cmであるo堆積土は、 Pl̃P3では黒色土を、 P4は汚れた砂質土が主体で柱痕は

不明であったoなお、 Pl・P3は床面で確認し、 P2.P4は黄褐色砂質シルトに覆われ、その下

で確認した。

(周溝)南東隅を除く壁沿いに認められる。幅15cmへ20cm、深さ15cmほどを計る。

(カマド)賄・1カマド 東壁南半の中央に位置し、煙道と煙出しのみ遺存する旧カマドで

煙道は燃焼部から立ち上がり煙出し方向に傾斜し下がる。幅30cm、深さ10cmへ35cm、長さ130cm

の溝状で、煙出し部との区別は無い。

No2カマド Nolカマドの北に隣接し、壁内に本体をもつ。燃焼部は間口60cm、奥行70cmで

火床面は住居跡床面とほぼ同レベルであり、下には航lカマド期の周溝が認められた。袖はシ

ルトを盛り固め構築しており、煙道、煙出しは肌lカマドと類似する形態をもつが、煙出し部

が楕円状を呈し区別される。幅30cmへ40cm、深さ13cmへ35cm、長さ145cmを計る。

(その他の施設)間仕切りと推察される溝,̃溝5がある。溝,は幅25cm、深さ18cm、長さ100cm

あり、溝2は幅30cm、深さ16cm、長さ120cm、溝2の東端から直角に北に走る溝3は、幅20cm、深さ

16cm、長さ100cm、溝4は幅50cm、深さ16cm、長さ180cmを計り、溝5は幅20cm、深さ20cm、長さ100

Cmある。

以上のようにほぼ同規模の溝で配列をみると溝,と溝5は柱穴PlとP。を結ぶ線上に乗り、

北壁の上端から約165cm南で東西方向壁に平行し、溝1は柱穴Plと連結し、溝5も柱穴P。と連結

した可能性がある。したがって、住居跡北半を溝lと溝5で区切った一画があり、更に溝2は南壁

上端から165cm北で東西方向壁および溝lに平行し、溝2東端から直角に北に走る溝3は、柱穴P,

とP2を結ぶ線上に乗り南北方向壁に平行する。すなわち、住居跡西半の中央で溝,へ溝3によっ

て区画される部分がある。溝4は南壁上端から約110cm北に東西方向壁に平行し、柱穴P2とP3間

に位置し、間仕切り溝かと推察するが、他溝との関連は明確でない。

貯蔵穴様ピットとしてP5̃P7が認められた。 P5は溝5と東壁の交点となる北東隅に位置し、

径50cmX60cm、深さ20cm、堆積土は黒褐色土と褐色シルトである。 P。は南東隅にあり、径70cm

の不整円形で深さ10cmあり、黒褐色土と焼土混りの堆積土が主体である。 M.2カマド左袖下に

あるP7は、径55cmX95cmの楕円形で深さ15cm、焼土混りの黒色土と焼土を堆積土にもち土器片

を多く含む状況からみて、賄lカマド期に属するものと断定できるが、P5とP。は明確にし得な

い。

出土遺物 (第65-2 ・ 3図 第46表)

杯形土器24点(台付杯1)、須恵器蓋1点、蛮形土器2点、鉢形土器l点、土師器饗・須恵器
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第65- 2図 56号(RhO6)竪穴住居跡出土遺物

-
220

一





饗拓影図各1点、土錘1点、円面硯1点、鉄製品5点、砥石1点、計38点について図示してい

る。

これらの他には、非ロクロ土師器片・木葉底部片等がカマド焚口周辺にみられ、貼床下から

はロクロ成形の土師器片が出土している。また、杯形土器はA類が主であるが、焼土ピット内

出土の破片はいわゆるくすべ色を呈すものが少なく、白橙色片が多い。

第47-1表 杯 形 土 器 一 覧

実 測 図 番 

写 輿 番 

種 別 

切 離 

調 整 技 調 整 部 

法 址(c爪) 

・● 先 
外 傾 角 麿 

備 考 
口’叉 慮 ノス 

器∴高 
号 l」 ブラ 

し 法 位 性 (a) 慣性 (b) 千〇巾 (d) :×. (∂○) 

l 198 A 類 ヘ ラ 切 毎 調 整 .∴ 13,5 7.6 4.3 l.8 3.1 51 完形品。(床面) 

2 199 A 類 ヘ ラ 切 率∴調∴幣 / 13.8 6.6 4.4 2.1 3.1 48.5 完形品。底部外面に軽いナチ。(床面) 

3 A 頼 ヘ ラ 切 毎 調 整 / 14.0 7.2 3.8 l.9 3.7 50 完形晶。底部外面に縫いナデ。(面) 

4 A 類 へ ラ 切 無∴調∴盤 / 12.7 6.0 4.1 2.1 3.1 52 

完形晶。廃部外面軽いナデ、内面に赤色付諸物。 (カマド英日堆輔十十床面中央媛士) 

5 A 頬 ヘ ラ 切 辱 調 整 / 14.0 8.0 4.2 1.8 3.3 50.5 完形品。底部外面(こ軽いナチ。(床面) 

6 200 A 類 ヘ ラ 切 無 調 整 / 12.3 8.4 3.9 1.5 3.2 61.5 (P6内) 

7 201 A 類 ヘ ラ 切 無∴調∴盤 / 13.8 7.2 3.9 1.9 3.5 49 

底部外面軽いナデ。日録若干の歪み。(床面十 方マド焚日経祇土) 

8 202 A 類 ヘ ラ 切 無 調 整 / 14.0 8.4 4.3 1.7 3.3 56 底部外面中央凸部のみナチ(床面) 

9 203 A 頼 ヘ ラ 切 錬 調 整 / 14.4 8.0 4.1 1.8 3.5 50 歪曲。縦位の亀裂をナチで楠強。(P。付近) 

10 A 頬 へ ラ 切 寧∴抽∴惟 / 13.6 7.2 4.1 1.9 3.3 53 (床面) 

11 204 A 頬 ヘ ラ 切 無 調 整 / 13.8 7.2 4.0 1.9 3.5 48 歪みあり。稚拙を作り。(カマド袖十焚口部培土) 

12 A 類 ヘ ラ 切 無 調 整 14.1 7.4 4.0 1.9 3.5 50 歪曲。(カマド焚口堆頼土) 

13 A 頼 ヘ ラ 切 無 調 整 / 12.7 8.4 4.3 1,5 3,0 62 多址のカーボン付樋。(床面十堆積土) 

14 A 類 へ ラ 切 褒 調 整 / 13.9 8.0 4.6 1.7 3.0 55.5 (床面) 

15 A 頬 ヘ ラ 切 無∴調∴盤 / 13,7 7.6 4.0 1.8 3.4 50 (カマド柚十英日部堆租土) 

16 A 類 ヘ ラ 切 無 調 整 / 12.9 7,6 3.7 1.7 3.5 54 (床面十堆敢土) 

17 A 類 底部残存小 13.5 6.6 3.8 2.0 3.6 48.5 (堆積土) 

18 A 頬 ヘ ラ 切 無 調 整 / (13.2) 6.4 3.9 2.1 3,4 48 底部外面に軽いナデ。(床面) 

19 A 類 
調整のた め不明 

手持へラ削り 
休部下端 

ー底部 (13.4) (7.8) 4.0 1.7 3.4 54.5 (床面十堆積土) 

20 B 類 回転糸切 蜜∴調∴態 / (13.6) (6.0) 5,9 2.3 2.3 57 (堆瀬上) 

21 A 類 
調整のた め不明 

手持へラ削り 
休部下端 

ー底部 (14,6) (8.0) 3.9 l.8 3.7 49.5 (P。付近十堆禎土) 

22 A 類 庭部桟初、 手持へラ削り 休部下端 (14.0) (9.0) 3.1 1.6 4.5 51.5 (床面椀土中) 

23 台付珠 ヘ ラ 切 回転へラ削り 底 部 16.6 

(轟…) 10.4 (議論 1.5 / (床面) 
24 205 蓋 

調整のた め不明 
国技へラ削り 体 上 部 (17.4) 

ー / 体上一口綾部片。(床面十南カマド焚口部) 
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変形土器は須恵器2点と土師器(No.29) ・須恵器(No.30)の拓影図を示した。 No27(床面出土) ・

28 (カマド付近堆積土内出土)は胴部が膨らむ球胴の饗である。何れも反転復元に依る。肩部

の反り具合はNo.28の方が強く、口唇の作りも異なる。 No26は鉢形を呈す。薄手で硬質の須恵器

である。推定口径26cm前後、煙道内からの出土である。 No.29は体部下端に叩目を有す土師器蜜。

上位にはダイナミックなへラ削りが加えられ、器面の一部に煤状を呈す黒変部がある。 No26に

近い煙道内出土。 No.30は床面出土。外面に縦位の平行叩目、内面に青海渡文を施す。

‰.31は円面硯。硯面を欠く台脚部分の破片である。台脚径は推定で16cm。台脚中央よりやや

上位には窓の一部が残っているが全容は明らかではない。台脚部には6へ11Ⅲ間隔で縦方向の

沈線が配される。この間隔でいけば、透窓は3箇所にあったと推される。

No38は焼土中床直上出土の土錘。長さ4,8cm、外径2.2へ2.4cm大。中央貫通孔径は0.6cm前後

である。

鉄製品は6点出土しているが、そのうちの5点を図示している。木質部も残存する鉄斧、紡

錘車、鉄鎖等である。 M.32・ 34は出土層位が不明であるが、他については下記一覧表の如くで

ある。

No.37は砥石。堆積土中からの出土。やや偏平な六角柱形を呈しており、全面に何らかの使用

痕が観察される。石英安山岩を素材とする。使用面の研磨量は少なく、部分的に残る凹部底面

に至らない。

第47-2表 鉄 製 品 一 覧

実 測 岡 持 I子 写i 典 番 ‾I子 軸 別 
残 存 部 位 遁 存 状 態 

法 埴 

断 面 形 

備 考 

長さ(m巾 幅 (爪町〉 厚さ(爪巾 重さ(9) 

32 207 欽 斧 ほぼ完形品 比較的良好 193.0 

種i・・10.80 c‥・40.50 

632.0 

ai・・魅∴∴∴辛 bi・載:方∴彫 〔…盃ん引11彫 

本質残存。(Nolカマド北袖下) 

33 208 紡錘車 ほぼ完形品 比較的良好 188.0 

鎚れ…蒔工0 幽圭bi・・4上的 鮭上‥上00 

ぐ…3.50 触…5.0 

27.45 触…方形 (袖直上) 

34 209 鉄 鎖 
葦端のみ大 矢 

比較的良好 123.0 
a…13.10 b…う.70 種…5.0 b・‥5.50 

10.40 
a…紡錘形 b…方形 

鍛身長…14.帆m 

35 210 錬 鉄 ほぼ完形品 やや不良 118.50 
種…9.90 b・‥7.0 種…寸.0 b…6.0 

10.60 
a…良雄Il】 b…方形 

鍛身部の形状はっきr)しか、。(床直上) 

36 鋲∴∴鍛 堂端部欠失 不 良 68.0 
a…8.80 b…・上鎌) a‥・し上90 b…5.0 

9.40 
種…擁円形 b…方形 

鍛身長…(14.0) 

不 明 破 片 やや不良 47.0 27.20 
ー 

7.80 偏∴∴∴辛 不正形封闘犬。(カメ出土とノト内) 

57号(Sj74)竪穴住居跡 (第66図 第48表 写真図版34・71)

(重複 改築) 本竪穴住居跡北東隅から同2カマド間を9号溝が走っていたものとみられる

が、平面および住居跡堆積土中の断面も認められない。したがって、溝は住居跡よりも古いも

のと推定される。一方、住居跡に伴ない旧カマドの肌1、新カマドの博2があり、カマドの移

築と一部に貼りの新床面が認められる。
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(規模 平面形 方向)東西5.8m、南北5.75m、面積28.09m2、正方形の平面を呈し、カマ

ド方向はNolカマドでN-90。-E、 No2カマドはN-184O-Eである。

(堆積土) 黒色土を主体にし含有物によって分けられる。中央部から壁ぎわ近くまで広がる

1層と2層は、それぞれの下部と上部にブロックまたは塊状に粉状パミスを含み、床面に近い

3層に土器片を含む、壁ぎわに流れこむ4層・ 5層・ 6層は前出各層より比較的シルトを混入

し、東側から中央へ流れこむ7層は多量の礫を含む点で他層と異なる。

(壁) 垂直に近い立ち上がりで検出面までの高さは25cm̃30cmを計る。

(床) 南東部は検出面も礫混りの黒褐色土であるが、床面もこの黒褐色土をそのまま利用し

たもので、他は掘り方をもち、シルト混合の黒褐色土を用い床面構築をしたのが賄lカマドの

ときと推察され、肌2カマド期では、北壁から西壁沿いに黒色土とシルトの混合土を、南東部

では小礫と焼土混りの黒褐色土を貼って床面としたものと推察される。

(柱穴) P,→P。が柱穴である。その中でPlへP。は、各壁上端から1.3mへ1.45m内側にあっ

て住居跡平面の対角線上に乗り、 P,-P2・ P2-P3間は2.85m.3.Omを計る。なお、 P。は

P2の西0.8m、また、 P。の北1.5mの壁外に柱穴状ピットP,がある。

それぞれの径と深さは、 Pl 径30cmX30cm、 30cm P2 30cmX30cm、 36cm P3 28cmX30

Cm、 20cm P4 30cmX30cm、 33cm P, 30cmX50cm、 39cmを計り、 P.とP2は方形を呈する。

住居跡内の柱穴は貼り床上では明確に検出できなかった。

(周溝) 四壁沿いに幅15cm内外、深さ10cmへ15cmで検出、貼床後も認める。西壁周溝沿いに

径と深さ10cm内外で円もしくは半円状の壁土留杭跡と推察される小ピットを検出し、床構築土

下で明瞭に確認されたが、その上から痕跡があった可能性もある。

(カマド)東壁中央寄り南半にNolカマドがあり、本体は遺存せず巾35cm長さ100cmの溝状煙

道と先端に楕円状の煙出しを認めた。一方、南壁東半中央に肌2カマドが位置し、小形饗を伏

せた支脚と瓦礫状の火床面を認めるが袖は遺存せず、幅25cm長さ100cmの溝状煙道があり煙出し

部に長胴蜜片が斜めに入っていた。 Nolカマドの火床がわずかに遺存し、その上の貼り土が

蝿2カマド火床下にもぐることから肌2が新カマドと推察できる。なお、いずれも掘り方をも

つ。

(その他の施設) P5とP。のピットを認めるが性格は不明である。

出土遺物 (第66-2図 第48表)

杯形土器3点、蛮形土器3点の実測。法量・調整技法等については48表の通りである。

なお、本道構内からはいわゆる粉状パミスと呼ばれる火山灰が採集されている。 1層と2層

の中間に存在していたものである。当試料に関わる化学的分析や考古学的見地に於ける関連資

料は別項を参照されたい。
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57号(Sj74)勘\住居跡

t ′ 

ヽ 
l 

■ 

」--〇一- 
漢 漢 
園 

十〇一一一- 

( 漢 
園 

回田 淫 

○滅 〇°-二 

喜音 

∴ 

58号(T( 

\二二〇二〇二二二 \七二二〇二〇二二二 六二 2 

一 - 

0 5 1 Ocm 

第66-2図 57号(Sj74). 58号(TgI2)竪穴住居跡出土遺物
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第48-1表 杯 形 土 器 一
覧

案 写 樋 切 調 調 
浸 出(m) 

阜 
先 

外 

備 考 
測 図 番 

英 誌 

別 

離 
盤 接 能 都 

偏 角 ↑‾ 口 径i底’叉 器∴雷 
号 口 了チ し 法 位 

王 (a) _(土 (b) 誇「可 (d) 
度 βe/) 

1 A 類 へ ラ 切 短 調 盤 / ((12.6) 7.0 3,7 1.8 3.4 52.5 (床面下) 

2 A 類 ヘ ラ 切 蜜∴調∴鮪 / (12.4) 6.0 3,5 2,1 3.5 47.5 (カマト東側) 

3 A 類 底部残存小 - 
(14.8) (5.6) 4.7 2.6 3.1 45,5 

第48-2表 莞 形 土 器 一 覧

実 測 図 番 フナ 
写 英 語 I子 

種 別 

法∴∴∴∴昆(cm) 外 面 調∴盤 内∴府 調 整 

備 考 
口 径 底 径 嵩 高 最畑径 =綾部 休 部 「埼轟β 体∴部 

4 土師器 (22.0) (7.6) 33.4 (20.5) ロタロナデ 叩
日 十ケズリ 

ログロナチ 下

端 へラナチ 

反転復元。劇、I琉(煙道内) 

5 212 土師器 17.2 

7.3 -8.4 

26.7 16.7 ヨ コ ナチ へラケズi) ヨ コ ナデ へラナデi? 
非ログロ。歪曲。底外面にへラケズi)。頭 部二条の沈線様頑 

6 須恵器 
′○ 柘影図。外面叩出面面前毎渡文。(床面近く) 

58号(丁g12)竪穴住居跡 (第66「2 ・67図 写真図版34)

(重複 改築)重複は認められないが、カマドの改築がある。すなわち、西壁南半の中央に

旧の賄1カマド、東壁北半の中央に新の胸2カマドが検出された。

(規模 平面形 方向)東西3.8m、南北4.2m、面積13.30正の南北にやや長い長方形を呈す

るoカマド方向軸は、 NolカマドでN-9l。-W、 No2カマドでN「890-Eである。

(堆積土)黒色土と黒褐色土を主体とする堆積土で当初、南壁方向から主に堆積した様相

が2層以下みられ、その上に1層が堆積し、しかも、 1層は径1c皿へ7cm大の円礫を多量に含

むことで他の層と大きな差異がある。

(壁)北半は砂礫、南半は褐色シルトが壁面をなしていて、砂礫とシルト層の接点に竪穴が

掘られたものである。壁は比較的垂直に近い立ち上がりで検出面までの高さは45c皿を計る。

(床)北半は地山砂礫面を南半では一部掘り方を認めるが地山シルトをそのまま床面とする

部分が多い。南西部分では賄lカマド焼土の散乱があり踏み固めて床面としている。

(柱穴) 認められない。

(周溝) 認められない。

(カマド)肌lカマド 西壁南半の中央に施設された旧カマドであり、煙道、煙出しのみで

他は痕跡を残さないo煙道底面は床面より約20cm上がり、幅35cm、深さ18cmで溝状に127cm西へ

ほぼ水平にのび煙出しとなるo煙出しは、径35cmX40cm、深さ30cmを計り、底面は煙道底面よ

り13cm低くなる。

賄2カマド 東壁の北半中央に施設された新カマドである。カマド構築の掘り方はなく、燃

一
229

-



焼部の火床はほぼ平坦で間口40cm、奥行50cmあり、袖はシルトを主体に用いて構築している。

煙道は火床から若干上がり、幅40cm、深さ30cmで長さ106cmの溝状で東にのびるが、煙出しとの

区別はない。

Sし二131.50m

12 117 シルト

A- 1 

B

C-D 7.5YR∴2/1.駄∴∴色.∴二王 1- 7c の叩既を多最に含む 
2 II

II 1・- 3c の円陳を兼十禽-む 
3 l食物を 千含む 
4 5YR 3/1 瓜∴褐一 色 土 シルト 十合も・ 

5 シルト、根上、小門摸着手、遺物多く含む 
6 5YR 2/1 1I 機工、l巣を岩下含む 
7 7.5YR 3/1 II 

8 5YR 3/1 Il シルト岩手含む 

E- 1 

F

C-H 10YR4/3瑛褐色シルト 黒色土混I)で汚れていろ 
2 l.l褐 色 土 

3 10YR 3/l II シル 合、特上寮千含む 
4 10Y【12/2 II 焼土着 乙・ 

5 10YR 3/2 II シIレ 此 規土着千 
6 10Y書て 3/3 蹄赤褐色焼 I爪色土 生/ト混合 

7 10YR 3/2 褐 色 ユ 焼土、 ンルト混合 
8 5YR 2/3優 赤褐色焼」 無色土、シルト混合 
9 10YR 2/2 褐音 色 土 焼土着一千 

10 lI II 

11 5YR∴4/2
灰褐色焼土 一斑色‾ 3-7c巾の円既Iを含む、根上は糠、 

焼郎て● 多、懐道都はシルト貨土 
12 7,5YR 4/2 灰褐色シルト 肌色土混入、筑士君子 

l凸 5YR 2/1 思∴褐音 色 土 砦二手 

】b 5YR 3/1 II 規土着二 

2 5YR 3/2 鴫赤褐色根上 那 土着 半合-む 

3 10YR 2/2 凧∴褐音 色 土 規ユ 若千金も・ 

第67図 58号(丁gI2)竪穴住居跡
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(その他の施設) pl̃P3があるo Plは径54cmX64cmの楕円で10cmの深さをもち、赤褐色焼

土を主体にその上下層に黒色土の堆積土をもつ。 P2は径35cmX50c問の楕円で深さ10cmを計り、

焼土を含む黒色土を堆積土とし蛮破片の細片を含む。これらの3ピットは、北東隅のPl・

P2が賄2カマド期の貯蔵穴で堆積土が互層状のPlが先でP2が後になると推察できる。南

西隅のP3は、賄lカマド期の貯蔵穴とみられる。

出土遺物 (第66- 2図)

A類杯1点、双耳杯1点、鉄製品1点、計3点の図示。

NolのA類は南東隅ピット内出土o反転復元に依るもので推定口径13.4cm、同底径6.2cm、

同器高4.1cmの大きさである。

蝿2は須恵器の双耳坑取手部分と体部の破片である。残存部下端に積を呈す部分が僅かな

がらも有ることから台付の器種になるかもしれない。外面は取手下部より下端まで灰かぶりが

みられるが、内面はロクロナデの素地がそのまま残る○灰色を呈すいわゆるA類の杯と同様の

色調であるo断面にみる胎土も器面と同色であり、やや石英細粒の混入が目立つ。

賄3は床面出土の鉄製品である。残存長4cmで方形の断面を呈す。角釘の類と思われる。

59号(丁j21)竪穴住居跡 (第68図 第49表 写真図版35・71)

(重複 改築)他遺構との重複はない○カマドの改築があり、北壁に旧の蝿1カマド、南壁

に新の‰2カマドがある。

(規模 平面形 方向)東西3.8m、南北3.8m、面積11.22宙の正方形を呈する。カマド方

向軸はNolカマドでN-6030’-E、 No2カマドでN-182O-Eである。

(堆積土) 2層・ 3層の黒色土と黒褐色土が主体となり、前者には小礫を含み後者にはシル

トを少量含む、壁ぎわには混りの少ない黒色土の6層があり、概ね以上の三大別の堆積土にな

る。

(壁)壁はほぼ垂直に近い立ち上がりで検出面までの高さは20cmである。 No2カマド部分

を除く壁沿いに周溝があり、その底部に土留施設の杭跡と推察される小穴が認められる。

(床)全面に掘り方をもち、シルトと黒色土の泥土を用い構築したほぼ平坦な床面を呈する。

(柱穴) PlへP6、 P8の7ピットが柱穴状であるが、位置上から柱穴の可能性をもつのは

PlとP4である。それぞれ、西壁と東壁の中点近くで壁から60cmへ65cm内側にあって対となり、

2・7mの間をもつPlは径24cmX30cm、深さ24cm P。は径22cmX24cm、深さ20cmを計り、柱痕は

確認できない。

(周溝) No2カマド部分を除く各壁沿いにあり、幅15へ20cm、深さ10cm内外を計る。底面に

は土留施設の杭痕とみられる径10伽内外で深さ5mほどの小穴が検出され、西壁沿いでは特に
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密に検出された。

(カマド) Nolカマド 北壁の東半中央に位置し、煙道、煙出しのみ残る。煙道底面は煙出

しに向って傾斜し下がり幅15cmへ35cm、深さ10cmへ35cm、長さ100cmの溝状で煙出しは径45

No2カマド

㊨木根等による艇乱
へ-R C-D

1a 了.5YR労∴黒点婦包子 t- あり、シIしト少量 

1b 
I 

七書上洛I) 

2 了.5YRタ(甲∴色∴」 七恨みI上 ′ト蹟合し・ 

3 主5l’R労 華的色 シルト小敵含む 

4 了.評R労∴栢暗梱包臆 毛根とシ′しト合し 

⊃ 上評Rタ狗課 色シ/しト 黒色士を含む 

6 .5YRタ(. 包
臆 

l .Sl′R労∴甲工場色 シルトを合し・ 

l .待R杉∴甘口鴇色臆 章状技士〉† ∴ 校を含む 

2 .51’R労 黒 色∴」 炊、撫上 ルトを埠湘こ合し・ 

3 .昔R労∴甲褐色や 華包子まじ )、士勘†合し・ 

」 吊YRケ(黒 色
ふ 

シルト宮城 こ合し・ 

5 7.待R労∴岬当馬色土 毛根.峰士少照合も 

6 .昔R労∴理∴色 士 毛撮あI) 

l .;YR舞:町的色土 毛織もI)、シ′白をプロノク湘二含む 

8 .;1’R労 結託褐色十 健土き串部こ含む 

9 .待R舞∴暗褐色良工 簸、事明太のシ)しト合し 

10 .昔Rタま黒褐色シIしト 焼土母状に含む 

= 7.昔R上り1華∴色.」 焼土を含む 

12 吊YR,争 瑠褐色「 当 り 

0 1 2m

Sし二131.80m

1 10YRタイ 華∴色I 焼‾ .、シ′しト間柄二含む、十謹告もI〉 

2 10YR〉乞 褐色優」 規」 プロ′ク、黒色十を含む 

3 7.5YR舞∴暗褐色僚」 接」 .プロっク捕こ含む、士穂高“あり 

4 了.5YR労 師窪褐色・ 於と憾土合も・ 

5 10YR舞踊褐色シルト 

6 7.5l’R上〃自民∴包 丁 性十、億を合し・ 

7 7.51’Rタイ シル上∴焼十億苦手合しi 

8 根上岩手 

9 
牛 シルト茸干 

10 了.̃YR)(褐色シルト 規」 .を含む 

n 当 り 性」 .少掃含む 

)2 了.iYR労∴華∴色 炭、持溝の良工、シIしトを含む 

13 5YRタイ 爪褐色十 シルト混入 

= .5YRタイ シルト含む 

15 .5YRタイ 

第68-I図 59号(丁j2I)竪穴住居跡
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CmX50cm、深さ55cmを計る。

賄2カマド 南壁東端に位置し、燃焼部は掘り方をもち、火床は間口45cm、奥行50cmほどで

あり、袖はシルトを主体に用い構築している。煙道は認められず、燃焼部の南約100cmに径40cmX

50cm、深さ20cmのピットがあり、位置的に煙出しの可能性もある。漆紙の出土をみた。

(その他の施設) No2カマドの左袖北に、壁に接してP,がある。径55cmX60cm、深さ14cm、

焼土と炭を粒状に含む黒褐色土と極暗褐色土を堆積土とし、聾の破片を含む。貯蔵穴の可能性

がある。

出土遺物 (68-2・ 3図 第49表)

杯形土器4点、須恵器蓋1点、整形土器5点(拓影図1)、鉢形土器1点、鉄製品2点、砥石

l点、計14点の実測。

杯形土器は回転糸切に依る切離しのものが多く、他に同種の底部片が床面に散在する。ただ

し、 C類は1点もみられない。

嚢はロクロ成形のみ図示しているが、破片としては木葉底部片・内外面刷毛目を有す土器片

等が少量ながらも床面にみられる。また、底径7.3cm大の土師器でへラ切痕を有すものもある。

賄6は須恵器の鉢形土器。推定口径約30cm大。外面のロクロナデは一部に木口も利用されて

いる。内面の体部は横・斜位の調整が交錯する。一見して刷毛目様でもあるが、木口利用のナ

第49-1表 土不 形 土 器 一 覧

芸 写 

種 別 

切 調 調 
法 址(cm) 

・● 先 

外 

備 考 

測 図 番 

英 誌 

離 
整 枝 盤 部 

傾 角 

′叉 ′叉 
o

-命● 

(二l 了テ (二つ 7テ 

し 法 位 口絵 (a) 底准 (b) 器∴高 (d) 度 (∂○) 

1 213 A 類 回転糸切 無 調 整 / (13,2) 6.6 4.5 2.0 2.9 53 (床面) 

2 A 類 ヘ ラ 切 蜜∴掴∴蛭 / (13.8) 7.0 3.6 2.0 3.8 46.5 内面に付着物あり。(P,堆積土) 

3 B 頬 回転糸切 無 調 整 / (14.0) 6.0 4.3 2.3 3.3 47 一部(底部内面)青灰色でA頬的。 

4 聾 
調整のた め不明 

回転へラ削り 体 上 部 重9.4 

(ソマミ優) 3.8 4.2 仁リマミ盛〉 1.1 

B類的色調(10YR%浅黄橿)。(床面) 

5 B 頬 回転糸切 辱∴拘∴挫 / ー 7.2 
ー 

(堆積土) 

第49-2表 萎 形 土 器 一 覧

実 測 図 番 万 写 典 番 7デ 

種 別 

法 鮎(cm) 外 面 調 整 内 面 調 整 

備 考 

口 径 ● 嵩∴高 最畑推 口結節 休 部 口綾部 休 部 

7 土師器 (22.0) 
ー - ー ログロナデ 

叩目十 へラケズI′ 
ログロナデ ヘラナデ? 反転復元。給積み。(南カマド内) 

8 土師嵩 (22.0) 
ー - ー ログロナデ ヘラケズリ 不 明 不 明 休部に凹部分あり。煤付着。反転復元。 

9 土師器 (11.0) 
ー ー ー ログロナデ ロタロナデ ログロナデ ログロナデ 反転復元。小型毅。 

10 須恵器 (23.0) 
ー ー ー ログロナデ ログロナデ ログロナデ 一部へラナデ 反転復元。(床面) 

11 須恵器 拓影図。外面平行ロ帽、-部格子目。内面竹管様の押庄痕。頭部付近は平行叩目。(床面) 
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第68-2図 59号(丁j2I)竪穴住居跡出土遺物
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59号(Tj21)竪穴住居跡

第68-3図 59号(Tj2i) ・ 60号(UeO9)竪穴住居跡出土遺物

デである。灰色を呈す硬質の仕上がりである。

賄14は床面出土の砥石。白色細粒凝灰岩。灰白色を呈す軟質な素材である。 5面に使用痕が

観察される。 10×3.4×2.9cm辺長の直方体に近い形状。

一
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60号(UeO9)竪穴住居跡 (第68-3・ 69図 写真図版35)

(重複 増改築)増改築の可能性としては、床面西半に検出された亡状溝が、旧平面の壁関

連施設である場合の拡張がある。しかし、亡状溝の西壁沿いに中半で西壁方向に走る短かい溝

があり、壁関連施設と異なる溝とも言えるが、現状では増改築を断定できる積極的要素はな

い。

WO9

S252十

1 2m

Sし二131.500m

1 10l’R上了1l(川l:色∴上 シIしト 星人工手1-車の大の轄少轟ふI) 

允 )OYR舞 黒褐色上 者ソ者、/する 

2b )Ol’Rタを 十質(三盆とはぼ同じ 

2ぐ シルト混入雷ソポリしていろ 

3 10YRタイ 靖的色十 黒褐色士とシルトの混士、径2-6博大の暖を多軸こ含む 
う 10YRウ(暗褐色シ′しト 

5 10l’Rタを 黒褐色子 雌褐色シIし出所手1ぐの夫のプロ∴クで.星人 

6 10l’R%質褐色シ′しト 

上- 101’Rタ(.生 色 上 

Ib 
†-

1 結l的大の健十が多吊i二混入 

2 10l’R労∴轟白鴎色十 .91色十と前褐色シIしトの泥土 

3 10YR労 音里褐色十 )a同 にも撮るが、よI)技士吊が多くシ′しトっ!礼、 

4 IOl’Rメイ 瑠褐色十 男色士と賞褐色シIしトの泥土、農工の′トプロノク争1庸二あり 

5 5YR労∴岬工場色 全般(二根上、シ′しトが混入 

6 5YR〉舌赤褐色シルト 事典を受け丁、る、徹褐色シIしトのプロ′クあI)、華色事少吊混入 

7 10YR%耐褐色シlしト シ′しトを轟十に接・1∴爪色士が鷹梓状に混入 

8 7.5YRメイ
7 黒色十少昂混入 

9 10Y只労 爪褐色士 シ′しト瑠 

10 10YRタを 小蹟少馬合し・ 

)1 101’R努 蜜混入 

】2き 5YR労∴赤褐色根上 シIしトの健士化 

12b )OYR%貨褐色シIしト 観て .化した都分あI) 

13 5YR労概 褐色十 接」 .と黒色士の湿十 

I4 5YR%∴方 褐色健十 瑠褐色シ′しトの健」 化、2-3隣の接十プロ ′ク、黒色十混入 

第69図 60号(UeO9)竪穴住居跡

ー 236鵜



(規模 平面形 方向)東西3.9m、南北4m、面積12.95証のほぼ正方形の竪穴住居跡であり、

カマド方向軸はN-12o-Eである。

(堆積土) 上から1層の黒色土、 2層の黒褐色土があって堆積土の主体をなし、床面上に3

層のシルトと黒褐色土の泥土で多量の礫を含む層がある。

(壁) 直に近い立ち上がりで、検出面までの高さは30cmへ40cmある。北壁の北半部に外への

張り出し様部分を認めるが、意図的構築か壁の一部崩壊か明確にできなかった。

(床) 北半は黄褐色シルト、南半は黒褐色土のいずれも礫を多量に含む地山面をそのまま利

用した床面である。床面西半には亡状溝を認めたが詳細は後述する。この溝の外側、すなわち、

北壁西半から西壁と南壁西半沿いに、幅約30cm、厚さ約10cmの黄褐色シルトが貼りめぐらされ

ている。

(柱穴) 南東隅近くに径20cm、深さ38cmほどの柱穴状ピットを検出したが、柱穴としての確

証はない。

(周溝) いわゆる一般的な周溝とは異なる。床面西半に北壁西半から西壁および南壁西半に

かけて、各壁から20cm→35cmほど内側に亡状に走る溝で、西壁沿い中央に壁に向う短かい突出

部がある。満幅は18cmへ35cm、深さ7cmへ15cm程の規模で内部施設はなく、黒褐色土に黄褐色

シルトをブロック状に含む堆積土をもつ。

(カマド) 北壁の中央寄り東半にあって、構築は燃焼部の一部を壁外に張り出し、掘り方に

シルトを叩き込み火床面としており支脚石も認められ、掘り方埋土は火熱により焼土化してい

た。側壁は張り出し部分では地山を利用しているが、内側に連続したとみられる袖の遺存は明

瞭でない。煙道は燃焼部から若干立ち上がり。ほぼ水平にのびる径20cm、長さ100cmのくり抜き

で、先端に径45cmの円形で検出面から28c皿の深さをもつ煙出しがある。

(その他の施設) 北東隅に径43cm、深さ8cm規模の皿状のピットが認められ、堆積土は上に

黒褐色土、下に焼土を多量に含んだシルトをもつ。位置的に貯蔵穴の可能性がある。

なお、住居跡外、煙道の西側に径28cmX60cmの楕円形で深さ30cmほどの、黒色土と黒褐色土

を堆積土にもつピットを検出したが、住居跡との関連や性格は不明である。

出土遺物 (第68- 3図)

出土遺物は少なく、図示したのは須恵器拓影図1点のみである。大嚢の体部下端片であり、

僅かに残る底部は平底を呈している。外面には平行・格子の叩目があり、下端から底部にかけ

ては不定方向のへラナデが加えられる。また、内面はやはり不定方向のへラナデが施されるが、

かなり雑なため輸積み痕を残したままである。内面にかけては多量の煤が付着しており、出土

地点が煙出し内であることからカマド施設に関わる材として転用されたものと推される。

ー
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他に床面から須恵器蓋、大変の体部下端一底部片、長胴襲体部、土師器聾等の破片が出土し

ている。大饗片は外面へラ削り、内面カキ目のもので図示したそれとは別個体のものである。

また、堆積土中からはC類糸切底部片・A類細片が、カマドから非ロクロ土師器片・ロクロ土

師器片や支脚に利用した石等がみられる。

61号(Be71)竪穴住居跡 (第70図 第50表 写真図版36・71)

(重複 改築) 削平のため、竪穴住居跡の床面と掘り方および付設された貯蔵穴様ピットが

遺存したものと推察し、竪穴住居跡としたものである。カマド燃焼部と推察されるPl、貯蔵穴

様のP2・P5を、柱穴状のPl。・P。・P.2が切っており、同類のP,一P。を含め、柱穴状の小ピッ

/β

+N312
E27

O 1 2m

Sし二131.00m

1 

2 
I 

3 )OYRタを I ルトと原色士の 鳩十 
4a I/ 

4b 4凪層よI)シルトが多い 
5 

6 7.らYRメイ 褐色シ ルト 

7 IOYR% 黒 褐 色 士 

1 )OYR死’:黒?喝∴色
‾ 根上、快を着千含む 

2 5YR労∴蹄,赤褐色接ふ シルトがプロ ノク状にi散在、悦を含む 
3 10YRタイ 爪 褐 色 観」 .事 l全件にあI)、朕着手含iむ 

40 10YR井 哺褐 シルト 観音 ー‡ 

4b ・江塙よI)褐色味が強い 
5 10YR労 

6 10YRメイ 褐色 ルト 

7 10YR多く 黒 褐 色 士 シルト と混合 

la 10YR労∴岬l網音 色音 十 賞、観点を少醗含む 
1b II la屑よI)持上、悦が多い 
2 7.iYR,` 鴨 場∴色∴上 赤褐色の機工.ブロックを全般(二含み、大きな茂を含む 
3 10YRタイ ′ ルト と爪褐色土の泥土 
4 10YRタを ‾プロ ノク叛の技士混入、咲着手含む、シルト混入 
4 II I 4凪照よりシノントが多い 

第70-I図 6I号(Be7I)竪穴住居跡
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トは本住居跡より新しいと考えられP9-P11-P12は1.1m-l.2mの間をもち一線上に乗るが

建物等にはならない。

(規模 平面形 方向)東西3m、南北2.5m、面積7.5正ほどと推定され、東西に長い長方形

で、 Plをカマド燃焼部としたとき、カマド方向軸はN-760-Eとみられる。

(堆積土) 削平によって遺存しない。

(壁) 削平のため遺存なし。

(床) 全面掘り方をもつと推察され、北半では黒褐色土、南半ではシルト面を掘り込み、シ

ルト混合の黒褐色土を用い構築した平坦な床面で、南東部に土器片を多く検出した。

(柱穴) 認められない。

(周溝) 認められない。

(カマド)東壁北半に位置したと推察される。すなわち、 Plは約10cmの掘り込みで2層は現

地で火熱をうけた焼土であり、カマド燃焼部の残痕の可能性がある。

(その他の施設) P2へP。の貯蔵穴様のピットが検出された。いずれも堆積土には焼土や炭を

含み、土器片をもつ。径40cmへ50cm、深さ15cmへ40cm規模を計る。

出土遺物 (第70-2図 第50表)

土器は土師器のみ6点、他に鉄製品2点、計8点の図示。杯形土器はA・ B ・ D類の休部破

片が少量出土している程度。また、住居跡内北側には須恵器台付の破片が1点出土している。

なお、本遺構からは球胴を呈する非ロクロ土師器が目立ち、相対的にロクロ成形量が少ない。

特異な遺物として賄6がある。焼土ピットからの出土。須恵器の製作技法を有す酸化焔焼成

の土器。外面は叩目、内面には青海波状の押圧痕が残る。丸底を呈す童形に近い器種が想定さ

れる。また、 Nolは赤色塗彩が施される聾である。外面の体部と頸部に塗られている。頸部の

それは28本確認されるが、方向は必らずしも一定しない。 No3にも赤色塗彩の痕跡らしさもの

があるが、断定はしない。

鉄製品は4点出土している。図示したのはそのうちの2点である。蝿7は7.2×2.1×0.8cm大

第50表 童 形 土 器 一 覧

実 測 図 番 。 プチ 写 真 番 号 

種 別 

法 亜(帥) 外 面 調 整 内 面 調 整 

備 考 

口 径 底 径 蕾∴高 撮畑抱 口綾部 休 部 口綾部 休 部 

1 214 土師器 15.3 8.6 17.0 17.0 ヨ コ ナデ ヘラミガキ ヨ コ ナチ ヘラ ナデ 木葉底。球胴形。赤色塗彩あり。(床面) 

2 土師器 (18.0) 
ー ー ー 

ヨ コナデ ヘラケズリ ヨ コ ナデ 刷 毛 目 非ログロ、肩部右投。口唇下に沈線。 

3 土師器 ー 
9.5 

ー 
28.0 

ー 
刷毛目十 へラミガキ 

ー 刷 毛 目 多量の煤付着。底外面ミガキ。黒斑あり。 

4 土師蓉 (19.9) 
ー ー 

(17.4) ログロナデ 
ログロナチ 十へラケズリ 

ログロナデ ヘ ラ ナデ 反転復元。焼付誰。(床面) 

5 土師器 ー 
7.7 

ー ー ー 
刷毛目十 へラケズリ 

ー 
ヘラナデ 十刷毛目 

幹積み。虞外面へラケズー)。(堆舐土) 

(博〕6は省略)

ー
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0 5 1 0cm

第70-2図 6i号(Be7I)竪穴住居跡出土遺物
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熱痕が認められ、袖は遺存せず、煙道の一部分が残る。

(その他の施設) 現状では不明である。

62号(Na68)竪穴住居跡 (第71図)

(重複 改築) 認められない。

(規模 平面形 方向)削平のためか極めて遺存状況が悪く、西半はほとんど遺存しない。

現存の東西はl.1m、南北2mであり、方形の平面を想定できるが全容は不明である。カマド方

向軸はN-850-Eである。

(堆積土) 若干の焼土ブロックと炭を含む黒褐色土が上を覆い、カマド部分に暗褐色焼土と

黒褐色土に焼土、炭の混合土がある。

(壁) 東壁で比較的直に近い立ち上がりをみるが、大半は明瞭でない。検出面までの高さは

10cm内外を計る。

(床) 全貌は不明であるが、地山シルトをそのまま利用したものと想定される。

(柱穴) 現状では不明である。

(周溝) 現状では不明である。

(カマド) 東壁中央に位置、焼焼部は壁外に出若干の掘りこみをもち、地山面の火床には火

E19 E21

告 S33十⊥? 十S33

+s36
E21

1 3
2 3

0 1 2m 4

Sしこ132.00m

7.5YR劣 隷∴禍 色 土 健土プロノク炭若干もI)、

5YR% 暗 褐 色窺土

5YR労∴黒 褐 色 土 塊士族混合

7.5YR%∴挺暗褐色/ルト 若干の加熱あI)、

第7I- I図 62号(Na68)竪穴住居跡
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a b a b

2

0 5 10m

第7i-2図 62号(Na68)竪穴住居跡出土遺物

熱痕が認められ、袖は遺存せず、煙道の一部分が残る。

(その他の施設) 現状では不明である。

出土遺物 (第71- 2図)

A類1点、鉄製品1点を図示した。 NolのA類は反転復元による。計測値は何れも推定によ

るもので口径13.2cm、底径7.6cm、器高3.8cmである。切離しは回転糸切で再調整はみられな

い。 No2は、鍛身部がはっきりしない。全長10.6cmで茎尻部が細くなっている。

67号(Dc12)竪穴住居跡 (第72図)

破壊される南東隅カマドの煙道、煙出し部のみ精査した。竪穴住居跡は検出面の平面観察で

第72図 67号(DcI2)竪穴住居跡
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は重複は認められず、東西4m、南北3.75m規模で南東隅カマドの他に東カマドがある。

南東隅カマドの煙道は長さ約50c調、径20c鵬のくりぬきで先端に径30cm内外の円形平面で深

さ45cmの煙出しがあり、長胴襲(第79図)が縦位に設置されていた。煙道の周壁と煙出し底部

から側壁の一部は火熱による焼け方が著しい。

なお、出土遺物については、後述する「未精査遺構出土遺物」の項を参照して頂きたい。

(2)竪 穴

1号(Ka50)竪穴 (第33-1図…Pl13 写真図版18)

(重複 改築) 24号竪穴住居跡に西壁を切られる、北西および南西隅は確認でき、西壁の中

央部分で重複する。

(規模 平面形 方向)東西2.4m、南北2.2mで4.5誼のほぼ正方形の平面形をもち、南北方

向軸は真北を向く。

(堆積土)黄褐色シルトの混入した黒褐色土のみの単層である。

(壁)やや外傾ぎみて検出面まで10cm-15cmの高さをもつ。

(床)若干の凹凸をみるが、地山をそのまま利用した床面である。

(柱穴) 認められない。

(周溝) 認められない。

(その他の施設)南壁中央付近にP.があり、径50cmx45cmの円形で約10cmの深さをもつ、性

格は不明である。北壁中央付近に径20cm程度で円形範囲の現地性焼土があり、床面に弱い火熱

をうける。

2号(」aO6) (第38-1図…P127 写真図版21)

(重複 改築) 東半部を29号竪穴住居跡によって切られる。

(規模 平面形 方向)東西4.7m、南北3.7m、面積15.13誼が推定され、東西に長い長方形

を呈し、規模と平面形が29号竪穴住居跡と類似する。南北方向軸は真北からやや西に傾く。

(堆積土)シルト混りの黒褐色土の単層でシルトがブロック状に混入し人為的可能性が強く、

いわゆる床面構築土となる可能性が強い。

(壁)外傾する立ちで検出面まで10cmほどを計る。南壁の3分2以上は撹乱破壊をうける。

(床) 堆積土の項で述べた黒褐色土下は、凹凸のある黄褐色シルト面であり、生活面を認め

ず、堆積土上面にも生活面の形成はない。したがって、現状では床面とし得るものは認め難い。

(柱穴) 認められない。

(周溝) 認められない。
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(その他の施設) 認められない。

(出土遺物) なし

くつ

SL二131.80m

∧一B C- D

1 10YRタを 思 薄 色言上 根上、炊、 上暮片含、部分(二シルト 
2 10YI〈労 黒 色 十・ 

3 7.5YR労 II II 

4 10YRタ舌 II 2層よりやわらかい 
5 5YR舞 赤褐 色 士 矩」 現地性で靖に強い火糾 
6 5YRタ舌徹的赤的色士 規、l 

7 II II 順 臆上枝上 火線で変色 
8 10YIく劣 黒 褐 色士 :点 

P1 20×20

P2 20×18

焼P1 45×40

焼P2 40×34

8

2

6

7

2

3

第73-I図 3号(しh30)竪穴

3号(」h30)竪穴 (第73図)

(重複 改築) 認められない。

(規模 平面形 方向)東西4.2m、南北3.5m、面積13.53証の東西に長い長方形を呈する。

長軸方向は真北に対してほぼ90o東を向く。

(堆積土) 削平のため現存する堆積土は5cmへ10c鵬と薄い。主体は焼土と炭を含む黒褐色土

で、部分的に混入物のない黒色土がある。

(壁) 削平でほとんど遺存しない。床面から大きく外傾する立ち上がりでわずかに痕跡を残

すのみで、検出面まで5cm内外を計る。東壁北半の一部に張り出しをみるが特別な施設はない。

(床)全面に掘り方をもち、黒色土とシルトの混合土を用い構築したほぼ平坦な床面である。

(柱穴) P,とP2の柱穴状のピットを認めるが、柱穴としての確証はない。 Plは径20cmX

20cm、深さ28cm、 P2は径18cmX20cm、深さ32cmを計る。

(周溝) 認められない。
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(その他の施設)床面中央の西寄りに現地性の焼土をもつ焼土Plと焼土P2があり、焼土P,

は40cmx45cm、焼土P2は34cmX40cmの円もしくは楕円状の範囲を、それぞれ6cmへ7cm程度掘

りくぼめており、火熱による赤変部分が認められることから地床炉の可能性もあり、周辺には

焼土の散布が顕著である。

出土遺物 (第73」2図博lへ5)

A類杯2点、襲形土器1点、鉄製品2点を図示o他に破片として床面からC類体部片とB類

の糸切底部片が出土している。また、堆積土内からは須恵器蓋の破片が2個体分、ロクロ・非

ロクロ各様の土師器片若干等が出土している。非ロクロ片の中には球胴形で木葉底のものもある。

賄lのA類抑ま、床面出土と堆積土上層出土の破片が接合されたものである。口径13.7、底

径7・2、器高3・9cm。へラ切無調整で胎土・焼成良好の杯である。内面は灰オリーズ外面は灰

黄色を呈す。胸・2は、口緑部破片の反転復元資料である。床面出土で口径が11cm強に推定さ

れる。胎土は精良で焼成も良好である○色調は灰色。 No3は床面出土。非ロクロ成形。推定

口径は18・3cm大。口緑部内外面はヨコナデ、体部内外面には刷毛目が施される。輪積み成形で

凹凸痕がそのまま残る。また外面には異変部分がある。

鉄製品は盛土中より3点出土しているが、何れも器種は不明。但し、図示した賄4は紡錘車

が変形したものかもしれない。

4号(Mc24)竪穴 (第73-2 ・74図)

(重複 改築)西壁が現代の用水路によって切られる。

(規模 平面形 方向)東西1.50m、南北2.3m、面積3.45誼、南北に長い良方形を呈し、長

軸方向は真北に対しやや東に偏する。

(堆積土)大概二層になるが、そのうち、南半はほとんど撹乱土の1。→1。層となり、北半の

2層黒色土は撹乱のない堆積土である。

(壁)東壁上端の大半は現代の溝により破壊、立ち上がりは外傾し検出面までの高さは10cm

へ15cmを計る。

(床)東半に掘り方が認められ、黒色土とシルトの攫拝土を用いて床面を構築している。床

面北半に投棄焼土が認められた。

(柱穴) 認められない。

(周溝) 認められない。

(その他の施設) 認められない。

出土遺物 (第73-2図胸6 ・ 7)

台付杯(須恵器)片と土師器蛮のみの出土。
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5号(Mb27)竪穴状遺構

(b) ○○(e)

0 5 10cm

第73-2図 3号(Lh30). 4号(Mc24). 5号(Mb27)竪穴出土遺物
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肌6は堆積土中からの出土。脚部は幅の割には低く、付高台によるものである。一部に自然

粕がかかる。脚径7.1cmの大きさ。

蝿7は出土不明。ロクロ成形による土師器で口径17.7cm、頭部の起上がりがやや不自然であ

る。外面休部には横位方向の叩目が加えられる。

5号(Mb27) (第73-2 ・74図)

(重複 改築) 認められない。

(規模 平面形 方向)東西3.8m、南北3m、東西に長い長方形を呈し東壁南半で若干外に

張り出す。長軸方向は真北に対しほぼ90o東を向く。

(堆積土) 単層で黒色土とシルトの混合した暗褐色土に褐色シルトのブロックを含んでお

り、木板による撹乱が大部分に及び黒色土の木板跡が多い。

(壁) 緩やかに外傾する立ち上がりで検出面までの壁高は約8cmである。

(床) 一部に掘り方が認められ、黒色土とシルトの攫持上を用い床面を構築しており、他は

地山シルト面をそのまま利用している。床面には木板による撹乱が全体にわたっていた。中央

に極少の焼土と炭をみたが、火熱による赤変は認められない。

(柱穴) 認められない。

(周溝) 認められない。

(その他の施設) 認められない。

出土遺物 (第73- 2図賄8へ11)

賄8は脚部の欠落した高台杯。堆積土中からの出土。外面底部の脚部外側に回転へラ削りが加

えられている。 C類の範疇にも係るもので内黒・へラミガキに依る調整で仕上げられる。但

し、休部の起上がりは須恵器の高台付即こみられるタイプのものに酷似している。推定口径17

cm位。

蝿9は堆積土内出土の須恵器蓋片。下端に自然粕がかかっている。推定口径17cm。

耽10は堆積土内出土の鉄製品。一部欠失しているが全長9.1cmで断面は円形を呈す。但し、

錆部分が多く本来の形状はこの限りではない。右端部に突出した形で残る部分が本体であるか

もしれない。’

賄llは両輝石安山岩熔岩塊を素材とする石製品である。中央部を研磨して、両端の自然画を

そのまま残している。用途は不明であるが、陽物石製品の類であると思おれる。出土層位は

不明。

6号(Na27)竪穴 (第75図 第51表 写真図版26・72)

(重複 改築) 認められない。
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7.51’R% 暗褐色土 黒色土シルト混合 /ルトプロ ′ク含む

黒色土ンルト混合

1a 10 R労∴黒的色土 炭、騎士少弛∴脇机あり 

1b リ ノ† 1a層よI)旋土多、Ij シルト少量、舵乱 

lc YII
II 規土碗少、シルト混入樅乱 

2 101’Rタイ: 色」 
3 10YR%: 籾色」 シルト全般に湿る 

第74図 4号(Mc24).5号(Mb27)竪穴

(規模 平面形 方向)東西6.2m、南北4.8m、面積25.20誼、東西に長くやや歪んだ長方形

を呈し、長軸方向は真北に対しほぼ900東を向く。

(堆積土) ほぼレンズ状の堆積をなし、 1層黒褐色土は土器片と焼土中ブロックを含み中央

部に皿状に、 2層黒色土は全域に、 3層の黒褐色シルト質土、 4層黒色シルト質土は周囲壁沿

いに、それぞれ堆積する。

(壁) 外傾する立ち上がりで、検出面までの高さは30cmへ35cmほどを計る。

(床) 全面に掘り方をもち、黒色土とシルトの泥土を用いて構築したほぼ平坦な床面で、固

くしまっているが、壁浩にやおらかい部分がある。

(柱穴) 西壁中央近くに、径30cmX30cm床面から10cmの深さの柱穴状ピットを検出したが、

柱穴としての確証はない。

(周溝) 認められない。

(その他の施設) 床面中央やや東寄りに42cmX 66cmの範囲に焼土を認め、床の一部が火熱

によって赤褐色の固い面をなし、厚さ2cm→3cmを計り、炭が少量散乱していた。短期間であ

るが火の使用が認められ、地床炉的なものかと考えられる。
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l 10YR劣 褐色土 焼土中プロ ノク少fl最とる 
2 10YRタイ 色 土 土器片混入 
3a 10YRタを 褐色土 ′しト買上 褐色シルト小プロノク混在 
3b 中 り ルト節土 3a屑よりシルトブロック少 
4種 10YRタイ 黒 色 土 ルト質土 
4b II II シルト質土 4a燭に褐色ブロック混在 
5 10YR%∴褐 色 土 黒色土シルト混合 床構築土 

出土遺物

第75-I図 6号(Na27)竪穴

(第75-2図蝿lへ8 第51表)

杯形土器3点(台付杯2)、須恵器蓋1点、鉄製品4点、計8点の実測。他に破片としてロク

ロ・非ロクロ成形の土師器片(ロクロの方が多い)が床面や堆積土中から出土している。また、

須恵器蓋は床面からの別個体の破片がもう1点ある。

NolのA類は堆積土中からの出土。灰黄色を呈す。口径13.9cm、底径8.2cm.器高3.9cmの大

きさ。底面に軽いナデがあるが有調整の範囲内ではない。口縁部付近には重ね煤と思われる痕

跡が残る。

台付杯の2点、鉄製品4点については51表の通りである。尚、輯子が1点出ているが、詳細

については別項を参照されたい。
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第51-1表 台 付 杯 一 覧

実 測 図 番 了チ 写 英 語 l二つ 丁子 
切 離 し 調 弦 技 法 調 絃 部 位 

法∴∴∴∴撮(cm) 

備 考 

「i径 底∴径 脚 径 器∴高 脚 高 

2 216 ヘラ切 
ー - 

11.2 7.0 (6.0) 5.9 1.1 B期的色調(10YR妬こぶい碇柘)硬質。(堆紅l二) 

3 不 明 ー ー 
(17.2) (10.6) (9.6) 了.2 1.6 (床面) 

第5l-2表 鉄 製 品 一 覧

実 測 写 十 

種 

調 布 遁 存 

法 昆 断 

備 考 

関 汚 ′子 共 番 ナナ 別 子 部 位 
子 状 態 

長さ(皿) 幅 (m巾 厚さ(m巾 重さ(9) 
面 形 

5 218 刀 子 完 形 品 比較的良好 204.50 

b…1上0 (上・・了.5 

b・‥3.30 (上‥4.50 
14.60 浩茂方形 韮部(こ木質残存。(床面) 

6 219 刀 子 完 形 品 比較的良好 135.50 

b…1こら0 ぐ・‥8.了0 

bi・・5.0 c・‥4.90 
12.50 上:蟹方形 韮端部に本質らしきもの残る。(床面) 

7 220 嬉 子 ー∵錦上欠失 やや不良 65.30 4.90 2.80 4.05 長 方 形 (床面I 

8 221 欽∴∴鍛 豊部大典 比較的良好 65.90 

種‥・8.0 b‥・5.80 

種‥・i上70 b‥・5.80 
5.10 昔:弊鰹影 鍛身長…11.0(14,0)叩 

.\臆B C」) 1I

1 10YIりイ∴黒さ 色 上 咲、高)状地上含む 
1 

II II 咲、料状シルト合し・ 
1 10YRクを 黒的色上 黒色トンルト混合 様1(・m大シルトプロ/タ多数 
1 10Yll雰 黒 色し∴十 シルト 若 手混ろ 

51l l捷上覧校1iリ多い 

5t) II シルト部分的に合し・、位上なし 
6 10YIi% 時的色1 拙質シルト 賠個、口は人 
7 10YIi少を 黒的色! ンルト黒色上の肥乱上 
811 10Yliタイ 黒 色.l 簸.上なし 

8b II Il l、-鮒に綾上を含む 
い II 出世の規上着「・ 
100 10YRクを 黒的色上 ノしト黒色上混合 
iOb“ 

ii
!! ルト黒色上混合 10凪桐よりシルト 多い 

11 10YIく労 Il Iし卜黒色上の舵孔子 

Sしこ132,00m

第76図 7号(Pb33)竪穴

7号(Pb33)竪穴 (第75-2 ・76図 第52表 写真図版72)

(重複 増改築) 認められない。

(規模 平面形 方向)東西2.6m、南北2.lm、面積4.56正、西辺に対し東辺が短かくやや歪

んだ形の東西に長い長方形を呈し、長軸方向は真北に対し約80o東を向く。

(堆積土)  1層と2層の黒色土: 3層の黒色土とシルトの混合土、 4層・ 5層の黒色土、 8

ー
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聾
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a b c d

O O O o

6号(Na27)竪穴

ノ
C d

d a b c d

¶¶ロ 0

a b c革 6

.⊂)

0 5 10cm

第75-2図 6号(Na27) ・ 7号(Pb33)竪穴出土遺物
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層・ 9層の黒色土が主体になるが、 1層・ 2層はほぼレンズ状の堆積を示し、 8層・ 9層は床

直上から壁へ自然堆積の様相をもつが、 3層は多量のシルトブロックを含み、 6層とした暗褐

色粘質シルトが東壁寄りのみ堆積をみること、 3層の中に入り込む4層のあり方等も含め、 3

層一5層は人為的な壁土の可能性もある。

(壁) 垂直に近い立ち上がりで、検出面までの高さは50cmへ60cmを計る。

(床) 中央から北東にかけて掘り方あり、他は地山シルトをそのまま床面としており、南西

部分は非常に固い面をしている。北西隅に木炭が多量に検出された。なお、中央床面構築土下

に現地性の焼土をもったピットを認め火の使用が推察できる。

(柱穴) 認められない。

(周溝) 南東隅および西壁南半の壁沿いに周溝状の溝があり、幅5cmへ10cm、深さ3cmへ5

cmを計る。

出土遺物 (第75-2図肌9へ13)

杯形土器2点、襲形土器2点、鉄製品1点、計5点の実測。他に床面からB類片が1点出土

している。またピット内から外面にへラ削り、内面に刷毛目調整を施す球胴体部片がある。後

者の破片には朱塗り様の痕跡がみられる。

No3は出土層位不明の鐘状鉄製品。3.9cm径前後のリング状を呈す。膨らんだ部分は錆であり、

本来的な形状は断面に示した長方形の規模で構成されるものと思われる。止金具に具されたも

のであろう。

なお、本遺構からは「ナラ」を原料とした多量の炭化材が出土している。 5cm径の円柱形を

呈すもの、厚さ2cm弱で幅5cm位の板状を呈すもの等がある。前者については、木炭として生

産されたものとみて大過ない。

また、これらの炭化材については分析・鑑定結果の5項を参照されたい。

第52-1表 杯 形 土 器 一 覧

寒 写 

種 別 

切 調 調 
法 韮(m) 

・● 先 

外 

備 考 

測 図 番 

英 番 

麓 
盤 按 盤 部 

傾 角 度 口 径 底 径 器
古 

7テ (二つ 7テ 
し 法 位 士 (a) 士 (b) ● (d) 

β○) 

9 A 類 ヘ ラ 切 無 調 整 /・了/ 
11.4 6.4 4.5 1.8 2,5 61 完形品。(床面上) 

10 A 類 へ ラ 切 磨 滅 顕 著 (15,0) (8.6) 3.6 1,7 4.2 48.5 

第52-2表 菱 形 土 器 一 覧

聾 写 典 番 号 

種 別 

法∴∴∴∴址(00) 外 面 調 整 内 面 調 整 

備 考 

口 径 底 径 嵩 高 患大鰐径 口綾部 休 部 口綾部 休 部 

11 土師器 (22.0) 
ー ー ー 舌先半里 ロタロナテ’ 十ロロ 目 

ログロナデ ログロナデ 焼成良。赤褐色。(Q2床面) 

12 土師嵩 (22.2) 
ー ー - 

ヨ コ ナデ 禦勇一具† ヨ コナデ 刷 毛 目 肩部軽い段。原資橙色。(床面) 

ー
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1 101罵1 色士 咲鴇少、五男待合も・ 

2a 101部を: 灼色土 掴大佐土間二 

朴 101彫, 包 上 

紅 II I∴∴∴I 

優上粒と惟少の炭 

3b 
II

I I 

缶用よI囲い、他出乱 

Ja 10、爪タ/律褐色 鮎宮あり、炭下甑二多 

証 中 年 

4a層よI)やや明るい 

4ぐ 10†母を′′I′ 嶋晒よI周ろく、しまりなし 

也 101R舞i′∴∴∴′ 4a亙はりやや撞く、しまりなし 

5a 10l’椛を〃
′′ 

公帥珂1る、やわく砂質シ小倉む 

5b 101博をi′
′′ 

6 101母を′′
′ 

砂質シIし上里色土混合 ・浩二 

了a 101暦年 色i シノント 色土混合 色縛鮎二坑章二混入 

了b 101母君 鴇色」 ンIしト 握二混合 蛇 炭坑し 

8 
I 

シ)し上. 色士混合 絃∴ 時・を含む 

9 )OI即潤色士 砂買シl生 覇羅門士靖子混入 

2m

Sし二132.00m

㊨村鰐による解し

第77図 8号(Pb36)竪穴

8号(Pb36)竪穴 (第77図)

(重複 増改築) 西側が調査区外のため詳細は不明だが現状では認められない。また、調査

区外にカマドがある可能性もあり、竪穴住居跡になり得ることも否定できない。

(規模 平面形 方向)東西は不明、南北2.4mあり方形と推察される。南北方向は真北に対

しやや東偏する。

(堆積土) 五大別される。すなわち、 1層、 2層、 3層、 4層・5層、 7層で、床面直上の

7層が黒色土とシルトの混土で焼土と炭を多く含むが、他は黒色または黒褐色土で類似する土

性であるが、混入物等に差異がある。

(壁) 垂直に近い立ち上がりで、検出面までの高さは60cmを計る。

(床) 一部に掘り方をもつが、大部分は地山シ)レト面を床とし比較的凹凸がある。

(柱穴) P,・P2の柱穴状小ピットがある。 P,は径15cm深さ25cm、 P2は径17cm深さ15cmを計

るが、いずれも柱穴としての確証はない。

(周溝) 東壁と南壁沿いに幅10cm内外で深さ5cmへ12cmほどで認められる。

(その他の施設) 南東隅に方形の張り出しピットがあり、短軸25cm長軸35cmの長方形で深さ

40cmを計り、遺物等の出土はなぐ性格も不明である。

出土遺物

破片のみの出土であり、図示できる個体はない。床面からは外面にへラ削り痕を有す非ロク

ロ土師器体部片が若干、また堆積土下層から底面にへラ削り調整を加えるA類底部片が出土し

ている程度である。蛮類の破片で明らかにロクロ成形と思われる例はない。
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第78-i図 9号(Pg2I)竪穴

9号(Pg21)竪穴 (第78図 第53表 写真図版72)

(重複 増改築) 重複と増改築は認められないが、 49号竪穴住居跡の南壁と本竪穴の北壁は

ほとんど接する状況にある。

(規模 平面形 方向)東西3.3m、南北3.4m、面積9.60I正ほぼ正方形の平面を呈し、南北

方向軸は真北に対し若干東に偏する。

(堆積土) 1層および4層・ 5層は自然堆積とみられるが、 2層・ 3層は黒色土とシルトの

攫拝土で人為的壁土の様相を呈し、一部壁ぎわを除き1層下から床面まで認められる。

(壁) 南・北壁は比較的垂直に近いが、東・西壁は緩やかに外傾する立ち上がりであり、検

出面までの高さは14cm̃22cmを計る。

(床) 西壁ぎわは暗黄褐色の地山シルトをそのまま床面とする外は、掘り方をもちシルトと

黒色土の泥土を用い床面を構築している。南壁寄り中央部に投棄された黒色土混りの焼土を多

量に認めた。

(柱穴) 認められない。

-
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(周溝) 認められない。

(その他の施設) 認められない。

(三三二夢二 0

3

(a)
4

0 5 1 0em

第78-2図 9号(Pg2I)竪穴出土遺物

出土遺物 (第78-2図 第53表)

杯形土器2点、石製品1点の実測。嚢形土器は、床面乃至は掘り方埋土中に非ロクロを主と

した破片が散在する。図示した以外の杯は、床面にへラ切無調整のA類底部片(底径8cm・灰

橙色・硬質)、 B類の休部細片2点がみられ、 C類は無い。

賄3は出土層位不明の石製品。偏平部分の中央付近から側面のやや上位方向に穿孔が為され

る。 3.3×3.6cm径、厚さl.7cmの大きさ。にぷい赤褐色を呈す石質細粒凝灰岩を素材とする。石

錐と同様の用途に使用されたものであろう。

第53表 坤 形 土 器 一 覧

実 写 

種 別 

切 調 調 
演 出(調) 

・● ㌔ 

外 

備 考 
測 図 

典 
離 

整 盤 
傾 角 器話題容易音容 

曹 7チ 番 号 

し 
技 法 部 位 口絵 (a) ● (b) 品 (d) 度 β○) 

1 225 C 類 
審問!睦のた め不明 

手持へラ削り 底 部 12.2 6.8 3.5 1.8 3.5 50 (床面) 

2 226 A 類 ヘ ラ 切 無 調 整 15.3 9.0 6.8 1.7 2.3 60.5 底部外面に少出の赤色付着物。(床面) 

10号(Pi21)竪穴 (第61図…P205 写真図版31)

(重複 改築) 52号竪穴住居跡の西壁と本竪穴の東壁が重複し、本竪穴の方が新しい。

(規模 平面形 方向) 東西3.4m、南北2.65m、面積4.94証の、ほぼ正方形に近い平面形を

呈する。南北方向軸はN-100-Eである。

(堆積土) 大別三層になる。すなわち、堆積土断面図の10層としたシルト小粒子を含む黒褐

色土、 11層の径2cmへ5cm大のシルトブロックを多量に含む黒色土とシルトの混合土のにぷい

褐色土、 13層の黒色土とシルトの混合土にシルトブロックを含む暗褐色土とが主体となり、 11

屑篭では、シルトブロックの混在のあり方は拇拝状とも推察され、人為的な可能性も

ある。
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(壁)東壁に部分的にシルトを用いた貼り壁が認められた。全般に垂直に近い立ち上がりで

検出面まで30cmの高さを計る。

(床)全般に掘り方技法により、黒色土とシルトの泥土を用いて構築し、床面の凹凸は認め

られないが西方へ若干低くなる。

(柱穴) 認められない。

(周溝) 四壁沿いに認められ幅15cm深さ15cmほどである。

(その他の施設) 認められない。

出土遺物

破片のみの出土であり、図示できる個体はない。外面に刷毛目を有す非ロクロ土師器片、叩

目を有すロクロ成形土師器片等があるが何れも堆積土中からの出土である。非ロクロ土師片中

には球胴形を呈すと思われるものもある。須恵器やその他の製品は皆無である。

(3)未精査遺構出土遺物 (第79-1 ・ 2 ・ 3図 第54表)

本遺跡内では、既述のように検出面まで表土を剥いだ段階で保存処理をした一部遺構がある。

第79-l ・ 2 ・ 3図はその対象になった遺構のうち、住居跡内の堆積土上で採集可能の遺物分

についてのみ掲載したものであるが、本項では未精査遺構出土遺物として一括記載する。また、

図版上では、遺跡内北側遺構からの出土遺物から南側のそれまでの遺物を順に示しているが、

説明の多くは一覧表を以って替えることとし、各遺構内のセット関係等の詳細については特に

触れない。

なお、記載の遺物を出土している遺構は下記に示した竪穴住居跡22棟である。

67号(Dc12)竪穴住居跡…第79- 1図No l - 3

70号(Dg12)竪穴住居跡…第79- 1図賄5

72号(Dg24-1)竪穴住居跡・・・第79鵜1図No 7

76号(Di59)竪穴住居跡・・・第79-1図肌9 ・ 10

104号(Fi74)竪穴住居跡…第79- 2図的13へ15

109号(Hf71)竪穴住居跡…第79- 2図No17̃19

111号(Ia77)竪穴住居跡…第79- 2図No21

114号(Id71)竪穴住居跡…第79- 2図航25へ27

147号(JgO6)竪穴住居跡・・・第79- 3図No29へ31

144号(Ka15)竪穴住居跡…第79- 3図皿33

142号(KcO6)竪穴住居跡…第79- 3図‰35へ37

152号(Jf65)竪穴住居跡…第79- 3図肌42

68号(Df15)竪穴住居跡…第79- 1図恥4

73号(Dg24-2)竪穴住居跡…第79- 1図‰ 6

71号(Dh15)竪穴住居跡…第79- 1図皿8

94号(Ff50)竪穴住居跡…第79- 1図賄ll ・ 12

110号(He77)竪穴住居跡・・・第79- 2図No16

120号(HjO9)竪穴住居跡・・・第79- 2図肌20

113号(Ic65)竪穴住居跡・・・第79- 2図No22へ24

118号(IOO6)竪穴住居跡・・・第79- 3図肌28

1紬号(Jh33)竪穴住居跡…第79- 3図肌32

143号(KbO9)竪穴住居跡…第79- 3図耽34

138号(Ki12)竪穴住居跡…第7㌻- 3図皿38へ41
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第79- I図 未精査竪穴住居跡出土遺物
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第79-2図 未精査竪穴住居跡出土遺物
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第54-1表 杯 形 土 器 一 覧

遁 寒 写 

種 別 

切 調 調 
法決 址(00) 

・● 乱 

外 

備 考 榔 

測 図 番 

英 誌 

離 
整 枝 盟 邦 

傾 角 度 口 径 底 径 器
首 

名 了テ 7テ し 法 位 
王 (a) ● (b) 「〇九 (d) β○) 

73号(Dg24-2)住 6 A 類 ヘ ラ 切 無∴調∴盤 / (14.0) (9.0) 3.4 1.6 4.1 54 

71号(Dh15)住 8 A 類 
調整のた め不明 

回垢へラ削り 
休部下端 

ー底部 (16.0) (9.8) 4.5 l.6 3.6 55 外面に多盛のカーボン付着。 

94号(Ff50)住 11 A 頼 回転糸切 無∴調∴整 (13.6) 6.4 4.4 2.1 3.1 50.5 

l調号(Fi74)住 

13 A 頬 ヘ ラ 切 無 調 整 /// (13.6) (8.6) 4.4 1.6 3.1 59 (堆積土) 

14 A 類 ヘ ラ 切 毎∴調∴熊 (13.8) (7.4) 3.6 1.9 3.8 52.5 (堆積土) 

113号(Ic65)住 

22 A 類 回転糸切 回柘へラ削り 
休部下端 

ー底部 (13.0) 7.0 4.0 1.9 3.3 53.5 底部調整外周のみ。 

23 C 類 底部大矢 - 一 
(1l.8) 

- - ー 
(堆韻土) 

147号(JgO6)住 

29 A 頬 ヘ ラ 切 蜜∴蛸∴鮪 / (13.0) 7.2 3.2 1.8 4.1 46 

30 A 類 ヘ ラ 切 毎 調 整 ∴・了 (13.4) (7.0) 3,8 1.9 3.5 54 

130号(J胎3〉 住 32 C 類 底部欠失 回伝へラ削り 休部下端 (22.0) 
ー ー ー 

(堆積土) 

144号(Ka15)住 33 D 頬 非ログロ 手絡へラ削り 外 面 13.0) 5.6 5.3 2.3 2.5 54 
外面調整、口緑はヨコナデの 後へラ削りか? 

143号(K的9)住 34 B 頬 ヘ ラ 切 無 調 整 /// (12.6) (6.8) 4.2 1.9 3.0 55 色調10YR労浅黄橙色。(堆積土 

142号(KcO6)住 35 B 頬 底部欠失 
ー ー 

(14.0) 
ー ー ー 

軟質。(堆積土) 

138号(Ki12) 住 

39 A 類 ヘ ラ 切 無 調 整 /// 13,3 8.2 3,7 1.6 3.6 54 

40 A 頬 ヘ ラ 切 無∴調∴盤 / (15.2) (8.8) 3.7 l.7 4.1 49.5 

第54-2表 菱 形 土 器 一 覧

過 構 名 

実 測 図 番 了チ 写 共 番 号 

種 別 

法∴∴∴∴韮(cm) 外 面 調∴盤 内 面 調 整 

備 考 

口 径 底 径 器∴高 最畑推 口綾部 休 部 口綾部 休 部 

67号(Dd2)住 l 土師器 (17.8) 8.0 29.9 (14,8) ヨ コナデ 
刷毛目十 へラケズi) 

ヨ コ ナデ ヘラ ナチ 鰹攣紺繍努 

70号(Dg12)住 5 土師器 (15.0) 
ー ー ー 

ヨコナチ 二㌢ヶズ。 

ヘラケズiノ ヨ コナデ ヘ ラ ナデ 肩部投明瞭。小型。 

72号(Dg24-1)住 7 土師嵩 (16,9) 
ー ー ー ログロナチ 

ログロナデ ログロナチ ログロナデ 反転復元。 

76号(Di59)住 

9 土師嵩 (21.1) 
- ー ー ヨ コ ナデ 

ヘラケズI) ヨ コ ナチ ヘ ラ ナデ 
肩部無段。内面黒変。 胎土粗。 

10 土師器 (20.0) 
ー ー ー ロクロナデ 

ログロナデ 十叩目 

ログロナデ ログロナデ 路上粗。反転復元。 

1握号(Fi74)住 15 土師善 (20,9) 
ー ー ー ログロナデ 

ロタロナデ 十へラケズi) 

ロクロナデ ログロでデ 胎土粗。反転復元。 

110号(He77)住 16 土師巷 (19.0) 
ー - - ログロナデ 

木口fl川)のナ チ へラケズリ 

ログロナデ 
木口利用の ナデ 

船上姐。反転復元。 

111号(Ia77) 住 2l 土師器 (15,0) 
ー ー ー ログロナデ;ロタロナデ ログロナデ ロタロナデ 凹凸目立つ。 

l14号(Id71)住 

26 土師嵩 (15.0) 
ー ー ー ログロナデ ログロナデ ログロナデ ロタロナデ 小型糞。肥土湖良。’ 

27 土師嵩 (16.0) 
ー ー ー 

ヨ コ ナデ 
刷毛目十 へラケズリ? 

ヨ コ ナデ 刷 毛 目 反転復元。巻上げ。 

142号(KcO6)住 

36 土師器 (21,9) 
ー - ー ログロナデ 横位叩目 ロタロナデ ヘラナデ? 黒変部あり。 

37 土師善 (14.0) 
ー ー ー ロクロナデ 

叩目十 へラケズI) 

ログロナチ 一部カキ目 巻上げ。小型。 

138号(Ki12)住 38 227 土師蓄 (15.0) 
ー ー 

(13.3) ロタロナチ ヘラケズi) 不 明 不 明 反転復元。剥離・磨滅。 

ー
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雲形土器については以上13点である。出土状況については、 M.1を除き既述の通りである。

肌lについては若干の補則を加える。この遺物は67号(Dc12)竪穴住居跡出土で南壁東側寄

りカマドに付属する煙道部内からの出土である。煙出し部分の起上がり部分に転用されていた

もので内面には多量の煤が付着している。また、遺物そのものも縦に割った形の残存状態で

あり、意図的に判割したものと推される。

須恵器蓋は、 68号(Df15)竪穴住居跡出土の賄4がある。ツマミ部分を含めて1/2弱の欠損。

反転復元に依る推定口径は17.5cm位。台付抑ま肌20・ 23・ 28・41の4点。小型・大型の2タイ

プがある。また、肌12は須恵器の鉢形土器である。破片からの復元であるが、硬質・精良の胎土。

鉄製品は、 67号(Dc12)竪穴住居跡内からの3点のみであるが、図示したのは賄2 ・ 3の2

点である。賄2は、鍛身端部が欠失した鉄鎖と推される。 No3は角釘のようでもあるが、不明

製品である。

石製品は、 109号(Hf71)住より2点、 147号(JgO6)住より1点、合計3点の実測。 No18は

輝石安山岩を素材とする紡錘車。賄19、 31の2点は、斜長石流紋岩を素材とする砥石である。

土製品は、 109号(Hf71)住出土No17の1点。 4.6cm径の紡錘車である。

3 井戸

1号(SjO9)井戸(第80図 第55表 写真図版36)

(重複)他遺構との重複は認められない。

(規模 形態)井戸掘り方の開口部は、東西4・30m、南北4.10m、底部は東西、南北ともに0.5

mを計り、開口部、底部とも平面形は円形を呈し、検出面からの深さは2.Omで底部は砂礫層

まで達している。掘り方は壁が比較的急傾斜を示し揺鉢状を呈するが、検出面から1.40m-1.50

mで壁の緩傾斜部分があり、二段掘りの形跡が認められる。

(堆積土)井戸埋没後の凹みに堆積したとみられるのが1 a層と1 b層の黒色土であり、井筒

内の堆積土が1 c層の黒色土であって、ほぼ円筒状を呈するが壁の崩壊のためか出入りがある。

1 C層の下層は湧水のため観察不可能であった〇秒と小礫を含む2層、シルトを含む3層の黒

色土があり、特に3 b層は大きなシルトブロックが全般に入る。 4層は比較的土器片を含む黒

褐色土で5層は粘性の強い黒褐色土となり、 6層から8層までの暗褐色土、黒色土、黒褐色

土はほぼ一括される堆積で7層を除き砂が多く混入する○なお、 4層へ8層は、中心へ流れこむ。

ー
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l● iOY議 2/2 0鶴亀上 北館的上嶋の出土あiI

lb 7iYR 2/2
青 嶋土を含む

5● 10Y尺 2/2 ル寄主心性▲●I

5b 10Y京 Z/2∴∴∴購

6● 10YI1 3/4 薗青色」

6b )OY議 3/4
n 砂か書く畳へ
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8 )OY櫨 3/3 鴨場色土 砂冒て調Iしやすい

第80-I図I号(SjO9)井戸

以上の堆積土は、 1a層・ 1b層・ 1C層は自然営力による堆積で 3層へ8層は、井筒を

固定するための人為的壁土層と想定される。

(井筒と付属施設)いずれも認められない。堆積土1 C層の状況から井筒の使用が想定される。

出土遺物 (第8叶2図・第55表)

杯形土器10点(台付杯l)、須恵器蛮拓影図2点を図示している。何れも還元焔焼成に依る須

恵器である。このうち恥11は壁土上部、蝿12は底面近くからの出土であるが、同一個体と思わ

れる。杯形土器の出土は埋土中からのもので占められるが、壁際に寄っている場合や遺構中央

部の下層に存在する場合等がある。

賄11は推定口径43cm大の口緑部破片である。頸部に三条の波状紋が二段に繰る。頸部と体部

の接点近くの器肉は1.7cm前後の厚さとなる。他に須恵器大饗の体部片が多量に出土している。

井戸内に投棄された遺物と思われる。

一
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第55表 杯 形 土 器 一 覧

実 写 

種 別 

切 調 調 
法∴∴∴亜(伽) 

・● 坑 

外 

備 考 

測 図 番 

典 蕃 

離 し 

盤 接 盤 部 

傾 角 度 (Oo) 

口 径 底∴径 器∴高 
弓● ⊂二〕 7チ 法 位 士 (a) 

_

王 (b) 
. (d) 

1 Å 類 ヘ ラ 切 録 調 整 (14.0) (8.2) 4.0 1.7 3.5 54.5 (埋土) 

2 Å∴類 ヘ ラ 切 底部残存小 
ー 

(13.4) (6.8) 3.5 2,0 3.8 47 (壁面付近) 

3 A 頬 ヘ ラ 切 毎 調 整 ∴了 (14.2) (8.4) 4.0 1,7 3.6 53.5 (壁面) 

4 台付不 不 明 / // (17.6) 闘 8.8 (常磐 / (培土) 
5 A 頬 ヘ ラ 切 録 調 整 / 16.0 7.0 4,6 2.3 3.5 45 やや軟質。(埋土) 

6 A 頬 ヘ ラ 切 年∴掴∴鮮 / (14.0) 7.8 3.9 1.8 3.6 51 (壁面) 

7 A 類 ヘ ラ 切 無 調 整 / (13.8) 6.4 4.0 2.2 3.5 47 (埋土) 

8 A 頬 へ ラ 切 無 調 整 / (14.2) 7.6 3.7 1.9 3.8 46,5 (壁土) 

9 A 頬 へ ラ 切 辱 調 整 / (14.4) (7.8) 3.9 1.8 3.7 50 磨滅気味。(埋土) 

10 A 類 ヘ ラ 切 摂 調 整 (13.8) (7.2) 3,9 1.9 3.5 49.5 (埋土) 
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4 掘立柱建物跡

推定される建物を含めて16棟である0北側のA→Bブロックに7棟が集中し、他はIへPブ

ロックに点在する。以下はいずれも地山面に検出されるものである。なお遺物は本項の最後に

一括する。

1号(Af18)掘立柱建物跡 (第81図 第56表 写真図版37)

C轡D l

東西2.32m (7.640尺) 2間、南北2.48m (8.

185尺) 3間のもっとも小規模な建物である。建

物方向はN-4.Oo-Eを計る南北棟である。柱

配置は東面に僅かに広くなるが、整然とした配

列を示す矩形の建物である。

柱間は東西方向が1.07(3.351尺)へ1.18m(3.

894尺)の筆問である。南北方向では南北端各1

間が0.95 (3.135)へ0.99m (3.267尺)の筆問と

なるが、中央1間が0.67m (4.422尺)でやゝ狭

2m い。

Sし二131.200m

第8i図i号(AfI8)掘立柱建物跡 掘り方は径0.25へ0.35mの円形をなし、深さ

は0・16へ0・40mを計り、 4隅に大きく深い。柱痕は2柱穴に判明し、径0.10へ0.15mの円形で

ある。柱穴の壁土は記載がなく、不明である。

第56表1号掘立柱建物跡柱穴計測表
柱穴 接地面 深さ 鹸出面 底面の 性浪径 個∴∴∴考 柱穴 検曲面 深さ 榛出面 底値の 桂根縫 飾∴∴∴考 
番号 の 経 の高さ 高 さ 筒号 の 総 の高さ 高 さ 

1 28×29 24cm 131.02m 130.78爪 C調 6 32×300m 4叱れ 131.06m 100.66m C爪 

り 
26×24 16 131.00 100.84 7 25×27 32 13L08 130.76 

3 34×35 39 131.05 1紬.66 15 8 30×30 34 13l」0 1鎖).76 

4 30×30 29 131.06 1鎖).77 9 28×28 2了 13上10 100.83 

○ 25×25 28 131.04 1鎖).76 10 10 30×25 25 13上07 130.82 

2号(Bb53)掘立柱建物跡 (第82図 第57表 写真図版37)

東西8.74m (28.845尺) 5間、南北13.89m (45.825尺) 6間のもっとも規模の大きい建物で

ある。建物方向はN-7.4o-Wの南北棟である。柱配置は全体に矩形をなすが、建物東・西面の

北、または南北端に側柱が認められず、北2間は東西方向3問となって張り出す。内部は南北

方向を3分して配列される。また、北2間の張り出しには東西を2分する柱穴があるが、伴う

柱穴か明確でない。東西方向では側柱に沿って人側柱列がほゞ対応し、狭い柱間となる。これ

を庇とみるならば身舎の東西方向は6.27m(20.693尺) 3間、同様に南北両端を除く南北方向は
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ll.59m (38.251尺) 4間となる。

東西方向の柱間は東・西両端の各1間が1.06 (3.498)一1.26m (4.158尺)、他は2.06 (6.799)

一2・16m (7.129尺)である。内部3間の総長では6.26 (20.660)へ6.38m (21.056尺)でそれ

ぞれ等間となる。

南北方向では南・北端各1間が0.96 (3.168)一1.32m (4.356尺)でもっとも狭く、東・西端

1間に一致する。中央2間は2.47 (8.152)へ2.71m(8.944尺)、他の2間は3.20 (10.561)へ3.

31m(10.924尺)のそれぞれ等間である。そのほか、間柱の認められない2間相当の柱間では4.

37 (14・422)へ4.58m (15.116尺)と4.94 (16.304)一5.12m (16.898尺)で対応する柱間である。

掘り方は径0.17へ0.45mの円形、または不整な楕円状を呈し、深さは0.16へ0.59mを計る。比

較的側柱柱穴に小さく、特に北面に浅い。 P30へ33は深さ0.12へ0.14mでもっとも浅く、建物

に伴う柱穴か疑問が残る。柱痕は径0.10へ0.21mで極めて不揃いである。壁土や遺物について

は明らかでない。

建物敷地内に検出される遺構には22号焼土遺構がある。建物中央部に位置するが、共伴する

遺構か明らかでない。

第57表 2号掘立柱建物跡柱穴計測表

鮭穴 検出 面 
深さ 

掻曲面 晦両の 
柱撮経 筋∴∴∴考 

椎穴 榛出面 深さ 検出佃 底面の 
塵1贈呈 筋∴∴∴考 番号 の 経 の高さ 高 さ 番号 の 後 の高さ 高 さ 

1 33×330巾 3鎌の 1鎖).81m l鎖).45m qm 18 34×3 4&こ爪 1敦).81爪 100.33m 19c調 

●) 

29×22 16 l叡).68 150.52 19 31x32 43 100.74 130.31 19 

3 22× 9 26 l鎖).6了 1鎖).41 20 12×39 」8 1釦.了4 1鎖).26 19 

・l 20×19 = 100,70 1救).56 当 34×32 38 1鎖二上了0 130.32 18 

じ 30x25 3了 100.80 1鎖).43 10 之2 35×37 46 100.81 100.35 当 

6 31×37 41 100.80 1欽).39 3 39×34 34 1榊I.69 130.35 国 

l 25×30 23 100.了7 100.5`( 」 1了〉(25 48 130.72 130.24 

8 35x36 36 100.75 100.39 5 38×22 19 130.76 130.57 

9 29×29 膏 l鎖).了8 100.36 20 6 2」x21 」6 130,72 100. 6 

10 25×45 2了 l鍬).了8 1鍬).51 l 22×26 50 130.76 130. 6 15 

11 32×33 49 1鎖).8l 100.32 8 之5ノく30 35 130.65 130.30 圧 

12 25x30 5l 100.了8 100.2了 15 9 20×22 59 130.73 130工」 

13 33×33 35 l鎖).76 1鎖).41 3葛〕 2・)×20 1」 130.71 130.57 

14 33x35 49 1鎖).83 1鎖).34 18 31 25x40 】」 130.78 130.64 

I5 29x26 59 1救).了3 100」」 33 2ナノく29 1 130.80 )30.68 

16 24x ○ 36 1鍬).了8 1鎖)工2 15 33 25天30 1 130.80 130.68 17? 

l17l30×33l51i130.77i130.26l171‾‾
l 

3号(第Be21)掘立柱建物跡 (第83図 第58表 写真図版37)

東西4.85m(16.O18尺) 3間、南北7.75m(25.578尺) 7間の南北棟である。建物方向はN-2.

1o-Wを計る。柱配置は電柱敷設によって一部明確でないが、側柱が殆ど対称をなし、全体に矩

形を呈する。内部柱穴は東西方向に2分する3柱穴とこれより西寄りに1柱穴が認められる。

柱間は東西方向3問のうち西2間が1.55(5.116)へ2.10m(6.931尺)、東1間が0.86(2.838)

一1.25m (4.125尺)で不揃いとなるが、総長では4.80 (15.842へ4.93m16.271尺)で殆ど差異

がない。また、内部柱穴の柱間ではP22-5、 P20-23、 P23-6、 P16-24、 P24-10の5
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第83図 3号(Be2i)堀立柱建物跡 SL=131.00m

問が2.39 (7.888)へ2.51

m (8.284尺)の筆問をな

す。そのほか、 P17-25

-9は1.82 (6.007) -

3.04m (10.033尺)であ

る。 P25に近接するP26

は0.42m (1.386尺)の柱

間を計るが、不揃いで伴

うものか明らかでない。

南北方向の7間は東面

の北6問が0.78 (2.574)

一1.18m(3.894尺)、南端

1間が2.04m (6.733尺)

であり、西面では南6問

が0.84 (2.772)一1.06m

(3.498尺)、北端1間が

1.84m(6.073尺)である。

狭い柱間12問の平均では

0.97m (8.196尺)、これ

より広い南・北端2間では1.94m (6.403尺)となる。

柱穴の掘り方は径0.28へ0.56mの円形、または楕円形を呈する。深さは0.17へ0.54mを計り、

東面を除く3面のP 2、 12、 13、 15、 18では著しく浅い。柱痕は東面の柱穴によって径0.12→0.

18m前後と推定される。

重複する建物には4号掘立柱建物があり、南面のP12を切って3号掘立柱建物より新しい。

第58表 3号掘立柱建物跡柱穴計測表

柱穴 榛出面 
深さ 

惟柄簡 確面の 
柱1踊至 偏∴∴∴考 

柱穴 検出面 
深さ 

検出面 碇面の 
椎撮経 佃i∴∴∴考 番号 の 経 の高さ 高 さ 搭号 の 経 の高さ 高 さ 

1 55×4女郎 44m 13L25m 100.81m em Be21窺⊥P江より新しい 14 45×45創1 46ぐm 131.13爪 130.67爪 C爪 

2 37×40 21 131.28 13L07 15 32x34 22 131.16 130.94 

3 40×37 25 131.24 1鎖).99 16 40x40 54 131.18 130.64 

4 45×45 29 131.1了 100.88 古 38×40 46 131.16 130.70 

5 38×36 42 13上24 100.82 18 28×23 17 131工8 131.01 

6 42×39 39 13L22 130.83 19 50×4了 41 131.21 130.80 

7 35×33 31 131.24 130.93 20 53×54 50 131.25 130.75 

8 45×56 56 131.27 130.71 21 55×50 16 13L28 131.12 

9 39×37 58 131.20 100.62 22 38×36 35 131.29 1鎖).94 

10 35×40 37 13上16 130.79 23 33×34 33 13l.29 130.96 

11 37 54 13L21 130.67 北半は破壊 24 25×27 11 131.19 13l.08 

工 35×37 23 131.16 100.93 4号艶物柱穴No.13より新しい 25 20x29 15 13上20 131.05 

13 32x34 19 I3上14 130.95 26 20×25 14 131.20 131.06 
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